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第１5号様式

作成日
１　基本情報

施設名 № 1

指定管理者

指定期間 ～ 5 年目

施設所管課

２　サービス水準に関する評価
⑴　利用者数の状況

⑵　指定管理業務及び自主事業の実施状況（主なもの）

⑶　サービス水準に関する評価

基本事項 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

利用者対応 3 3

【必須項目】 ― ―

3 3

3 3

3 3

3 3

指定管理業務 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

令和3年3月31日

浄化槽(2回)

清掃業務 毎日 毎日

なし

7：分かりやすい案内及び十分な情報提供に努めているか（館内表示、ホームページの活用等）

9：意見、苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応しているか

8：意見、苦情、要望等を聞く体制を設けているか（アンケート実施、意見箱の設置等）

11：事業計画書に沿った事業を実施しているか

12：サービス向上、利用促進につながる具体的な取組を実施しているか

自己
評価

令和元（2019）年度　指定管理者モニタリングシート
令和2（2020）年5月8日

2：施設の公共性及び公平性が保たれているか

5,215 ダムカード配布イベント終了および小雪のため入館者数

日常清掃毎日 毎日 毎日

なし

区分
H27年度

平成27年4月1日

伝統文化活用型交流促進施設（綾子舞会館）

柏崎農業協同組合

教育委員会 博物館

区分
H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

平均 前年度からの増減理由等
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

4,568 4,800 6,064 6,174 4,469

合計 4,568 4,800 6,064 6,174 4,469 5,215

34回 31回

浄化槽(1回)、消防設備(2回)

伝承活動、学校等施設見学、綾子舞現地公開 等

自主事業 なし

法定点検（2回/年） 3回 3回 3回 3回

定期点検（10回/年） 2回 2回 2回2回

地域交流促進事業 55回 35回

合計（計画・目標値）

備考
H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

32回

2回

なし なし

評価項目

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

13：施設、設備の保守管理(点検・修繕)、定期清掃を計画的に実施しているか

3：施設及び設備の平等な利用が確保されているか

5：条例に基づき、施設の利用許可等を適切に実施しているか

4：職員の言葉遣い、態度、服装等の接遇は適切であるか

14：日常の清掃により、施設内が清潔に保たれているか

15：施設敷地内の保安、警備を適切に実施し、事件、事故等の未然防止に努めているか

所管
課評
価

1：施設の設置目的及び管理運営の基本方針を理解しているか

6：利用料金の徴収、減免を適切に実施しているか

10：利用者数の目標を達成しているか

評価基準

（単位：人）

3回
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3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

自主事業

― ―

― ―

― ―

３　収支等に関する評価

指定管理料

利用料金

その他

小計

（予算）

人件費

光熱水費

修繕費

委託料

その他

小計

（予算）

差引

（予算）

⑵　自主事業の収支状況

自主事業収入

自主事業支出

差引

0 0 0 00

R1年度

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

所管課の評価
【必須項目】

51

市野新田ダムが完成しダムカード配布イベントが縮小された影響で、一般利用者が減少しました。
市内小中学校、高等学校から綾子舞の学習に来る児童生徒へは、希望に応じて、現地公開等で使用する楽器等に触れてもら
いながら、綾子舞への理解を深めてもらうよう工夫しました。

平均点数

【
総
括
Ⅰ

】

17：備品台帳を整備し、備品等を適切に保管・管理しているか

18：市と指定管理者の備品等を明確に区別しているか

自主事業がある場合は必須項目

評価

4年目 5年目

68

6,247 6,247 6,247 6,247 6,247

54 52 41 41 47

2年目1年目
区分

H27年度

0 0 0

収
支

345

3年目 4年目 5年目

327 359 328 1,698

(0) (0) (0) (0) (0)

0 0 0

4,499 4,611 4,320

5

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
1年目 2年目

⑴　指定管理業務の収支状況
H29年度 R1年度

0

22,479 臨時職員：1人

0

517 331

339

5,771

区分
H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

(6,284) (6,284)

(6,284) (6,284) (31,420)(6,284) (6,284)

収
入

支
出

0

4,638

(6,284)

6,041

6,288 6,288 6,294

5,9635,965

(0)

29,535

収
支

200

0 0 0 0 0 0

（単位：千円）

839 841 870 824 797 4,172

5,795

0 0

自主事業の実施に関して、安全性及び補償体制が確保されていたか

235

6,301 6,299

1,000

0 0 0

0 86 33

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

0

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

【該当の場合、
必須項目】

16：必要な修繕を適切に実施しているか

施設の効用を最大限に発揮し、利用促進等につながる自主事業を実施したか

自主事業の実施により、指定管理業務を妨げていないか

4,411

31,470

0 187

200 200 200 200

(6,284) (6,284) (6,284) (31,420)

評価 05

3.00

平均点数 3.00

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
H28年度

（単位：千円）

合計点数

010217304

4 0 3 17 2 0 1 0

247506 333

合計点数 51

1,934

0

3年目

綾子舞を熟知した職員配置により、利用者ニーズを満たすよう努力している。
地元住民とのコミュニケーションを円滑に行っている。

H30年度

31,235
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⑶　収支等に関する評価

会計管理 3 3

収支計画 3 3

収支の改善 ― ―

【必須項目】 ― ―

3 3

― ―

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

４　実施体制に関する評価

法令順守【必須】 3 3

人員体制 3 3

【必須項目】 3 3

外部委託 3 3

【必須項目】 ― ―

報告等 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

【必須項目】 3 3

3 3

14：災害等緊急時の連絡体制を確立しているか

12：災害等緊急時に備えた職員の指導及び訓練を実施しているか

9：市に対して必要な事項を適宜報告し、情報の共有を行っているか

15：災害等緊急時に備え、必要とされる保険に加入しているか

3：必要な内容・頻度で教育・研修を実施しているか

所管
課評
価

自己
評価

1：指定管理に関する経費と団体の経費を区別して管理しているか

3 2305評価 0

1 0

2：指定管理業務専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理処理を行っているか

5：事業計画に基づき、適正に支出しているか

4

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

トラブル、事件、
事故、災害等緊
急時

13：災害等緊急時に必要な設備及び備品の日常的な点検を実施しているか

2：必要な人員（人数・有資格者等）を適切に配置しているか

4：業務の全部又は主たる業務を第三者に委託していないか

5：事前に市の承認を受け、外部委託を実施しているか

6：業務日誌等を適切に作成・保管しているか

8：期限内に必要な報告書類（事業計画書、業務報告書、事業報告書等）を市に提出しているか

評価項目

評価基準

自己
評価

所管
課評
価

所管課の評価
【必須項目】

合計点数 9
平均点数 3.00

適正に収支管理を行った。

収
支
等
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅱ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 9
平均点数 3.00

利用料金等の徴収はありません。
事業計画に基づき、適正に管理を行いました。

010

6：収入増加又は経費縮減につながる具体的な取組を実施しているか

評価項目

5 0 4 0 3

11：災害等緊急時の対応計画・マニュアルを作成しているか

評価基準

1：関係法令等を遵守しているか

7：点検、修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか

3 2

10：市又は関係団体等との連絡調整を適切に行っているか

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

評価 0

4：利用料金の徴収及び現金管理等を適切に実施しているか

3：指定管理業務と自主事業を区別して適切に管理しているか（自主事業がある場合）

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

3 -3-



3 3

個人情報保護 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

５　総合評価

17
0
0

3
0
0

0
0
20
0

00

3.00

19：市の承認なく、個人情報を第三者に提供していないか。

21：上記のほか、個人情報取扱特記事項に従い、適切に個人情報を管理しているか。

平均点数

総括Ⅲ

120

総括Ⅰ～Ⅲ 総合評価

9.00
A

2017

項　目

60

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅲ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 60
平均点数 3.00

柏崎市綾子舞保存振興会様、鵜川地区区長協議会様のご協力を得ながら、適正に業務を行いました。

18：個人情報の滅失、損傷及び漏えいの防止に努めているか

20：個人情報の保護に関する規定を整備しているか

16：災害等緊急時が発生した際に、市と連携を図り、適切な対応を実施したか

17：個人情報を業務の目的以外の目的で収集し、又は使用していないか。

0
0

【特記事項】

改善が望まれる点
【必須項目】

特に評価される点
【必須項目】

9

総括Ⅱ

施設が清潔に保たれ、来館者に対し綾子舞について丁寧な説明がなされ、適切な対応が取れている。

特になし。

51

総括Ⅰ

項目数

５点

４点

３点

２点

１点

3
0

　 内　訳

3.00

所管課の評価
【必須項目】

合計点数
評価 5 0 4 0 3 20 2 0 1 0

0
0

総括Ⅰ～総括Ⅲの施設所管課の評
価結果に基づく総合評価
Ｓ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、１０点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ａ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、９点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ｂ評価：項目別評価に一つでも２点
があるもの

Ｃ評価：項目別評価に一つでも１点
があるもの

3.00

60
平均点数

合計点数

備考

0評価 5 0 4 0 3

3.00

40
0
0
40

20 2 0 1

適正に業務を行った。

総合評価基準
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第１5号様式

作成日
１　基本情報

施設名 № 2

指定管理者

指定期間 ～ 5 年目

施設所管課 部 課

２　サービス水準に関する評価
⑴　利用者数の状況

⑵　指定管理業務及び自主事業の実施状況（主なもの）

⑶　サービス水準に関する評価

基本事項 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

利用者対応 3 3

【必須項目】 ― ―

3 3

3 3

3 3

― ―

指定管理業務 3 3

【必須項目】 3 3

3 4

3 4

― ―

3 3

（単位：人）

週2.3回

所管
課評
価

1：施設の設置目的及び管理運営の基本方針を理解しているか

6：利用料金の徴収、減免を適切に実施しているか

10：利用者数の目標を達成しているか

評価基準

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

13：施設、設備の保守管理(点検・修繕)、定期清掃を計画的に実施しているか

3：施設及び設備の平等な利用が確保されているか

16：必要な修繕を適切に実施しているか

5：条例に基づき、施設の利用許可等を適切に実施しているか

4：職員の言葉遣い、態度、服装等の接遇は適切であるか

14：日常の清掃により、施設内が清潔に保たれているか

15：施設敷地内の保安、警備を適切に実施し、事件、事故等の未然防止に努めているか

評価項目

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

2回

合計（計画・目標値）

備考
H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

2回 2回

日常清掃

浄化槽、消防設備点検

自主事業

清掃業務 週2.3回 週2.3回 週2.3回 週2.3回

法定点検（2回/年） 2回 2回

合計 5,015 5,219 4,876 4,389 4,600 4,820

343 団体の利用人数減少

1,771 2,873 2,547 2,612 2,797

498 462 315 312129

区分
H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

平均 前年度からの増減理由等
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

田島町内会

産業振興 農林水産

田島活性化施設

令和元（2019）年度　指定管理者モニタリングシート
令和2（2020）年5月11日

2：施設の公共性及び公平性が保たれているか

2,520 団体の利用人数増加

大会議室 3,115 1,848 1,867 1,462 1,491 1,957 団体の利用人数増加

小会議室

調理室

区分
H27年度

平成27年4月1日

7：分かりやすい案内及び十分な情報提供に努めているか（館内表示、ホームページの活用等）

9：意見、苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応しているか

8：意見、苦情、要望等を聞く体制を設けているか（アンケート実施、意見箱の設置等）

11：事業計画書に沿った事業を実施しているか

12：サービス向上、利用促進につながる具体的な取組を実施しているか

自己
評価

令和7年3月31日
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3 3

3 3

その他

【任意項目】 4 4

自主事業

― ―

― ―

― ―

３　収支等に関する評価

指定管理料

利用料金

その他

小計

（予算）

人件費

光熱水費

修繕費

委託料

その他

小計

（予算）

差引

（予算）

⑵　自主事業の収支状況

自主事業収入

自主事業支出

差引

00 0

合計点数 51

0

0

3年目

利用者が町内会だけではなく、各種サークル（ゲートボール、踊り、体操、卓球等）の利用者であり、施
設利用のリピーターとなっている。このことから、常時、施設が適正に管理されていることがわかる。
また、修繕・備品購入について市と事前協議し、利用者のために、よりよい環境を整えようとする管理者
側の努力がうかがえる。

H30年度

0

010213334

4 1 3 15 2 0 1 0
合計点数

評価 05

3.06

平均点数 3.19

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
H28年度

（単位：千円）

0

2,650

0 0

246 219 234 243

(559) (519) (515) (2,623)

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

【該当の場合、
必須項目】

施設の効用を最大限に発揮し、利用促進等につながる自主事業を実施したか

自主事業の実施により、指定管理業務を妨げていないか

0 0

自主事業の実施に関して、安全性及び補償体制が確保されていたか

2,650 集落運営費

521 497

1,200

0 0 0

0 0 0

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

0

(0)

2,650

収
支

258

0

（単位：千円）

14 21 24 7 9 75

521
消耗品費購入を控えたが、燃料費やその
他委託費が微増となった

(515) (515) (2,623)(519) (515)

収
入

支
出

0

0

(559)

535

535 545 552

552497

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
1年目 2年目

⑴　指定管理業務の収支状況
H29年度 R1年度

0 非：3人

0

0 0

257

545

区分
H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

(515) (515)

3年目 4年目 5年目

277 295 285 1,375

(0) (0) (0) (0) (0)

0 0 0

0 0 0

5

4年目 5年目

0

0 0 0 0 0

521 497 535 545 552

2年目1年目
区分

H27年度

0 0 0

収
支

261

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

所管課の評価
【必須項目】

49

施設の清掃等は担当を決め、定期的（計画的）に実施している。
また、日常の維持管理を適切に遂行しており、利用者の受付を含めた施設運営も特段問題ないと考え
ている。

平均点数

【
総
括
Ⅰ

】

17：備品台帳を整備し、備品等を適切に保管・管理しているか

18：市と指定管理者の備品等を明確に区別しているか

地域全体で利用できるように町内会以外の各種団体に対し、利用を促しているか

自主事業がある場合は必須項目

評価

R1年度

0
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⑶　収支等に関する評価

会計管理 3 3

収支計画 ― ―

収支の改善 ― ―

【必須項目】 ― ―

3 3

3 3

その他

【任意項目】 4 4

４　実施体制に関する評価

法令順守【必須】 3 3

人員体制 ― ―

【必須項目】 ― ―

外部委託 ― ―

【必須項目】 ― ―

報告等 3 3

【必須項目】 3 3

3 4

3 3

3 3

― ―

― ―

― ―

【必須項目】 ― ―

― ―

4：利用料金の徴収及び現金管理等を適切に実施しているか

3：指定管理業務と自主事業を区別して適切に管理しているか（自主事業がある場合）

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

5 0 4 1 3

11：災害等緊急時の対応計画・マニュアルを作成しているか

評価基準

1：関係法令等を遵守しているか

7：点検、修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか

3 2

10：市又は関係団体等との連絡調整を適切に行っているか

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

評価 0

評価項目

評価項目

評価基準

自己
評価

所管
課評
価

所管課の評価
【必須項目】

合計点数 13
平均点数 3.25

経費削減及び省エネのために、不必要な照明の消灯、冷暖房の設定温度の徹底を実施していることは
評価できる。また、経費削減のために、指定管理者が独自で備品等を調達するなど削減についての努
力がうかがえる。
今後も引き続き、経費削減できるように対応をお願いしたい。

収
支
等
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅱ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 13
平均点数 3.25

収支については、概ね事業計画書のとおりに執行しており、特段問題ないと考えている。引き続き、業務に支障の
ない範囲で省エネ等による経費削減に努めていきたい。

010

6：収入増加又は経費縮減につながる具体的な取組を実施しているか

経費削減のために、不要な照明の消灯及び冷暖房の設定温度を徹底しているか

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

トラブル、事件、
事故、災害等緊
急時

13：災害等緊急時に必要な設備及び備品の日常的な点検を実施しているか

2：必要な人員（人数・有資格者等）を適切に配置しているか

4：業務の全部又は主たる業務を第三者に委託していないか

5：事前に市の承認を受け、外部委託を実施しているか

6：業務日誌等を適切に作成・保管しているか

8：期限内に必要な報告書類（事業計画書、業務報告書、事業報告書等）を市に提出しているか

所管
課評
価

自己
評価

1：指定管理に関する経費と団体の経費を区別して管理しているか

3 2305評価 1

1 0

2：指定管理業務専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理処理を行っているか

5：事業計画に基づき、適正に支出しているか

4

14：災害等緊急時の連絡体制を確立しているか

12：災害等緊急時に備えた職員の指導及び訓練を実施しているか

9：市に対して必要な事項を適宜報告し、情報の共有を行っているか

15：災害等緊急時に備え、必要とされる保険に加入しているか

3：必要な内容・頻度で教育・研修を実施しているか
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― ―

個人情報保護 ― ―

【必須項目】 ― ―

― ―

― ―

― ―

その他

【任意項目】 4 4

５　総合評価

備考

0評価 5 0 4 1 3

3.29

27
0
6
21

6 2 0 1

必要な報告書は早期に提出しており、利用者の内訳もあることから、利用状況がわかりやすい。また、
利用者の要望を集約しているため、市は現状把握しやすい。そのため、修繕の実施等について、優先順
位をつけながら実施できている。
要望等は、施設の利便性を考慮したものであり、利用促進につなげようとする姿勢は評価できる。

総合評価基準

所管課の評価
【必須項目】

合計点数
評価 5 0 4 2 3 5 2 0 1 0

0
3

総括Ⅰ～総括Ⅲの施設所管課の評
価結果に基づく総合評価
Ｓ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、１０点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ａ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、９点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ｂ評価：項目別評価に一つでも２点
があるもの

Ｃ評価：項目別評価に一つでも１点
があるもの

3.25

23
平均点数

合計点数

【特記事項】

改善が望まれる点
【必須項目】

特に評価される点
【必須項目】

13

総括Ⅱ

施設内は常に清掃が行き届いており、利用者からの苦情もない。このことから、管理者として、日頃から
利用者のことを考えた上で、利用環境を整えている点は評価できる。
また、要望があった小会議室の畳の表替えを実施後、すぐに利用者増加になっていることからも、適切
な要望をしているものと判断できる。この点についても評価したい。

２年連続で減少していた利用者を令和元年度では増加させている。来年度も引き続き利用者の増加を
期待したい。

51

総括Ⅰ

項目数

５点

４点

３点

２点

１点

3
0

　 内　訳

3.19

0
0

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅲ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 22
平均点数 3.14

事故・苦情等は特になかった。要望は随時、市へ伝えている。
今後も継続して施設の維持管理・安全管理に努めていきたい。

18：個人情報の滅失、損傷及び漏えいの防止に努めているか

20：個人情報の保護に関する規定を整備しているか

トラブルや要望があった場合、随時報告しているか

16：災害等緊急時が発生した際に、市と連携を図り、適切な対応を実施したか

17：個人情報を業務の目的以外の目的で収集し、又は使用していないか。

平均点数

総括Ⅲ

87

総括Ⅰ～Ⅲ 総合評価

9.72
A

716

項　目

23

13
0
0

4
0
1

0
2
5
0

00

3.29

19：市の承認なく、個人情報を第三者に提供していないか。

21：上記のほか、個人情報取扱特記事項に従い、適切に個人情報を管理しているか。
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第１5号様式

作成日
１　基本情報

施設名 № 3

指定管理者

指定期間 ～ 1 年目

施設所管課 部 課

２　サービス水準に関する評価
⑴　利用者数の状況

⑵　指定管理業務及び自主事業の実施状況（主なもの）

⑶　サービス水準に関する評価

基本事項 4 3

【必須項目】 4 3

4 3

4 3

利用者対応 4 3

【必須項目】 4 3

4 3

4 3

4 3

2 2

指定管理業務 4 3

【必須項目】 4 3

4 3

4 3

4 3

4 3

（単位：人）

所管
課評
価

1：施設の設置目的及び管理運営の基本方針を理解しているか

6：利用料金の徴収、減免を適切に実施しているか

10：利用者数の目標を達成しているか

評価基準

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

13：施設、設備の保守管理(点検・修繕)、定期清掃を計画的に実施しているか

3：施設及び設備の平等な利用が確保されているか

16：必要な修繕を適切に実施しているか

5：条例に基づき、施設の利用許可等を適切に実施しているか

4：職員の言葉遣い、態度、服装等の接遇は適切であるか

14：日常の清掃により、施設内が清潔に保たれているか

15：施設敷地内の保安、警備を適切に実施し、事件、事故等の未然防止に努めているか

評価項目

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

合計（計画・目標値） (2,300)

備考
1年目

総合点検、機器点検

日常清掃、年2回業者委託

ギャラリーじょんのび開設（4月～11月）

自主事業

清掃業務 毎日

警備業務

消防用設備点検業務 3

毎日

ギャラリー運営事業 8

合計 1,748 0 0 0 0 1,748

118

多目的スペース 199 199

1,087

118

区分
R1年度

平均 前年度からの増減理由等
1年目

高柳町商工会

市民生活 高柳町事務所

柏崎市高柳産業福祉会館

令和元（2019）年度　指定管理者モニタリングシート
令和2（2020）年5月18日

2：施設の公共性及び公平性が保たれているか

1,087

和室(1)(2) 344 344

展示室

和室(3)

保守点検2、清掃1、法定検査1

区分
R1年度

平成31年4月1日

ｾｷｭﾘﾃｨｼｽﾃﾑを利用した遠隔監視

浄化槽保守業務 4

7：分かりやすい案内及び十分な情報提供に努めているか（館内表示、ホームページの活用等）

9：意見、苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応しているか

8：意見、苦情、要望等を聞く体制を設けているか（アンケート実施、意見箱の設置等）

11：事業計画書に沿った事業を実施しているか

12：サービス向上、利用促進につながる具体的な取組を実施しているか

自己
評価

令和2年3月31日
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4 3

4 3

その他

【任意項目】

自主事業

３　収支等に関する評価

指定管理料

利用料金

その他

小計

（予算）

人件費

光熱水費

修繕費

委託料

その他

小計

（予算）

差引

（予算）

⑵　自主事業の収支状況

自主事業収入

自主事業支出

差引

013 0

合計点数 53

13

0

施設利用者数は目標を達成していないものの、ほぼ毎日の清掃や職員による軽微な施設修繕対応な
ど、快適に利用できる環境づくりに努めている。アンケート結果からも好評価を得ており、良好な管理運
営が行われている。

3,600

011217304

4 17 3 0 2 1 1 0
合計点数

評価 05

3.89

平均点数 2.94

5年間の
合計

前年度からの増減理由等

（単位：千円）

1,539

3,929

0

612

(3,929) (3,929)

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

【該当の場合、
必須項目】

0 0

329

3,929 0

612

0 0 0

0

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

0

(0)

3,916

収
支

0

（単位：千円）

1,214 1,214

3,916

(3,929)

収
入

支
出

0

(3,929)

0

0 0 0

00

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
1年目

⑴　指定管理業務の収支状況

1,539

0

0 0

0

区分
R1年度

551

(0) (0) (0) (0) (0)

0

5

3,600

329

1年目
区分

R1年度

0

収
支

551

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

所管課の評価
【必須項目】

70

・ほぼ毎日、全館の清掃を実施しており、使用環境は望ましいものとなっている。
・清掃の際に電灯の球切れ、備品の破損・不足などについて点検し、万一不備などあった場合は即座に
対応している。
・町内サークル等の会合に利用する方が定期的にいるが、高齢化のせいか、利用人数は多少減少し
た。

平均点数

【
総
括
Ⅰ

】

17：備品台帳を整備し、備品等を適切に保管・管理しているか

18：市と指定管理者の備品等を明確に区別しているか

自主事業がある場合は必須項目

評価

0
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⑶　収支等に関する評価

会計管理 4 3

収支計画 4 3

収支の改善 4 3

【必須項目】 4 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

４　実施体制に関する評価

法令順守【必須】 4 3

人員体制 4 3

【必須項目】 4 3

外部委託 4 3

【必須項目】 ― ―

報告等 4 3

【必須項目】 4 3

4 3

4 3

4 3

4 3

4 3

4 3

【必須項目】 4 3

3 3

4：利用料金の徴収及び現金管理等を適切に実施しているか

3：指定管理業務と自主事業を区別して適切に管理しているか（自主事業がある場合）

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

5 0 4 0 3

11：災害等緊急時の対応計画・マニュアルを作成しているか

評価基準

1：関係法令等を遵守しているか

7：点検、修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか

6 2

10：市又は関係団体等との連絡調整を適切に行っているか

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

評価 0

評価項目

評価項目

評価基準

自己
評価

所管
課評
価

所管課の評価
【必須項目】

合計点数 18
平均点数 3.00

経費削減に取り組んでおり、適正な施設管理運営に努めている。

収
支
等
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅱ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 22
平均点数 3.67

毎月10日までに担当者より会計帳簿の提出を受け、収支管理に十二分に気を付けていると共に年2回
の監査及び年1回の上部団体による指導を受けており、管理体制は十分と思う。

010

6：収入増加又は経費縮減につながる具体的な取組を実施しているか

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

トラブル、事件、
事故、災害等緊
急時

13：災害等緊急時に必要な設備及び備品の日常的な点検を実施しているか

2：必要な人員（人数・有資格者等）を適切に配置しているか

4：業務の全部又は主たる業務を第三者に委託していないか

5：事前に市の承認を受け、外部委託を実施しているか

6：業務日誌等を適切に作成・保管しているか

8：期限内に必要な報告書類（事業計画書、業務報告書、事業報告書等）を市に提出しているか

所管
課評
価

自己
評価

1：指定管理に関する経費と団体の経費を区別して管理しているか

3 2205評価 4

1 0

2：指定管理業務専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理処理を行っているか

5：事業計画に基づき、適正に支出しているか

4

14：災害等緊急時の連絡体制を確立しているか

12：災害等緊急時に備えた職員の指導及び訓練を実施しているか

9：市に対して必要な事項を適宜報告し、情報の共有を行っているか

15：災害等緊急時に備え、必要とされる保険に加入しているか

3：必要な内容・頻度で教育・研修を実施しているか
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3 3

個人情報保護 4 3

【必須項目】 4 3

4 3

4 3

4 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

５　総合評価

備考

0評価 5 0 4 18 3

3.00

44
0
0
43

2 2 0 1

利用者アンケートによる評価も良く、適正な人員配置により良好な管理運営が行われている。

総合評価基準

所管課の評価
【必須項目】

合計点数
評価 5 0 4 0 3 20 2 0 1 0

0
0

総括Ⅰ～総括Ⅲの施設所管課の評
価結果に基づく総合評価
Ｓ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、１０点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ａ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、９点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ｂ評価：項目別評価に一つでも２点
があるもの

Ｃ評価：項目別評価に一つでも１点
があるもの

3.00

60
平均点数

合計点数

【特記事項】

改善が望まれる点
【必須項目】

特に評価される点
【必須項目】

18

総括Ⅱ

毎日の清掃管理や丁寧な窓口対応、ギャラリー運営による地域住民の芸術文化発信の場づくりなど、
利用者の満足度向上に努めており、施設の設置目的に沿った良好な施設管理運営が行われている。

サービス全般は良好なものの、地域の人口減少や利用団体の高齢化など、利用者減少を避けられない
面もあり、施設利用者数は目標を達成することができなかった。
指定管理期間満了により直営となることから、評価点および改善点を踏まえ、適切な施設管理運営に努
めたい。

53

総括Ⅰ

項目数

５点

４点

３点

２点

１点

6
0

　 内　訳

2.94

0
1

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅲ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 78
平均点数 3.90

例年展示している団体・個人の利用が多く、管理はし易くなっている。更には町外からの展示にも今後
力を入れたい。
災害等に備え、管理者母体団体(高柳町商工会)にて連絡体制を整備している。

18：個人情報の滅失、損傷及び漏えいの防止に努めているか

20：個人情報の保護に関する規定を整備しているか

16：災害等緊急時が発生した際に、市と連携を図り、適切な対応を実施したか

17：個人情報を業務の目的以外の目的で収集し、又は使用していないか。

平均点数

総括Ⅲ

131

総括Ⅰ～Ⅲ 総合評価

8.94
B

2018

項　目

60

17
1
0

6
0
0

0
0
20
0

00

3.00

19：市の承認なく、個人情報を第三者に提供していないか。

21：上記のほか、個人情報取扱特記事項に従い、適切に個人情報を管理しているか。
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第１5号様式

作成日
１　基本情報

施設名 № 4～34

指定管理者

指定期間 ～ 5 年目

施設所管課 部 課

２　サービス水準に関する評価
⑴　利用者数の状況

⑵　指定管理業務及び自主事業の実施状況（主なもの）

⑶　サービス水準に関する評価

基本事項 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

利用者対応 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

指定管理業務 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

令和7年3月31日

各種点検は、直営にて実施

清掃業務

7：分かりやすい案内及び十分な情報提供に努めているか（館内表示、ホームページの活用等）

9：意見、苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応しているか

8：意見、苦情、要望等を聞く体制を設けているか（アンケート実施、意見箱の設置等）

11：事業計画書に沿った事業を実施しているか

12：サービス向上、利用促進につながる具体的な取組を実施しているか

自己
評価

令和元（2019）年度　指定管理者モニタリングシート
令和2（2020）年5月31日

2：施設の公共性及び公平性が保たれているか

412,599 選挙の有無と活動団体の増加によるもの利用者数

別紙事業報告書のとおり

区分
H27年度

平成27年4月1日

コミュニティセンター

中鯖石地区コミュニティ振興協議会ほか３０地区協議会

市民生活 市民活動支援

区分
H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

平均 前年度からの増減理由等
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

426,056 440,939 393,929 399,590 402,482

合計 426,056 440,939 393,929 399,590 402,482 412,599

別紙事業報告書のとおり

各種点検は、直営にて実施

別紙事業報告書のとおり

自主事業

法定点検（2回/年）

定期点検（10回/年）

○○事業

合計（計画・目標値） 令和３年度　４４０，０００人

備考
H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

評価項目

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

13：施設、設備の保守管理(点検・修繕)、定期清掃を計画的に実施しているか

3：施設及び設備の平等な利用が確保されているか

16：必要な修繕を適切に実施しているか

5：条例に基づき、施設の利用許可等を適切に実施しているか

4：職員の言葉遣い、態度、服装等の接遇は適切であるか

14：日常の清掃により、施設内が清潔に保たれているか

15：施設敷地内の保安、警備を適切に実施し、事件、事故等の未然防止に努めているか

所管
課評
価

1：施設の設置目的及び管理運営の基本方針を理解しているか

6：利用料金の徴収、減免を適切に実施しているか

10：利用者数の目標を達成しているか

評価基準

（単位：人）
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3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

自主事業

― ―

― ―

― ―

３　収支等に関する評価

指定管理料

利用料金

その他

小計

（予算）

人件費

光熱水費

修繕費

委託料

その他

小計

（予算）

差引

（予算）

⑵　自主事業の収支状況

自主事業収入

自主事業支出

差引

0

R1年度

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

所管課の評価
【必須項目】

54

・生涯学習講座も地域ニーズや若い世代の要望を確認しながら、少しずつ新規の取組内容を案内している。
・利用報告書等で意見の把握に努めるとともに、代表者会議の際に利用者の意見を聴取している。
・事業内容は、各役員と事前に相談し、意見を聞きながら進めている。地区住民にも理解されていて、事業はスムーズに実施
運営されている。

平均点数

【
総
括
Ⅰ

】

17：備品台帳を整備し、備品等を適切に保管・管理しているか

18：市と指定管理者の備品等を明確に区別しているか

自主事業がある場合は必須項目

評価

4年目 5年目2年目1年目
区分

H27年度

収
支

3年目 4年目 5年目

0

(0) (0) (0) (0) (0)

0

5

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
1年目 2年目

⑴　指定管理業務の収支状況
H29年度 R1年度

0

0

0 0

0

区分
H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

(0)

収
入

支
出

0

0

0 0 0

00

(0)

0

収
支

0

（単位：千円）

0

0

0 0

自主事業の実施に関して、安全性及び補償体制が確保されていたか

0

0 0

0

0 0 0

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

0

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

【該当の場合、
必須項目】

施設の効用を最大限に発揮し、利用促進等につながる自主事業を実施したか

自主事業の実施により、指定管理業務を妨げていないか

0

0

(0)

評価 05

3.00

平均点数 3.00

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
H28年度

（単位：千円）

合計点数

010218304

4 0 3 18 2 0 1 0

00 0

合計点数 54

0

0

3年目

・コミセンで行う事業内容は、前例踏襲せず老若男女が参加できる内容を毎年考えて実施し、利用者からも好評を得ている。地
域特性を生かし健康づくり・子ども育成事業等を実施し、魅力ある地域づくりを行っている。
・コミセン建物と設備に係る修繕を随時行うとともに定例的な大規模改修を行っている。また、施設警備性総量を補助すること
により建物の維持管理を行っている。

H30年度

0
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⑶　収支等に関する評価

会計管理 ― ―

収支計画 ― ―

収支の改善 ― ―

【必須項目】 ― ―

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

４　実施体制に関する評価

法令順守【必須】 3 3

人員体制 3 3

【必須項目】 3 3

外部委託 3 3

【必須項目】 3 3

報告等 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

【必須項目】 3 3

3 3

14：災害等緊急時の連絡体制を確立しているか

12：災害等緊急時に備えた職員の指導及び訓練を実施しているか

9：市に対して必要な事項を適宜報告し、情報の共有を行っているか

15：災害等緊急時に備え、必要とされる保険に加入しているか

3：必要な内容・頻度で教育・研修を実施しているか

所管
課評
価

自己
評価

1：指定管理に関する経費と団体の経費を区別して管理しているか

3 2205評価 0

1 0

2：指定管理業務専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理処理を行っているか

5：事業計画に基づき、適正に支出しているか

4

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

トラブル、事件、
事故、災害等緊
急時

13：災害等緊急時に必要な設備及び備品の日常的な点検を実施しているか

2：必要な人員（人数・有資格者等）を適切に配置しているか

4：業務の全部又は主たる業務を第三者に委託していないか

5：事前に市の承認を受け、外部委託を実施しているか

6：業務日誌等を適切に作成・保管しているか

8：期限内に必要な報告書類（事業計画書、業務報告書、事業報告書等）を市に提出しているか

評価項目

評価基準

自己
評価

所管
課評
価

所管課の評価
【必須項目】

合計点数 6
平均点数 3.00

市からの人件費・光熱水費等と各戸からの負担金で運営しているが、活動推進事業に要する経費が不足するコミセンもあり、
概算払を活用するなどして地域活動を実施している。

収
支
等
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅱ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 6
平均点数 3.00

・予算を計画的に執行すると共に実施結果について監査を行っている。
・世帯数の減少で事業予算を縮小し、限られた予算の中で創意工夫して活動している。

010

6：収入増加又は経費縮減につながる具体的な取組を実施しているか

評価項目

5 0 4 0 3

11：災害等緊急時の対応計画・マニュアルを作成しているか

評価基準

1：関係法令等を遵守しているか

7：点検、修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか

2 2

10：市又は関係団体等との連絡調整を適切に行っているか

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

評価 0

4：利用料金の徴収及び現金管理等を適切に実施しているか

3：指定管理業務と自主事業を区別して適切に管理しているか（自主事業がある場合）

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの
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3 3

個人情報保護 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

５　総合評価

18
0
0

2
0
0

0
0
21
0

00

3.00

19：市の承認なく、個人情報を第三者に提供していないか。

21：上記のほか、個人情報取扱特記事項に従い、適切に個人情報を管理しているか。

平均点数

総括Ⅲ

123

総括Ⅰ～Ⅲ 総合評価

9.00
A

2118

項　目

63

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅲ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 63
平均点数 3.00

・台風接近に伴い自主避難所として避難所を開設しました。
・町内会長会と合同で「総合防災訓練」を実施した。避難経路確認訓練、炊出し訓練、避難所開設訓練、消火訓練などを実施し
た。

18：個人情報の滅失、損傷及び漏えいの防止に努めているか

20：個人情報の保護に関する規定を整備しているか

16：災害等緊急時が発生した際に、市と連携を図り、適切な対応を実施したか

17：個人情報を業務の目的以外の目的で収集し、又は使用していないか。

0
0

【特記事項】

改善が望まれる点
【必須項目】

特に評価される点
【必須項目】

6

総括Ⅱ

コミュニティセンターは、地域住民が主体となった地域づくりの中心的役割を担うため、町内会・小中学
校・各種団体と連携した事業を展開してコミュニティづくりを行っている。

人口減少・少子高齢化やコミュニティ活動の担い手不足が課題となっていることから、今後は今まで行っ
ていた事業の見直しをする等のマネジメントをしていくことも必要と考えられる。

54

総括Ⅰ

項目数

５点

４点

３点

２点

１点

2
0

　 内　訳

3.00

所管課の評価
【必須項目】

合計点数
評価 5 0 4 0 3 21 2 0 1 0

0
0

総括Ⅰ～総括Ⅲの施設所管課の評
価結果に基づく総合評価
Ｓ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、１０点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ａ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、９点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ｂ評価：項目別評価に一つでも２点
があるもの

Ｃ評価：項目別評価に一つでも１点
があるもの

3.00

63
平均点数

合計点数

備考

0評価 5 0 4 0 3

3.00

41
0
0
41

21 2 0 1

・基本協定書、条例、管理運営事業補助金交付要綱で定義された内容を遵守している。
・度重なる災害時対応においても市と協働して運営にあたった。

総合評価基準
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第１5号様式

作成日
１　基本情報

施設名 № 35

指定管理者

指定期間 ～ 3 年目

施設所管課 課

２　サービス水準に関する評価
⑴　利用者数の状況

大ホール

マルチホール

会議室

大・小練習室ほか

共用・屋外

⑵　指定管理業務及び自主事業の実施状況（主なもの）

建築設備保守管理業務

令和4年3月31日

令和元（2019）年度　指定管理者モニタリングシート
令和2（2020）年5月23日

55,852 新型コロナウイルスによる影響等

19,205 17,500 15,319 17,341 新型コロナウイルスによる影響等

区分
H29年度

平成29年4月1日

柏崎市文化会館アルフォーレ

かしわざき振興財団・新潟照明技研共同事業体

教育委員会 文化・生涯学習

区分
H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

平均 前年度からの増減理由等
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

59,254 58,428 49,875

11,899 10,20911,698

合計 165,713 166,569 155,411 0 0 97,494

11,269 新型コロナウイルスによる影響等

11,765 14,299 13,032 13,032 新型コロナウイルスによる影響等

63,791 64,443 66,976 65,070 イベント等による利用増

（1）電気主任技術者
　　　：東北電気保安協会技術者
（2）自家用電気工作物
　　①日常：年12回
　　②定期：年1回
　　③太陽光設備：年2回
（3）自家発電設備/機器・総合：年1回

（1）建築設備定期報告：年１回
（2）特殊建築物定期調査報告（設備）：3年毎
　＊(3年に1回：H30実施)

電気工作物保守管理業務

(1)　1名
(2) ① 12回
     ② 　1回
     ③ 　2回

(3)　1回

(1)　1名
(2) ① 12回
     ② 　1回
     ③ 　2回

(3)　1回

(1)　1名
(2) ① 12回
     ② 　1回
     ③ 　2回

(3)　1回

(1)　　　1回
(2) 清掃1回
　　検査6回
(3) 点検1回
　　清掃1回
(4) 点検1回
　　清掃1回
(5)　　　2回

(6) 点検2回
　　清掃2回

(1)　　　1回
(2) 清掃1回
　　検査6回
(3) 点検1回
　　清掃1回
(4) 点検1回
　　清掃1回
(5)　　　2回

(6) 点検2回
　　清掃2回

(1)　　　1回
(2) 清掃1回
　　検査6回
(3) 点検1回
　　清掃1回
(4) 点検1回
　　清掃1回
(5)　　　2回

(6) 点検2回
　　清掃2回

建築物保守管理業務
(1)　1回 (1)　1回

(2)  1回
(1)　1回

（1）冷温水発生機
　　・冷暖イン、オン、ブラシ洗浄：年1回
（2）冷却塔
　　・清掃：年1回、レジオネラ菌検査：年6回
（3）空冷ヒートポンプパッケージ空調機
　　・点検：年1回、フィルター清掃適宜
（4）全熱交換器
　　・点検：年1回、フィルター清掃適宜
（5）自動制御装置
　　・点検：年2回
（6）空調機（AHU)
　　・点検：年2回、フィルター清掃適宜

合計（計画・目標値） (175,000) (176,000) (177,000)

備考
H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

（単位：人）
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建築設備保守管理業務

環境衛生管理業務

1回

清掃及び廃棄物処理業務 毎日 毎日 毎日 （1）日常清掃及び定期清掃

ピアノ保守管理業務 12回 12回

構造関係保守点検業務 1回 1回 1回

（1）免震装置/定期点検1（目視）
　　　　　　　　/定期点検：年1回
（2）免震装置/定期点検2（計測）
（3）免震装置/応急点検
（4）免震装置/詳細点検

(1)　　　1名
(2)11111111
 1項目52回
 16項目2回

 　　消毒1回
(3)11111111
 4項目52回
 　2項目6回
(4)空気6回
　　窒素2回
(5)　　　2回
(6)　　　1回

(1)　　　1名
(2)11111111
 1項目52回
 16項目2回

 　　消毒1回
(3)11111111
 4項目52回
 　2項目6回
(4)空気6回
　　窒素2回
(5)　　　2回
(6)　　　1回

（1）建築物環境衛生管理技術者
　　：指定管理者技術者
（2）上水水質検査
　　・1項目水質検査：週1回
　　・16項目水質検査：年2回
　　・消毒副生成物12項目検査：年1回
（3）雑用水水質検査
　　・4項目水質検査：週1回
　　・2項目水質検査：年6回
（4）空気環境測定
　　・空気環境測定：年6回
　　・窒素酸化物測定：年2回
（5）作業環境測定
　　・照明設備点検：年2回
（6）機械換気設備
　　・定期点検：仕様書により必要に応じて
　　年2回実施

舞台関係設備保守業務 10回 10回

(7)点検1回
　　清掃1回
(8)消毒1回
　　検査1回
(9)　　　1回

(10)　　　1回
(11)　　　1回
(12)　　　1回
(13)1111111
　点検12回
　　駆除2回

(7)点検1回
　　清掃1回
(8)消毒1回
　　検査1回
(9)　　　1回

(10)　　　1回
(11)　　　1回
(12)　　　1回
(13)1111111
　点検12回
　　駆除2回

(7)点検1回
　　清掃1回
(8)消毒1回
　　検査1回
(9)　　　1回

(10)　　　1回
(11)　　　1回
(12)　　　1回
(13)1111111
　点検12回
　　駆除2回

（7）空気調和設備
　　・加湿装置点検、
　　　排水受け点検：使用月1回
　　・清掃：年1回
（8）上水貯水槽清掃
　　・受水槽清掃消毒、
　　　簡易専用水道検査：年1回
（9）雨水貯留槽/清掃消毒：年1回
（10）ポンプ中継槽/清掃消毒：年1回
（11）雑用水受水槽/清掃消毒：年1回
（12）冷却塔用受水槽/清掃消毒：年1回
（13）害虫防除
　　・調査点検：月1回
　　・駆除作業：年2回

外構関係保守点検業務 1回 1回

（7）ファンコイルユニット
　　・点検：年2回、フィルター清掃適宜
（8）空調ポンプ類
　　・点検：年1回
（9）大型ファン
　　・点検：年1回、ベルト交換適宜
（10）消防用設備
　　・消火器、誘導灯、スプリンクラー、
　　 自動火災報知機、非常用放送設備、
　　 排煙設備、外観、機能、作動試験：年2回
（11）防火対象物定期報告
　　・定期報告：年1回
（12）雨水処理設備
　　・点検：年12回
（13）給排水ポンプ類
　　・点検：年1回
（14）エレベーター保守点検
　　・保守点検：年4回、遠隔点検：年12回
（15）自動ドア設備
　　・点検：年3回

(7)点検2回
　　清掃2回
(8)点検1回
(9)点検1回

  (10)　　2回
(11)　　1回
(12)　 12回
(13)　　1回

(14)点検4回
　 遠隔12回
(15)　　　3回

(7)点検2回
　　清掃2回
(8)点検1回
(9)点検1回

  (10)　　2回
(11)　　1回
(12)　 12回
(13)　　1回

(14)点検4回
　 遠隔12回
(15)　　　3回

（16）電話交換機
　　・点検：年6回
（17）構内情報通信機（無線LAN）
　　・点検：1回、修正プログラム適用
（18）避雷設備
　　・点検：年1回

(1)　　　1名
(2)11111111
 1項目52回
 16項目2回

 　　消毒1回
(3)11111111
 4項目52回
 　2項目6回
(4)空気6回
　　窒素2回
(5)　　　2回
(6)　　　1回

（1）屋外散水栓/外観検査・動作点検：年1回

(16)　　 6回
(17)     1回
(18)     1回

(16)　　 6回
(17)     1回
(18)     1回

(7)点検2回
　　清掃2回
(8)点検1回
(9)点検1回
   交換1本
(10)　　2回
(11)　　1回
(12)　 12回
(13)　　1回

(14)点検4回
　 遠隔12回
(15)　　　3回

10回

（1）舞台機構設備保守点検/機構設備：年6回
（2）舞台照明設備保守点検/年2回
　　　　　（ﾌｫﾛｰﾋﾟﾝｽﾎﾟｯﾄﾗｲﾄ：年1回）
（3）音響・映像設備等保守点検/年2回

12回 （1）総合点検：年1回、定期調律

(16)　　 6回
(17)     1回
(18)     1回
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貸館事業
（大・小練習室ほか）

884件 1,068件 985件

除雪業務
(1)22日
(2)　2日

(1)  6日
(2)  0日

(1)  2日
(2)  0日

機械警備及び保安業務 毎日 毎日 毎日

貸館事業
（マルチホール）

243件 214件 203件 （1）マルチホール：203件

貸館事業
（会議室）

790件 770件 717件 （1）会議室（大・中・小）：717件

振興事業
（市民文化
　活動支援事業）

5事業 4事業 9事業

アルフォーレ柏崎市民文化祭
（1）ピアノリレーコンサート（1/12）
（2）子どもステージフェスティバル（1/26）
（3）冬の音市場（2/8,9）
（4）ピティナ・ピアノステップ柏崎地区（2/11）
（5）日本海太鼓新春公演（2/16）
（6）La☆Beautiful Harmony～春を呼ぶ～
（2/23）
（7）DUOの調べ～ヴァイオリン＆ピアノ（2/23）
（8）田部京子ピアノ・リサイタル（2/24）
（9）市民のための柏崎文化祭2019
　・舞台部門（2/29）：5団体
　・展示部門（2/28,29）：17団体

振興事業（鑑賞事業） 12事業 10事業 8事業

（1）よしもとお笑いまつり（5/29）
（2）奥村愛 ヴァイオリン クァルテット（7/21）
（3）小中学生音楽鑑賞会（10/29）
（4）オーケストラ・アンサンブル金沢（10/16）
（5）古典フェスティバル　綾子舞（11/10）
（6）古典フェスティバル特選寄席（11/17）
（7）池辺晋一郎「音楽の不思議」（11/24）
（8）子どもステージフェスティバル（1/26）

振興事業（参加事業） 5事業 6事業

振興事業（普及事業） 4事業 4事業 5事業

（1）ＴＯＫＩ弦楽四重奏団 アウトリーチ（6/28）
（2）ＴＯＫＩ弦楽四重奏団 弦楽講習会
（6/29,7/23）
（3）奥村愛ヴァイオリンアウトリーチ（7/20）
（4）古典フェス琉球舞踊・組踊ワークショップ
(11/23)
（5）柏崎ジュニアオーケストラ/柏崎少年少女
合唱団見学体験会(12/7)

植栽管理業務 9回 9回 9回 （1）薬剤散布、施肥及び冬囲い

（1）除雪業務
（2）排雪及び融雪業務

貸館事業
（大ホール）

195件 210件 118件 （1）大ホール：118件

来場者誘導業務 10日 9日 7日
（1）混雑が想定される振興事業実施時の
　　 誘導員配置

駐車場施錠業務 毎日

（1）機械警備：毎日
（2）保安業務：毎日（休館日を除く）

毎日 毎日 （1）開館・閉館時間に合わせての開錠・施錠

（1）大練習室：211件
（2）小練習室：432件
（3）ワークスペース：62件
（4）ミーティングルーム：280件

4事業

（1）ピアノ演奏体験
　　（4月、6月、8月、10月、12月、3月：計16日
間）
（2）夏休みバックステージツアー（8/13.15）
（3）ロビーコンサート（9月、12月：2日間）
（4）第2回ピアノリレーコンサート(1/12)
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⑶　サービス水準に関する評価

基本事項 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

利用者対応 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

2 3

指定管理業務 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

4 4

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

自主事業

― ―

― ―

― ―

評価項目

3

2：施設の公共性及び公平性が保たれているか

（1）フリーマーケットinアルフォーレ（10/27）
（2）ギャラリー回廊展示
・中村重夫水彩画展（5/1～30）
・田辺ゆき子作品展（6/2～29）
・高柳町の風習方言等（6/3～29）
・NEKONOTE「素敵が俺を呼んでいる展」（7/3
～29）
・豊田直巳写真展「叫びと囁き」（8/2～30）
・犬のふれあい友の会写真展（9/1～29）
・錦秋　壁アート作品展～技巧・無技巧～
（10/3～20）
・詩（ことば）フェスティバル入賞作品展示会
（10/26～11/10）
・第19回全国障害者芸術・文化祭かしわざき
作品展（11/14～28）
・柏崎平和のための戦争展（12/1～20）
・ふるさと電車～引退迫る115系の記録～
（12/21～1/12）
・素敵が俺を呼んでいる②（2/2～24）

振興事業
（その他）

2事業

自主事業の実施に関して、安全性及び補償体制が確保されていたか

2事業 2事業

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

4 1

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

【該当の場合、
必須項目】

13：施設、設備の保守管理(点検・修繕)、定期清掃を計画的に実施しているか

3：施設及び設備の平等な利用が確保されているか

16：必要な修繕を適切に実施しているか

5：条例に基づき、施設の利用許可等を適切に実施しているか

4：職員の言葉遣い、態度、服装等の接遇は適切であるか

施設の効用を最大限に発揮し、利用促進等につながる自主事業を実施したか

自主事業の実施により、指定管理業務を妨げていないか

14：日常の清掃により、施設内が清潔に保たれているか

15：施設敷地内の保安、警備を適切に実施し、事件、事故等の未然防止に努めているか

1：施設の設置目的及び管理運営の基本方針を理解しているか

6：利用料金の徴収、減免を適切に実施しているか

自主事業がある場合は必須項目

11：事業計画書に沿った事業を実施しているか

12：サービス向上、利用促進につながる具体的な取組を実施しているか

2 1

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

54
平均点数

【
総
括
Ⅰ

】

7：分かりやすい案内及び十分な情報提供に努めているか（館内表示、ホームページの活用等）

17：備品台帳を整備し、備品等を適切に保管・管理しているか

18：市と指定管理者の備品等を明確に区別しているか

10：利用者数の目標を達成しているか

3.00

評価基準

合計点数

9：意見、苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応しているか

8：意見、苦情、要望等を聞く体制を設けているか（アンケート実施、意見箱の設置等）

5 1

所管
課評
価

016評価

自己
評価

0
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３　収支等に関する評価

指定管理料

振興事業収益

施設利用料

その他

小計

（予算）

人件費

光熱水費

修繕費

4年目 5年目

135,900 135,900 138,400

4,742 4,096 7,886

2年目1年目
区分

H29年度

6,352 6,460

28,399 22,945 79,162

4,852 17,664

17,850

⑴　指定管理業務の収支状況
R1年度 R3年度

187,381 正：10人、非：2人

27,818

収
入

支
出

18,805 21,134

62,434 63,155

16,724 振興事業助成金の増額

165,799 167,590

暖冬、新型コロナウイルス等による

1,590 2,790 4,436

3.06

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

所管課の評価
【必須項目】

　利用者総数については、２月末現在において前年度同様のペースで推移しておりましたが、結局は目
標値177,000人に対し、87%の計155,411人となってしまいました。新型コロナウイルスによる感染拡大防
止策としての利用自粛がその要因であり、柏崎市民文化祭の一部開催中止を始めとして大ホール、マ
ルチホールだけでなく、会議室等を含む全館の利用キャンセルが大きく影響していると考えられます。大
ホールの目標利用率については、目標値63%に対して59%となり、前年度実績から4%下回りました。
　維持管理業務については、日常設備点検について適切な維持保全に努め、修繕などの対応では市と
協議をしながら施設利用に支障ないよう速やかに対応しました。
　管理業務については、アルフォーレの魅力を発信しながら利用促進等を図るため、情報誌「アルフォー
レニュース」の発行やホームページ、ＳＮＳ，メールマガジンなどの情報発信に引き続き注力しました。ま
た、市民ラウンジを市民音楽活動の発表の場として、ロビーコンサートや野外都市廊を活用したフリー
マーケットイベントを行うなど賑わい創出事業を開催しました。
　利用者の対応については、利用者アンケートを通じて即座に対応できる事象は改善に努め、ニーズの
内容を検証し管理運営に努めました。利用者アンケートによる満足度の「不満」は今年度も０件でした。
大ホールやマルチホールは、利用者の利便性に配慮し早朝利用など柔軟に対応し、市内の文化団体を
はじめ市民各層から広く利用されました。市民自らが実施する催しに対しては、単なる施設貸付で終わ
ることなく、熟練スタッフの技術的相談・助言や専門技術支援によるサポートを積極的に行い、主催者に
協力することでより良く利用していただけるよう努力しました。
　振興事業では、新潟県出身アーティストで編成された「奥村愛ヴァイオリンクァルテット」や、人気歌手
の森山良子とプロのオーケストラ・アンサンブル金沢に加え、地元及び近県による合同合唱団がコラボし
た初の試み「オーケストラ・アンサンブル金沢　歌声で繋ぐコンサート」などを開催しました。また昨年に続
き、アルフォーレのセールスポイントである大ホールにおいて、市内外からの参加者による第２回ピアノ
リレーコンサートを実施しました。さらに、県内の公立文化施設やイベント団体等とも連携して各種共催
事業を実施しました。中でも「柏崎古典フェスティバル2019」では「上演300周年ユネスコ無形文化遺産華
麗なる琉球王朝文化の組踊」公演を共催し、舞踊と音楽の両面から堪能いただきました。毎年恒例の市
民文化活動支援事業「アルフォーレ柏崎市民文化祭」では新型コロナウイルスの影響を受け、予定した
公演について一部中止せざるを得ない結果となりましたが、市内芸術文化団体に活動発表の場を提供
し、市民参加を促しました。
 また、ぎおん花火大会開催日において臨時駐車場の開設を行いました。

【
総
括
Ⅰ

】

評価 05
平均点数

010217314

61,792

502,377

57,789

168,988 0 0

新型コロナウイルスの影響等

老朽化した設備等修繕の増加

(166,277) (161,725) (169,586) (497,588)

8,816

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
H30年度

（単位：千円）

消費税率変更による増額

有料公演事業の減少による減額

合計点数 55

3年目

【利用者数について】
　令和元年(2019年)度の入館者数は、155,411人と目標としていた177,000人には至らなかったものの、
前年度より856人増加し、貸館事業・自主事業のアンケートにおいて、来場者満足度が87～97％と高水
準を得ていることから、市民の芸術文化活動の振興と発展に寄与していると認められる。
【指定管理業務について】
　令和元年(2019年)度の事業計画どおり実施されており、施設利用者が安心・安全に利用できるように
業務が遂行されている。また、関係法令等を順守して維持管理業務が実施されており、確認の結果に不
都合がないことから適切と認められる。
　貸館事業に関しても、平成30年(2018年)度以来、照明技術スタッフを1名増の3名の配置とし、利用者
の利便性に配慮した柔軟な対応が行われており、市民自らが実施する催しに対しては、熟練スタッフの
技術的相談・助言や専門的技術支援を積極的に行っており、市民と連携した質の高い文化芸術活動の
振興と発展に寄与していると認められる。
　【市民文化活動支援事業について】
　利用者のアンケートでは来場者満足度が98％と高水準を得ている。また、アルフォーレの響きの良さを
生かした市内外からの参加者によるピアノリレーコンサートを開催するなど、文化活動の広がりと底上げ
が図られ、文化芸術活動の振興と発展に寄与していると認められる。

R2年度

410,200
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委託料

その他

小計

（予算）

差引

（予算）

⑵　自主事業の収支状況

自主事業収入

自主事業支出

差引

⑶　収支等に関する評価

会計管理 3 3

収支計画 3 3

収支の改善 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

4

4：利用料金の徴収及び現金管理等を適切に実施しているか

評価基準

3：指定管理業務と自主事業を区別して適切に管理しているか（自主事業がある場合）

0

前年度からの増減理由等
1年目

評価項目

0

1：指定管理に関する経費と団体の経費を区別して管理しているか

3 2605評価 0

1 0

2：指定管理業務専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理処理を行っているか

5：事業計画に基づき、適正に支出しているか

自己
評価

所管
課評
価

所管課の評価
【必須項目】

合計点数 18
平均点数 3.00

新型コロナウイルス感染拡大防止の影響はあったものの、光熱水費の節約や職員のシフトの工夫によ
り、減収を抑える努力の成果がうかがえる。

収
支
等
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅱ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 18
平均点数 3.00

　収入総額は、予算額169,586,000円に対して168,988,401円となり、支出総額については、予算額
168,845,000円に対して162,666,221円となりました。収入については、新型コロナウイルスの影響等が響
いて利用件数が減少したことにより、施設利用料収入が予算額より196万の減収となりましたが、ぎおん
臨時駐車場（指定管理業務）と振興事業の収益において143万の増収となりました。事業費(管理費）の
支出については、暖冬や新型コロナウイルスによる利用自粛による暖房費の減少も影響していますが、
光熱水費の節約や委託業務の削減を行ったことによる費用の縮減を達成しました。これらの結果、当初
予算から当期経常増減額が改善した決算となりました。
　なお、繰越額については、一向に収束が見えて来ない新型コロナウイルス関連の影響による施設利用
減少分に充てて行くなどして、今後も健全な管理運営の維持に努めてまいります。

010

6：収入増加又は経費縮減につながる具体的な取組を実施しているか

R3年度

収
支

3年目 4年目 5年目

(△ 4,100) (741) (0) (0) (△ 8,103)

R1年度 R2年度

(505,691)

5年間の
合計2年目

0

0 0

0

区分
H29年度 H30年度

支
出

(△ 4,744)

494,1530161,968

6,322

(165,825) (168,845)(171,021)

162,666

収
支

0

（単位：千円）

33,844 29,851 32,391 96,086

169,519

43,894 39,075 39,739

0 0

122,708

0 0 0

5 0 4 0 3 6 2評価 0

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

△ 3,720 5,622 8,224
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４　実施体制に関する評価

法令順守【必須】 3 3

人員体制 3 3

【必須項目】 3 3

外部委託 3 3

【必須項目】 3 3

報告等 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

個人情報保護 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

3.00

14：災害等緊急時の連絡体制を確立しているか

12：災害等緊急時に備えた職員の指導及び訓練を実施しているか

9：市に対して必要な事項を適宜報告し、情報の共有を行っているか

19：市の承認なく、個人情報を第三者に提供していないか。

21：上記のほか、個人情報取扱特記事項に従い、適切に個人情報を管理しているか。

3：必要な内容・頻度で教育・研修を実施しているか

8：期限内に必要な報告書類（事業計画書、業務報告書、事業報告書等）を市に提出しているか

63
平均点数

評価項目
所管
課評
価

自己
評価

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅲ

】

トラブル、事件、
事故、災害等緊
急時

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 63
平均点数 3.00

　窓口・受付業務においては、2020東京オリンピックに関連した国内の外国人観光客対策として財団主
催による職員の語学研修会へ積極的に参加するとともに、館内表示での英字表記とピクトグラムについ
ても追加設置を行いました。
　そして、大ホールの施設管理においては、利用者から安心・安全にお使いいただくため、舞台機構操
作など危険が伴う作業を中心に共同事業体（新潟照明技研）の経験豊かな技術者を配置のうえ、万全
の体制で業務に当たりました。
　また、施設の保守業務においては、管理マニュアルに従い、状況によっては担当課と密に連絡、協議、
対応を行い、適切な維持保全に努めました。
　さらに、災害緊急時における対応業務として、災害等緊急時の来館者の安心・安全を確保するため、
職員を対象とした避難訓練を実施し、個々の危機管理意識を高める取り組みに努めました。

18：個人情報の滅失、損傷及び漏えいの防止に努めているか

13：災害等緊急時に必要な設備及び備品の日常的な点検を実施しているか

20：個人情報の保護に関する規定を整備しているか

16：災害等緊急時が発生した際に、市と連携を図り、適切な対応を実施したか

17：個人情報を業務の目的以外の目的で収集し、又は使用していないか。

2：必要な人員（人数・有資格者等）を適切に配置しているか

4：業務の全部又は主たる業務を第三者に委託していないか

5：事前に市の承認を受け、外部委託を実施しているか

6：業務日誌等を適切に作成・保管しているか

15：災害等緊急時に備え、必要とされる保険に加入しているか

11：災害等緊急時の対応計画・マニュアルを作成しているか

評価基準

1：関係法令等を遵守しているか

7：点検、修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか

10：市又は関係団体等との連絡調整を適切に行っているか

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

評価 5 0 4 0 3 21 2 0 1 0

0評価 5 0 4 0 3 21 2 0 1

平成30年度より、舞台管理を行うための技術専門スタッフを1名増やし、3名の常駐配置としたことによ
り、舞台利用における技術的相談・助言での対応の質が向上しており、好評を得ている。
　ホール貸館時の主催者を対象とした避難訓練を実施し、災害時に施設職員と主催者の連携・行動を
継続的に検証されていることは評価できる。

所管課の評価
【必須項目】

合計点数
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５　総合評価

合計点数

17
0
0

6
0
0

0
0
21
0

00

平均点数

総括Ⅲ

136

総括Ⅰ～Ⅲ 総合評価

9.06
A

項　目

63総括Ⅰ～総括Ⅲの施設所管課の評
価結果に基づく総合評価
Ｓ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、１０点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ａ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、９点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ｂ評価：項目別評価に一つでも２点
があるもの

Ｃ評価：項目別評価に一つでも１点
があるもの

3.003.06

0
0

【特記事項】

改善が望まれる点
【必須項目】

特に評価される点
【必須項目】

18

総括Ⅱ

　第三者評価機関である「アルフォーレ運営懇談会」を設置し、貸館、自主事業や管理・運営の実施状況
の評価を受けることにより、客観的検証が行われており、継続的に施設運営の改善に取り組んでいるこ
とは高く評価することができる。
　また、その評価基準について定量的事項と定性的事項に区分し、定性的事項については、数値基準と
することにより客観的な評価を明確化できるように改善したことについても評価できる。
　なお、第三者評価機関の評価では、新型コロナウイルスの影響を受けている状況下で、「A」（管理運
営が良好である）との評価を得ている。

・文化会館アルフォーレには、市民の芸術文化活動の拠点として市民の文化活動や人材育成の支援、
鑑賞機会の充実等を図ることにより、市民の芸術文化活動の振興と発展に寄与することが求められて
いる。そのためには、市民に親しまれ、交流やにぎわいを創出する場として、施設の利用のしやすさをさ
らに追求することが重要である。
・文化振興を図ることが求められる施設であるため、短期間で目に見える成果を出しにくい面があるが、
市民や文化団体との信頼関係や協働関係を大切にしつつ、引き続き、地域に根差した育成・参加型事
業や市民の文化活動支援等への積極的な取組を展開することを期待したい。
・新型コロナウイルス等に対し、さらなる「新しい文化活動様式」の構築が求められる。

55

総括Ⅰ

項目数

５点

４点

３点

２点

１点

6
0

0
1

2118
　 内　訳 備考

3.00

45
0
1
44

総合評価基準
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第１5号様式

作成日
１　基本情報

施設名 № 36

指定管理者

指定期間 ～ 1 年目

施設所管課

２　サービス水準に関する評価
⑴　利用者数の状況

⑵　指定管理業務及び自主事業の実施状況（主なもの）

⑶　サービス水準に関する評価

基本事項 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

利用者対応 3 3

【必須項目】 3 3

4 4

4 4

3 3

4 4

指定管理業務 3 3

【必須項目】 3 4

3 3

3 3

3 3

収益事業（売店） 1事業 ポストカード販売

評価項目
自己
評価

所管
課評
価

教育委員会 博物館

（単位：人）

12：サービス向上、利用促進につながる具体的な取組を実施しているか

2：施設の公共性及び公平性が保たれているか

15：施設敷地内の保安、警備を適切に実施し、事件、事故等の未然防止に努めているか

4：職員の言葉遣い、態度、服装等の接遇は適切であるか

3：施設及び設備の平等な利用が確保されているか

13：施設、設備の保守管理(点検・修繕)、定期清掃を計画的に実施しているか

14：日常の清掃により、施設内が清潔に保たれているか

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

5：条例に基づき、施設の利用許可等を適切に実施しているか

9：意見、苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応しているか

8：意見、苦情、要望等を聞く体制を設けているか（アンケート実施、意見箱の設置等）

7：分かりやすい案内及び十分な情報提供に努めているか（館内表示、ホームページの活用等）

10：利用者数の目標を達成しているか

11：事業計画書に沿った事業を実施しているか

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

評価基準

合計（計画・目標値） (5,800)

1年目

R1年度

6：利用料金の徴収、減免を適切に実施しているか

備考
R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

2年目 3年目 4年目 5年目

除雪は降雪量による

冬囲い取付・外し

消防設備点検

つるし雛かざり、華墨彩、紅葉ライトアップほか

除雪業務 0回

法定点検（2回/年） 2回

除草業務

冬囲い業務 1回

4回

振興事業 4回

合計 6,102 0 0 0 0 6,102

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

6,102

（公財）かしわざき振興財団

史跡・飯塚邸

清掃業務 毎日

令和元（2019）年度　指定管理者モニタリングシート
令和2（2020）年5月13日

1：施設の設置目的及び管理運営の基本方針を理解しているか

6,102 つるし雛入館者減少

（参考）H30は7,822人

入館者数

日常清掃

区分

平成31年4月1日

除草

区分
R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

平均 前年度からの増減理由等

令和2年3月31日
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3 3

4 4

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

自主事業

― ―

― ―

― ―

３　収支等に関する評価

指定管理料

利用料金

売店収益

その他

小計

（予算）

人件費

光熱水費

修繕費

委託料

振興事業費

売店費用

その他

小計

（予算）

差引
（予算）

平均点数 3.28

つるし雛かざりイベントなど、施設の特性を生かしたイベントを継続して行ったことで、施設の魅力発信に大いに貢献した。
ＳＮＳでの頻繁な更新からも指定管理者の努力を感じる。

⑴　指定管理業務の収支状況 （単位：千円）

収
支

△ 1,133 0 0 0 0 △ 1,133

(△ 1,357) (0) (0) (0) (0) (△ 1,357)

【
総
括
Ⅰ

】

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

つるし雛かざりの入館者が減少しましたが指定管理期間は毎年継続して実施することができ、入館者数、収入面で大きなメリッ
トがありました。事業が定着したことで毎年訪れるリピーターが多くなりました。
ホームページ、Facdbook、インスタグラムを使ってＰＲを行いました。
備品管理については台帳だけでなく備品シールを貼って対応しました。
つるし雛かざりの際は通常のアンケートだけではなく、当番に直接届いたお客様の声を引継ぎノートに記載し対応しました。

010,542 0 10,542

R3年度

自主事業の実施により、指定管理業務を妨げていないか

2

自主事業がある場合は必須項目

58

自主事業の実施に関して、安全性及び補償体制が確保されていたか

評価 5 0 4 4 3 14
平均点数 3.22

0 1 0

18：市と指定管理者の備品等を明確に区別しているか

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

所管課の評価
【必須項目】

評価 5 0 4 5 3 13 2

区分
5年間の

合計
前年度からの増減理由等

4,707

(9,498)

50

907

257

9,409 0 0 9,409

907

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

【該当の場合、
必須項目】

施設の効用を最大限に発揮し、利用促進等につながる自主事業を実施したか

8

50

257

担当者が他施設を兼任するため従事割合で按分

0 1 0

59合計点数

1,851

(10,855)

16：必要な修繕を適切に実施しているか

17：備品台帳を整備し、備品等を適切に保管・管理しているか

収
入

支
出

7,500

508 508

2

972

1,851

2

(9,498)

0 0

3,189

(10,855)

合計点数

R4年度 R5年度

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

8

R2年度R1年度

7,500

3,189

4,707

0 0

972
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自主事業収入

自主事業支出

差引

⑶　収支等に関する評価

会計管理 4 3

収支計画 3 3

収支の改善 ― ―

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

４　実施体制に関する評価

法令順守【必須】 3 3

人員体制 4 3

【必須項目】 3 3

外部委託 2 3

【必須項目】 3 3

報告等 3 3

【必須項目】 4 4

3 3

4 4

4：利用料金の徴収及び現金管理等を適切に実施しているか

3：指定管理業務と自主事業を区別して適切に管理しているか（自主事業がある場合）

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

0 0 0 0 00

収
支

0

区分
R1年度 5年間の

合計
前年度からの増減理由等

1年目 2年目

0

R2年度 R3年度 R4年度

0

3年目 4年目 5年目

評価項目

評価項目

評価基準

自己
評価

所管
課評
価

R5年度

収
支
等
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅱ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 16
平均点数 3.20

指定管理に関わる経費は専用の口座で管理し、公益法人会計に則り適切に管理しています。
昨年度より赤字額減少したのは、令和２年度から市直営になりつるし雛かざりの事業がないためです。（所管課注：市直営化に
伴い、令和２年４月末から実施予定だったつるし雛かざり事業の準備は市が行なった。事業は新型コロナウイルス感染症の影
響により、中止した。）

010

6：収入増加又は経費縮減につながる具体的な取組を実施しているか

5 0 4 0 3 5

所管課の評価
【必須項目】

合計点数 15
平均点数 3.00

適正に収支管理を行った。

評価基準

1：関係法令等を遵守しているか

7：点検、修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

2評価 0

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

2：必要な人員（人数・有資格者等）を適切に配置しているか

4：業務の全部又は主たる業務を第三者に委託していないか

5：事前に市の承認を受け、外部委託を実施しているか

6：業務日誌等を適切に作成・保管しているか

8：期限内に必要な報告書類（事業計画書、業務報告書、事業報告書等）を市に提出しているか

所管
課評
価

自己
評価

0

1：指定管理に関する経費と団体の経費を区別して管理しているか

3 2405評価 1

1 0

2：指定管理業務専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理処理を行っているか

5：事業計画に基づき、適正に支出しているか

4

9：市に対して必要な事項を適宜報告し、情報の共有を行っているか

3：必要な内容・頻度で教育・研修を実施しているか

3 -27-



4 4

3 3

3 3

3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

個人情報保護 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

５　総合評価

備考

0評価 5 0 4 4 3

3.14

44
0
8
36

評価 5 0 4 3 3 18 2 0 1 0

0
5

地元町内会と連携し、円滑に運営継続してきた。
施設の特性上、町内会への再委託は必要不可欠なものであるので、評価は「3」とする。
小規模な補修、修繕等を誠実に行い、市への情報共有も問題なく行っていた。

総合評価基準

18

項　目

66総括Ⅰ～総括Ⅲの施設所管課の評
価結果に基づく総合評価
Ｓ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、１０点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ａ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、９点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ｂ評価：項目別評価に一つでも２点
があるもの

Ｃ評価：項目別評価に一つでも１点
があるもの

3.00

00
0
0

0

合計点数

平均点数

0
【特記事項】

改善が望まれる点
【必須項目】

特に評価される点
【必須項目】

15

総括Ⅱ

定例会議等、施設の実態把握及び改善に努力している。
施設利用者の満足度が非常に高く、職員の対応が良いと好評を得ている。

特になし

59

総括Ⅰ

項目数

５点

４点

３点

２点

１点

5
0

　 内　訳

0

総括Ⅲ

140

総括Ⅰ～Ⅲ 総合評価

3.28

1

66

3.14

11：災害等緊急時の対応計画・マニュアルを作成しているか

10：市又は関係団体等との連絡調整を適切に行っているか
実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅲ

】

トラブル、事件、
事故、災害等緊
急時

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 66
平均点数 3.14

4の第三者への委託については、指定管理前から新道町内会に再委託していたので現在も継続して委託しています。

18：個人情報の滅失、損傷及び漏えいの防止に努めているか

13：災害等緊急時に必要な設備及び備品の日常的な点検を実施しているか

20：個人情報の保護に関する規定を整備しているか

16：災害等緊急時が発生した際に、市と連携を図り、適切な対応を実施したか

17：個人情報を業務の目的以外の目的で収集し、又は使用していないか。

平均点数
所管課の評価
【必須項目】

14：災害等緊急時の連絡体制を確立しているか

12：災害等緊急時に備えた職員の指導及び訓練を実施しているか

19：市の承認なく、個人情報を第三者に提供していないか。

21：上記のほか、個人情報取扱特記事項に従い、適切に個人情報を管理しているか。

15：災害等緊急時に備え、必要とされる保険に加入しているか

13

5
0
0

0
3
18

9.42
A

21

合計点数

16 2 1

4 -28-



第１5号様式

作成日
１　基本情報

施設名 № 37

指定管理者

指定期間 ～ 6 年目

施設所管課 部

２　サービス水準に関する評価
⑴　利用者数の状況

⑵　指定管理業務及び自主事業の実施状況（主なもの）

⑶　サービス水準に関する評価

基本事項 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

利用者対応 3 3

【必須項目】 3 3

2 3

3 3

2 2

2 2

指定管理業務 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

（単位：人）

6回

所管
課評
価

毎日 毎日 毎日

1：施設の設置目的及び管理運営の基本方針を理解しているか

6：利用料金の徴収、減免を適切に実施しているか

10：利用者数の目標を達成しているか

評価基準

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

13：施設、設備の保守管理(点検・修繕)、定期清掃を計画的に実施しているか

3：施設及び設備の平等な利用が確保されているか

16：必要な修繕を適切に実施しているか

5：条例に基づき、施設の利用許可等を適切に実施しているか

4：職員の言葉遣い、態度、服装等の接遇は適切であるか

14：日常の清掃により、施設内が清潔に保たれているか

15：施設敷地内の保安、警備を適切に実施し、事件、事故等の未然防止に努めているか

評価項目

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

4回

3事業 3事業

合計（計画・目標値） (145,000) (148,000) (150,000) (153,000) (155,000)

備考
H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

1回 1回

日常清掃は自社、頑固な汚れ業者委託

浄化槽（萬歳楽・楽寿の湯）

特定建築物、防火対象物、給水設備、浄化槽、昇降機、電気設備

自主事業 3事業

6回 6回 6回 6回

4回 4回 4回

清掃業務 毎日 毎日

4回

法定点検（1回/年） 1回 1回 1回

定期点検（6回/年）

百菜館 49,076 47,002 47,804 43,449 37,336 44,933 工事休館及び新型コロナウィルス感染症に伴う減

合計 137,705 132,588 128,290 121,436 109,441 80,959

62,995 工事休館及び新型コロナウィルス感染症に伴う減

ファームハウス（宿泊） 3,163 3,200 2,914 2,874 2,827 2,996 新型コロナウィルス感染症に伴う減

4,622 3,929 4,002 4,147 3,781

66,701 61,711 61,336 56,53468,693

区分
H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

平均 前年度からの増減理由等
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

株式会社じょんのび村協会

市民生活 高柳町事務所

家族旅行村（じょんのび村）

令和元（2019）年度　指定管理者モニタリングシート
令和2（2020）年5月28日

2：施設の公共性及び公平性が保たれているか

4,096 工事休館及び新型コロナウィルス感染症に伴う減

萬歳楽（宴会・食事） 12,151 11,756 11,859 9,630 8,963 10,872 工事休館及び新型コロナウィルス感染症に伴う減

萬歳楽（宿泊）

楽寿の湯（入浴）

浄化槽（ファームハウス）3回 3回 3回

3事業

区分
H27年度

平成27年4月1日

浄化槽（銀兵衛・百菜館　他）

定期点検（3回/年） 3回 3回

3事業

7：分かりやすい案内及び十分な情報提供に努めているか（館内表示、ホームページの活用等）

9：意見、苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応しているか

8：意見、苦情、要望等を聞く体制を設けているか（アンケート実施、意見箱の設置等）

11：事業計画書に沿った事業を実施しているか

12：サービス向上、利用促進につながる具体的な取組を実施しているか

自己
評価

定期点検（4回/年）

令和3年3月31日

1 -29-



3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

自主事業

― ―

― ―

― ―

※OTA（オンライントラベルエージェント）：オンライン上（インターネット上）のみで取引を行う旅行会社。（楽天トラベル、じゃらんなど）
３　収支等に関する評価

指定管理料

利用料金

その他

小計

（予算）

人件費

光熱水費

修繕費

委託料等

その他

小計

（予算）

差引

（予算）

⑵　自主事業の収支状況

自主事業収入

自主事業支出

差引

△ 16,283441 △ 10,850

合計点数 52

△ 66,705

0

3年目

工事対応による休業や新型コロナウイルス感染症の影響で、１月以降は集客が困難な状況もあり利用者数は減
少したが、12月までは温泉を活用したイベント実施やメニュー改定、メディア等の活用もあり、一定の集客効果が
見られた。利用者アンケートでは概ね良好の評価だが、改善や要望もいただいている。利用者の声は謙虚に受け
止め、常に改善に努めるとともに、集客に向けた事業の展開とサービスの維持向上に取り組んでいただきたい。

H30年度

0

012216304

4 0 3 15 2 3 1 0
合計点数

評価 05

2.83

平均点数 2.89

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
H28年度

（単位：千円）

1,054,628

2,814 9,429 修繕箇所増による増

1,994 2,417 2,400 2,435

(268,300) (267,835) (262,130) (1,287,975)

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

【該当の場合、
必須項目】

0 0

13,824

239,433 225,044

12,351

0 0 0

1,686 1,808 1,079

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

0

(5,325)

1,121,333

収
支

3,105

0

（単位：千円）

117,083 116,100 111,930 102,423 102,600 550,136

238,992

(243,981) (237,724) (1,264,709)(262,299) (257,730)

収
入

支
出

0

75,301

(262,975)

227,907

211,624 196,055 182,472

207,123235,894

94,542

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
1年目 2年目

⑴　指定管理業務の収支状況
H29年度 R1年度

433,636 正社員離職による減

0

△ 15,362 △ 24,651

21,807

211,417

区分
H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

(247,670) (242,040)

3年目 4年目 5年目

23,687 23,297 23,303 115,781

(5,536) (4,400) (3,689) (4,316) (23,266)

209,301 179,292 1,040,903 工事休館及び新型コロナウィルス感染症に伴う減

93,762 88,811 81,220

5

4年目 5年目

2,042

0 0 0 0 0

3,076 2,421 2,323 2,725 3,180

2年目1年目
区分

H27年度

236,357 222,623 193,330

収
支

23,687

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

所管課の評価
【必須項目】

51

　館内案内改善やフェイスブックでの魅力発信、季節感を演出したお風呂イベントの実施、１１月からの食事メ
ニュー刷新など、集客に向けた新たな取組により、利用者から多くの高評価をいただいた。また、新規ＤＭや宴会
チラシの新聞折込のほか、イベントのプレスリリース発信、ＯＴＡ（※）の積極活用に取り組み、12月までの売上は
前年を上回るなど、一定の効果を得た。しかし、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、2月下旬以降の利用者
数が激減。温泉改修による休館もあり目標達成はできなかった。

平均点数

【
総
括
Ⅰ

】

17：備品台帳を整備し、備品等を適切に保管・管理しているか

18：市と指定管理者の備品等を明確に区別しているか

自主事業がある場合は必須項目

評価

R1年度

0
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⑶　収支等に関する評価

会計管理 3 3

収支計画 3 3

収支の改善 ― ―

【必須項目】 3 3

3 3

2 2

その他

【任意項目】

４　実施体制に関する評価

法令順守【必須】 3 3

人員体制 2 2

【必須項目】 2 2

外部委託 3 3

【必須項目】 3 3

報告等 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

【必須項目】 3 3

3 3

4：利用料金の徴収及び現金管理等を適切に実施しているか

3：指定管理業務と自主事業を区別して適切に管理しているか（自主事業がある場合）

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

0 4 0 3

11：災害等緊急時の対応計画・マニュアルを作成しているか

評価基準

1：関係法令等を遵守しているか

7：点検、修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか

4 2

10：市又は関係団体等との連絡調整を適切に行っているか

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

評価 1

3：必要な内容・頻度で教育・研修を実施しているか

評価項目

評価項目

評価基準

自己
評価

所管
課評
価

所管課の評価
【必須項目】

合計点数 14
平均点数 2.80

12月期までの売上が前年を上回るなど利用者増に向けた事業展開の効果は見られたものの、消費税
対応や新規事業実施に伴う一時的な経費の増加、工事休業による収入減や新型コロナウイルス感染症
による影響もあり、結果的に非常に厳しい収支状況にある。今後もコスト見直しと削減を図るとともに、
サービス向上に努めていただき、利用拡大と運営の効率化を両立させ、良好な収支状況となるよう努め
ていただきたい。

収
支
等
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅱ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 14
平均点数 2.80

外部専門家からの支援もいただきながら様々な販促強化に取り組み、１２月期までの売上は前年比１０
１％となるなど、売り上げを確保することができた。しかし、新型コロナウイルス感染症の影響による利用
者数の減少も響き、売上を続伸できなかった。また、経費についても、原価率改善や経費見直しに取り
組んだが、消費税増税によるPOSシステムの導入やOTAや宣伝費強化、新規事業実施による経費増が
生じたこともあり、コスト削減を図ることができなかった。

011

6：収入増加又は経費縮減につながる具体的な取組を実施しているか

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

トラブル、事件、
事故、災害等緊
急時

13：災害等緊急時に必要な設備及び備品の日常的な点検を実施しているか

2：必要な人員（人数・有資格者等）を適切に配置しているか

4：業務の全部又は主たる業務を第三者に委託していないか

5：事前に市の承認を受け、外部委託を実施しているか

6：業務日誌等を適切に作成・保管しているか

8：期限内に必要な報告書類（事業計画書、業務報告書、事業報告書等）を市に提出しているか

所管
課評
価

自己
評価

1：指定管理に関する経費と団体の経費を区別して管理しているか

3 2405評価 0

1 0

2：指定管理業務専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理処理を行っているか

5：事業計画に基づき、適正に支出しているか

4

5

15：災害等緊急時に備え、必要とされる保険に加入しているか

14：災害等緊急時の連絡体制を確立しているか

12：災害等緊急時に備えた職員の指導及び訓練を実施しているか

9：市に対して必要な事項を適宜報告し、情報の共有を行っているか
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3 3

個人情報保護 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】

　
５　総合評価

備考

0評価 5 0 4 0 3

2.90

44
0
0
39

19 2 2 1

部署間での人員や業務量に偏りが見られ、充分な体制が確保できていない。安定したサービスの提供
と良好な施設管理業務を確保するため、従業員のスキルアップと多能工化に向けた人材育成により業
務の連携強化と平準化を図るとともに、業務改善や労働環境の改善に取り組み、サービスの向上に努
めていただきたい。

総合評価基準

所管課の評価
【必須項目】

評価 5 0 4 0 3 19 2 2 1 0

0
0

総括Ⅰ～総括Ⅲの施設所管課の評
価結果に基づく総合評価
Ｓ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、１０点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ａ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、９点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ｂ評価：項目別評価に一つでも２点
があるもの

Ｃ評価：項目別評価に一つでも１点
があるもの

2.80

61
平均点数

合計点数

【特記事項】

改善が望まれる点
【必須項目】

特に評価される点
【必須項目】

14

総括Ⅱ

利用者が減少傾向にある中、新たなお風呂イベントの実施や食事メニューの全面改訂、ネット予約の見
直し、Facebookによる情報発信など、利用者及び売上増加に向けた積極的な事業の展開は評価でき
る。また、利用者アンケートでも、スタッフ対応やサービス提供など全体的に好評価をいただいている。
引き続き、利用者増に向け観光ニーズを的確に把握し、サービスの維持向上に努めていただきたい。

経営状況が著しく悪化している状況にある。安定的にサービスを提供できるよう、収支状況や経営等を
分析し、原価率の見直しや経費削減に取り組むとともに、社内での連携強化と様々な現場で対応できる
人材の育成など、抜本的改革を含む経営の健全化に、速やかに取り組んでいただきたい。

52

総括Ⅰ

項目数

５点

４点

３点

２点

１点

4
1

　 内　訳

2.89

0
5

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅲ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 61
平均点数 2.90

質の高いサービスを提供するため、先進施設の視察及び研修を実施し、従業員のスキルアップと意識
改革に取り組んだ。年度途中での社員離職もあり、連携が不十分な部門もある。サービスの維持と利用
者の満足度向上に向け、従業員の更なるスキルアップに努めるとともに、体制の見直しとシフト課題対
策に取り組む必要がある。

18：個人情報の滅失、損傷及び漏えいの防止に努めているか

20：個人情報の保護に関する規定を整備しているか

16：災害等緊急時が発生した際に、市と連携を図り、適切な対応を実施したか

17：個人情報を業務の目的以外の目的で収集し、又は使用していないか。

21：上記のほか、個人情報取扱特記事項に従い、適切に個人情報を管理しているか。

平均点数

総括Ⅲ

127

総括Ⅰ～Ⅲ 総合評価

8.59
B

2118

項　目

61

16
2
0

5
0
0

0
0
19
2

00

2.90

19：市の承認なく、個人情報を第三者に提供していないか。
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第１5号様式

作成日
１　基本情報

施設名 № 38

指定管理者

指定期間 ～ 5 年目

施設所管課 部

２　サービス水準に関する評価
⑴　利用者数の状況

⑵　指定管理業務及び自主事業の実施状況（主なもの）

法定点検（1回/年）

⑶　サービス水準に関する評価

基本事項 4 4

【必須項目】 4 3

4 3

4 4

利用者対応 4 3

【必須項目】 4 3

3 3

4 3

4 4

3 2

指定管理業務 4 3

【必須項目】 4 4

4 3

4 3

4 3

令和2年3月31日

日常清掃

清掃業務（1回/年） ２回 ２回

３事業

7：分かりやすい案内及び十分な情報提供に努めているか（館内表示、ホームページの活用等）

9：意見、苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応しているか

8：意見、苦情、要望等を聞く体制を設けているか（アンケート実施、意見箱の設置等）

11：事業計画書に沿った事業を実施しているか

12：サービス向上、利用促進につながる具体的な取組を実施しているか

自己
評価

令和元（2019）年度　指定管理者モニタリングシート
令和2（2020）年5月18日

2：施設の公共性及び公平性が保たれているか

1,488 日帰り利用者の増による利用者数

定期清掃２回 ２回 ２回

１事業

区分
H27年度

平成27年4月1日

柏崎市ふるさと体験村（門出）

一般社団法人　門出ふるさと村組合

市民生活 高柳町事務所

区分
H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

平均 前年度からの増減理由等
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

1,509 1,545 1,478 1,448 1,461

合計 1,509 1,545 1,478 1,448 1,461 1,488

1回 1回

ふるさと市、農産物等販売会

消防設備、給排水設備点検

消防設備

自主事業 ６事業

定期点検（2回/年） 2回 2回 2回 2回

清掃業務 毎日 毎日 毎日毎日

1回 1回 1回

合計（計画・目標値） (1,660) (1,680) (1,700) (1,710) (1,720)

備考
H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

毎日

６事業 ６事業

評価項目

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

13：施設、設備の保守管理(点検・修繕)、定期清掃を計画的に実施しているか

3：施設及び設備の平等な利用が確保されているか

5：条例に基づき、施設の利用許可等を適切に実施しているか

4：職員の言葉遣い、態度、服装等の接遇は適切であるか

14：日常の清掃により、施設内が清潔に保たれているか

15：施設敷地内の保安、警備を適切に実施し、事件、事故等の未然防止に努めているか

所管
課評
価

1：施設の設置目的及び管理運営の基本方針を理解しているか

6：利用料金の徴収、減免を適切に実施しているか

10：利用者数の目標を達成しているか

評価基準

（単位：人）

2回
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4 4

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

自主事業

― ―

― ―

― ―

３　収支等に関する評価

指定管理料

利用料金

その他

小計

（予算）

人件費

光熱水費

修繕費

委託料

その他

小計

（予算）

差引

（予算）

⑵　自主事業の収支状況

自主事業収入

自主事業支出

差引

0

R1年度

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

所管課の評価
【必須項目】

68

　高柳地域における都会の人々との交流の場として、食文化・生活文化等農村の文化の発信や体験の
受入れを例年以上に実施している。
　住民とお客をつなぐ機能も発揮しており、お客からの評価も良好である。

平均点数

【
総
括
Ⅰ

】

17：備品台帳を整備し、備品等を適切に保管・管理しているか

18：市と指定管理者の備品等を明確に区別しているか

自主事業がある場合は必須項目

評価

4年目 5年目

136

53 3,325 136 84 67

2年目1年目
区分

H27年度

9,082 9,649 8,440

収
支

660

3年目 4年目 5年目

560 572 604 3,080

(0) (0) (0) (0) (0)

8,765 7,948 43,884 リピーター連泊減少による

3,649 3,525 3,333

5

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
1年目 2年目

⑴　指定管理業務の収支状況
H29年度 R1年度

17,182 利用者減による

0

85 68

684

8,439

区分
H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

(8,100) (8,100)

(8,100) (8,100) (42,500)(8,600) (8,600)

収
入

支
出

0

3,211

(9,100)

8,870

8,901 8,524 8,015

7,94711,554

3,464

(0)

45,894

収
支

571 体験利用者増による

0

（単位：千円）

3,542 5,837 4,118 3,849 3,494 20,840

9,084

0 0

3,665

9,135 12,974

2,895

0 0 0

消費税増税による

939 641 114

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

0

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

【該当の場合、
必須項目】

16：必要な修繕を適切に実施しているか

47,549

67 1,897 修繕箇所減による

479 743 553 549

(9,100) (8,600) (8,600) (42,500)

評価 05

3.78

平均点数 3.22

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
H28年度

（単位：千円）

合計点数

011212354

4 14 3 4 2 0 1 0

3151 1,420

合計点数 58

1,655

0

3年目

施設のコンセプトに沿った管理運営体制が行き届いており、スタッフの対応も良く、アンケート結果からも
施設サービスに対する評価の高さが伺える。
また、利用者のニーズに応えた体験活動やサービスを提供しており、適切な運営管理に努めている。

H30年度

0

2 -34-



⑶　収支等に関する評価

会計管理 3 3

収支計画 3 3

収支の改善 ― ―

【必須項目】 4 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

４　実施体制に関する評価

法令順守【必須】 3 3

人員体制 3 3

【必須項目】 3 3

外部委託 ― ―

【必須項目】 ― ―

報告等 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

【必須項目】 3 3

3 3

14：災害等緊急時の連絡体制を確立しているか

12：災害等緊急時に備えた職員の指導及び訓練を実施しているか

9：市に対して必要な事項を適宜報告し、情報の共有を行っているか

15：災害等緊急時に備え、必要とされる保険に加入しているか

3：必要な内容・頻度で教育・研修を実施しているか

所管
課評
価

自己
評価

1：指定管理に関する経費と団体の経費を区別して管理しているか

3 2405評価 1

1 0

2：指定管理業務専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理処理を行っているか

5：事業計画に基づき、適正に支出しているか

4

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

トラブル、事件、
事故、災害等緊
急時

13：災害等緊急時に必要な設備及び備品の日常的な点検を実施しているか

2：必要な人員（人数・有資格者等）を適切に配置しているか

4：業務の全部又は主たる業務を第三者に委託していないか

5：事前に市の承認を受け、外部委託を実施しているか

6：業務日誌等を適切に作成・保管しているか

8：期限内に必要な報告書類（事業計画書、業務報告書、事業報告書等）を市に提出しているか

評価項目

評価基準

自己
評価

所管
課評
価

所管課の評価
【必須項目】

合計点数 15
平均点数 3.00

事業計画及び予算に基づき、適正な管理運営に努めている。利用者は微増だが、宿泊者数は減少傾向
にあることから、観光ニーズを的確に把握し、宿泊者数の増加と収入増につなげられるよう期待したい。

収
支
等
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅱ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 16
平均点数 3.20

　イスラエル人利用者の連泊が年々減少する中で、利用客数は微増であったが、収入の減少は宿泊者
数の減少による。
　予算の執行状況を把握し、計画的に施設運営に取り組む事が出来た。

010

6：収入増加又は経費縮減につながる具体的な取組を実施しているか

評価項目

5 0 4 0 3

11：災害等緊急時の対応計画・マニュアルを作成しているか

評価基準

1：関係法令等を遵守しているか

7：点検、修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか

5 2

10：市又は関係団体等との連絡調整を適切に行っているか

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

評価 0

4：利用料金の徴収及び現金管理等を適切に実施しているか

3：指定管理業務と自主事業を区別して適切に管理しているか（自主事業がある場合）

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの
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3 3

個人情報保護 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】

５　総合評価

12
1
0

5
0
0

0
0
19
0

00

3.00

19：市の承認なく、個人情報を第三者に提供していないか。

21：上記のほか、個人情報取扱特記事項に従い、適切に個人情報を管理しているか。

平均点数

総括Ⅲ

130

総括Ⅰ～Ⅲ 総合評価

9.22
B

1918

項　目

57

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅲ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 57
平均点数 3.00

施設の適正な運営及び満足度向上に向け、グリーンツーリズム研修等に参加し、スタッフの資質向上に
努めている。また、スタッフの高齢化への対応や新たな体験・交流需要の掘り起しや対応のため地域お
こし協力隊員を配置していただいた。組合長他地域の人々が指導者となって、様々な体験・職務の着実
な習熟に努めており、定住・定着への期待は大きい。

18：個人情報の滅失、損傷及び漏えいの防止に努めているか

20：個人情報の保護に関する規定を整備しているか

16：災害等緊急時が発生した際に、市と連携を図り、適切な対応を実施したか

17：個人情報を業務の目的以外の目的で収集し、又は使用していないか。

0
1

【特記事項】

改善が望まれる点
【必須項目】

特に評価される点
【必須項目】

15

総括Ⅱ

リピーター率が７割と高く、アンケート結果からも概ね好評価を得るなど、施設及び立地環境を活かした
クオリティの高いサービスの提供により、個人・団体を問わずリピーターをつなぐ努力をしている。
リピーター客の維持確保に向け、現在提供しているサービスの維持向上に努めていただきたい。

新規利用者の割合が低く、日帰り利用は増加したものの、宿泊者数は減少傾向にある。新規利用者の
獲得及び宿泊者数の増加に向け、観光ニーズを的確に把握し、新規利用者の増加につながる事業に取
り組んでいただきたい。

58

総括Ⅰ

項目数

５点

４点

３点

２点

１点

5
0

　 内　訳

3.22

所管課の評価
【必須項目】

合計点数
評価 5 0 4 0 3 19 2 0 1 0

0
5

総括Ⅰ～総括Ⅲの施設所管課の評
価結果に基づく総合評価
Ｓ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、１０点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ａ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、９点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ｂ評価：項目別評価に一つでも２点
があるもの

Ｃ評価：項目別評価に一つでも１点
があるもの

3.00

57
平均点数

合計点数

備考

0評価 5 0 4 0 3

3.00

42
0
5
36

19 2 0 1

満足度向上に向けた施設の維持管理及び環境整備、スタッフの資質向上に向けた研修の実施など、良
好な管理運営がされている。
引き続き、施設の適切な管理運営に努めてもらうとともに、地域おこし協力隊の活用や関係団体との連
携など、更なるサービスの向上に期待したい。

総合評価基準
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第１5号様式

作成日
１　基本情報

施設名 № 39

指定管理者

指定期間 ～ 5 年目

施設所管課 部 課

２　サービス水準に関する評価
⑴　利用者数の状況

⑵　指定管理業務及び自主事業の実施状況（主なもの）

⑶　サービス水準に関する評価

基本事項 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

利用者対応 3 3

【必須項目】 ― ―

3 3

3 3

3 3

2 2

指定管理業務 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 4 4

（単位：人）

1回（1日）

所管課
評価

評価基準

サ
ー

ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

13：施設、設備の保守管理(点検・修繕)、定期清掃を計画的に実施しているか

3：施設及び設備の平等な利用が確保されているか

16：必要な修繕を適切に実施しているか

5：条例に基づき、施設の利用許可等を適切に実施しているか

4：職員の言葉遣い、態度、服装等の接遇は適切であるか

14：日常の清掃により、施設内が清潔に保たれているか

15：施設敷地内の保安、警備を適切に実施し、事件、事故等の未然防止に努めているか

1：施設の設置目的及び管理運営の基本方針を理解しているか

6：利用料金の徴収、減免を適切に実施しているか

10：利用者数の目標を達成しているか

評価項目

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

さけ放流式 1回（1日） 1回（1日） 1回（1日） ―

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

2回（2日）

合計（計画・目標値） (15,000) (15,000) (15,000) (15,000) (15,000) (15,000)

備考

区分
H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

平均 前年度からの増減理由等
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

13,799 11,371 9,488 11,065 9,516

合計 13,799 11,371

令和元（2019）年度　指定管理者モニタリングシート
令和2（2020）年5月12日

2：施設の公共性及び公平性が保たれているか

11,048

・さけの遡上数が減少したため。
・さけの遡上時期が遅れたため。
・さけ豊漁まつりの入場者数が減少したた
め。

利用者数

区分
H27年度

平成27年4月1日

柏崎さけのふるさと公園

青海川町内会

産業振興 農林水産

9,488 11,065 9,516 11,048

2回（2日） 2回（2日） R元.11.23-24開催さけ豊漁まつり 2回（2日）

7：分かりやすい案内及び十分な情報提供に努めているか（館内表示、ホームページの活用等）

17：備品台帳を整備し、備品等を適切に保管・管理しているか

18：市と指定管理者の備品等を明確に区別しているか

9：意見、苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応しているか

8：意見、苦情、要望等を聞く体制を設けているか（アンケート実施、意見箱の設置等）

地域全体で利用できるように各種団体に利用を促しているか

11：事業計画書に沿った事業を実施しているか

12：サービス向上、利用促進につながる具体的な取組を実施しているか

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

令和2年3月31日

新型コロナウイルスの影響により中止

2回（2日）

自己
評価
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自主事業

― ―

― ―

― ―

３　収支等に関する評価

指定管理料

繰越金

雑収入

小計

（予算）

人件費

需用費（光熱水費）

役務費

委託・修繕料

使用料

保険料

備品費

雑費

小計

（予算）

差引

（予算）

⑵　自主事業の収支状況

自主事業収入

自主事業支出

差引

182 183

合計点数 54

745

0

3年目

・サービス水準については、アンケート結果からも概ね良好であると評価することができる。
・特に、デジタルサイネージによって谷根川のサケや観光情報を映像として発信することで、サケが遡上していない時期の工夫を
行っている点は良いと考える。
・来園者数は、サケの遡上状況や「さけ豊漁まつり」の来場者数に左右されるので、来園者の目標数値を意識しすぎることなく、適
正な管理・運営に努めてもらいたい。

H30年度

18,100

4

4

H28年度

128

01121631

1 3 16 2 1 1 0

前年度からの増減理由等

（単位：千円）

合計点数

20

51 48 46

評価 05

3.00

平均点数 3.00

5年間の
合計

19,486

66 332

(3,720) (3,720) (3,710) (18,570)

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

【該当の場合、
必須項目】

施設の効用を最大限に発揮し、利用促進等につながる自主事業を実施したか

自主事業の実施により、指定管理業務を妨げていないか

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

所管課の評価
【必須項目】

賃金錯誤による返納のため

0 0

自主事業の実施に関して、安全性及び補償体制が確保されていたか

0

3,912 3,895

2,270

0 0 0

66 61 66

180

0

58

763 392 560 211

バーベキューサイト屋根資材購入のため

3,730

922

4 4

(0)

18,741

収
支

344 駐車場区画線引き直しのため

0

（単位：千円）

0 0 0 0 65 65

(3,710) (3,710)

(3,710) (3,710)(3,720) (3,710)

収
入

支
出

92 93 91 90 150

1,182

(3,720)

3,767

3,895 3,838 3,946

3,8703,712

4 4 4

184 176 870 繰越金額増加のため

1,186 1,072 1,045

5

1年目 2年目

⑴　指定管理業務の収支状況
H29年度 R1年度

5,407 非常勤5人

202 802

176 76

1,898

3,662

区分
H27年度

4年目 5年目

1,839 2,044 1,961 9,608

(0) (0) (0) (0) (0)

239

H28年度 H29年度 H30年度

123

4年目 5年目

73

3,620 3,620 3,620 3,620 3,620

2年目1年目
区分

H27年度

200 182 128

収
支

1,866

3年目

【
総
括
Ⅰ

】

自主事業がある場合は必須項目

評価

0

46 46 237

R1年度 5年間の
合計

前年度からの増減理由等

(18,570)

516

54

・展示館内の清掃、展示魚類の手入れ等を小まめに行うことで来園者が気持ちよく見学できるように努めている。
・デジタルサイネージを使って、映像としてサケや市内の観光情報の発信を行うことで、利用者の観光意欲を高めている。
・春・夏の利用者数が少なく、秋のサケ遡上シーズンもサケの遡上が不調であったため、全体的な来園者数が伸びなかったと考え
る。
・町内会行事や子供会行事（バーベキューサイトの利用等）を受け入れることで、施設の積極的な利用を推進している。

平均点数
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⑶　収支等に関する評価

会計管理 3 3

収支計画 3 3

収支の改善 ― ―

【必須項目】 ― ―

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

４　実施体制に関する評価

法令順守【必須】 3 3

人員体制 3 3

【必須項目】 2 2

外部委託 3 3

【必須項目】 3 3

報告等 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

4 4

― ―

― ―

― ―

【必須項目】 ― ―

― ―

― ―

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

4：利用料金の徴収及び現金管理等を適切に実施しているか

3：指定管理業務と自主事業を区別して適切に管理しているか（自主事業がある場合）

5 0 4 0 3

11：災害等緊急時の対応計画・マニュアルを作成しているか

評価基準

1：関係法令等を遵守しているか

7：点検、修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか

4 2

10：市又は関係団体等との連絡調整を適切に行っているか

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

評価 0

評価項目

評価項目

評価基準

自己
評価

所管課
評価

所管課の評価
【必須項目】

合計点数 12
平均点数 3.00

・管理代行料や繰越金を上手く使いながら適正に管理・運営している。
・自己評価のとおり、電気代や人件費が支出の大きな部分を占めていることから、節電や作業人数の厳選は重要であると考える。
・一方で、現状としては極端に収支状況が厳しいというわけではないので、今後も支障が出ない範囲で経費削減に努めてもらいた
い。
・老朽化対策については、安全管理を最優先することとし、施設内での事故防止に努めてもらいたい。

収
支
等
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅱ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 12
平均点数 3.00

・利用料の収入がないため、指定管理料や前年度からの繰越金を主な収入源としながら運営している。
・主な支出項目は電気代や人件費であるため、支障がない範囲で展示館内の節電を行ったり、必要最小限の作業人で除草作業
や展示館の清掃を行うことで経費削減に努めている。
・施設が開園してから約２０年が経過し、設備や機器等に老朽化がみられるため、優先順位を考えながらできる範囲で対応してい
きたい。

010

6：収入増加又は経費縮減につながる具体的な取組を実施しているか

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

トラブル、事件、
事故、災害等緊
急時

13：災害等緊急時に必要な設備及び備品の日常的な点検を実施しているか

16：災害等緊急時が発生した際に、市と連携を図り、適切な対応を実施したか

2：必要な人員（人数・有資格者等）を適切に配置しているか

4：業務の全部又は主たる業務を第三者に委託していないか

5：事前に市の承認を受け、外部委託を実施しているか

6：業務日誌等を適切に作成・保管しているか

8：期限内に必要な報告書類（事業計画書、業務報告書、事業報告書等）を市に提出しているか

1：指定管理に関する経費と団体の経費を区別して管理しているか

3 2405評価 0

2：指定管理業務専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理処理を行っているか

5：事業計画に基づき、適正に支出しているか

4

14：災害等緊急時の連絡体制を確立しているか

12：災害等緊急時に備えた職員の指導及び訓練を実施しているか

9：市に対して必要な事項を適宜報告し、情報の共有を行っているか

15：災害等緊急時に備え、必要とされる保険に加入しているか

3：必要な内容・頻度で教育・研修を実施しているか

所管課
評価

自己
評価

1 0
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個人情報保護 ― ―

【必須項目】 ― ―

― ―

― ―

― ―

その他

【任意項目】 4 4

５　総合評価

2 1 1

・主任管理者が中心となって日々の適正な人員配置に努めている。
・施設の性質（接客を伴わない公園管理業務）から考えると、研修を行う必要性は低いと考えるが、自己評価にもあるように必要
に応じて相談することで情報共有に努めてもらいたい。
・電話だけの連絡ではなく、適宜、現地訪問をすることで現場の様子や声を把握しているため、今後も現状通りに対応していきた
い。

総合評価基準

総括Ⅰ～総括Ⅲの施設所管課の評
価結果に基づく総合評価
Ｓ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、１０点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ａ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、９点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ｂ評価：項目別評価に一つでも２点
があるもの

Ｃ評価：項目別評価に一つでも１点
があるもの

3.00

34
平均点数

合計点数

備考

0評価 5 0 4 2 3

3.09

33
0
3
28

8

評価 5 0 4 2 3 8 2 1 1 0

0
1

【特記事項】

改善が望まれる点
【必須項目】

特に評価される点
【必須項目】

12

総括Ⅱ

サケの展示だけではなく、市内の観光情報を発信したり、学校の見学を受け入れたりと観光面・教育面に
も寄与している施設である。

大水槽の展示物（魚類）が減少傾向にあるため改善が必要である。

54

総括Ⅰ

項目数

５点

４点

３点

２点

１点

4
0

　 内　訳

3.00

2

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅲ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 34
平均点数 3.09

・適正な人員数の配置や日々の帳簿を記録するなど適正な管理体制で施設を管理している。
・人員数が少なく教育・研修は行っていないが、適宜、相談を行うことによって情報共有に努めている。
・管理の中で疑問に思ったことや困ったことがあった場合は、速やかに市に連絡して解決するように心掛けている。

18：個人情報の滅失、損傷及び漏えいの防止に努めているか

20：個人情報の保護に関する規定を整備しているか

トラブルや要望があった場合、随時報告しているか

17：個人情報を業務の目的以外の目的で収集し、又は使用していないか。

所管課の評価
【必須項目】

合計点数

00

3.09

19：市の承認なく、個人情報を第三者に提供していないか。

21：上記のほか、個人情報取扱特記事項に従い、適切に個人情報を管理しているか。

平均点数

総括Ⅲ

100

総括Ⅰ～Ⅲ 総合評価

9.09
B

1118

項　目

34

1
0

4
0
0

0
2
8
1
0

16
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第１5号様式

作成日
１　基本情報

施設名 № 40

指定管理者

指定期間 ～ 4 年目

施設所管課 部 課

２　サービス水準に関する評価
⑴　利用者数の状況

⑵　指定管理業務及び自主事業の実施状況（主なもの）

⑶　サービス水準に関する評価

基本事項 3 3
【必須項目】 3 3

3 3

3 3

利用者対応 3 3

【必須項目】 3 3

4 3

3 3

3 3

2 2

指定管理業務 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

（単位：人）

年2回

6：利用料金の徴収、減免を適切に実施しているか

10：利用者数の目標を達成しているか

評価基準

1：施設の設置目的及び管理運営の基本方針を理解しているか

所管
課評
価

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

備考
H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

年２回

5年目

日常清掃業務 開館日 開館日

合計（計画・目標値） (1,200) (1,300) (1,350) (1,350)

開館日

定期点検 年１回 年１回 年1回

企画展 年４回 年３回

年１回

評価項目

年３回

合計 1,015 959 1,095 1,033

1年目 2年目 3年目 4年目

0

年４回

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

13：施設、設備の保守管理(点検・修繕)、定期清掃を計画的に実施しているか

3：施設及び設備の平等な利用が確保されているか

16：必要な修繕を適切に実施しているか

5：条例に基づき、施設の利用許可等を適切に実施しているか

4：職員の言葉遣い、態度、服装等の接遇は適切であるか

開館日

春・夏・秋展の実施

消防設備の点検保守

館内清掃

14：日常の清掃により、施設内が清潔に保たれているか

15：施設敷地内の保安、警備を適切に実施し、事件、事故等の未然防止に努めているか

法定点検 年２回 年２回

R2年度
平均 前年度からの増減理由等

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

1,015 959 1,095 1,033

1,026

令和元（2019）年度　指定管理者モニタリングシート
令和2（2020）年５月２２日

2：施設の公共性及び公平性が保たれているか

1,026利用者数１

浄化槽の点検保守月１回 月１回 月1回

区分
H28年度

平成28年4月1日

コレクション展示館　第１展示館（痴娯の家）

公益財団法人　かしわざき振興財団

産業振興 商業観光

区分
H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

貯水槽点検保守

定期点検 月１回

7：分かりやすい案内及び十分な情報提供に努めているか（館内表示、ホームページの活用等）

17：備品台帳を整備し、備品等を適切に保管・管理しているか

18：市と指定管理者の備品等を明確に区別しているか

9：意見、苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応しているか

8：意見、苦情、要望等を聞く体制を設けているか（アンケート実施、意見箱の設置等）

11：事業計画書に沿った事業を実施しているか

12：サービス向上、利用促進につながる具体的な取組を実施しているか

自己
評価

令和2年3月31日

1 -41-



その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

自主事業

― ―

― ―

― ―

３　収支等に関する評価

指定管理料
利用料金

その他

小計

（予算）

人件費

光熱水費

修繕費

委託料

その他

小計

（予算）

差引

（予算）

⑵　自主事業の収支状況

自主事業収入
自主事業支出

差引

⑶　収支等に関する評価

△ 1,444 △ 1,111

合計点数 53

△ 4,467

0

3年目

・施設の維持管理業務は、問題なく実施されている。
・令和元（2019）年度は、春～夏までの期間の利用者数が増加しており、前年度に比べ、コレクションビ
レッジならではの趣向を凝らした「蚤の市」の初開催や、インターネットのお出掛けサイトへの広告など、
集客対策を行った影響がでていると感じている。しかしながら、新型コロナウイルスの影響もあってか、
年間を通しては利用者数は、当初想定した数まで届かなかったため、今後の秋以降の集客方法及びさ
らなる情報発信の取組に努めていただきたい。

R1年度

26,150

4

0

0

(915)

H29年度

（単位：千円）

(6,818) (6,807)

16

0112173

0 0 0 0 0

5年間の
合計

前年度からの増減理由等

(25,258)

31,997

△ 807 0

7,823

合計点数
1 3 16 2 1

自主事業の実施に関して、安全性及び補償体制が確保されていたか

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

6,364 兼務職員1人

1,311

359

5

1,339

41 夏休み体験教室参加料他

前年度からの増減理由等

1 0

評価 05

3.00

平均点数 2.94

0

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

【該当の場合、
必須項目】

(26,098)

⑴　指定管理業務の収支状況

H30年度 R2年度

施設の効用を最大限に発揮し、利用促進等につながる自主事業を実施したか

自主事業の実施により、指定管理業務を妨げていないか

4

5年間の
合計

8,279

1年目 2年目

0

4,176 4,408 4,409 4,402

07,927

1,816

区分
H28年度 H29年度

(5,460)

27,530

収
支

0

（単位：千円）

978 642 716 765 3,101

収
入

支
出

(4,545)

6,863 7,016

(7,013)

(7,990)

1,566 1,511 1,471

(4,572) (8,151)

6,835 6,816

0 0 8

4年目 5年目

1,324 1,177 5,121

(2,246) (△ 1,344) (△ 977) (0) (840)

△ 1,105

7,968

H30年度 R1年度

17,395

4年目 5年目

8

6,500 6,500 6,500 6,650

7 10 4 20

2年目1年目

区分
H28年度

328 306 346

収
支

1,309

3年目

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

所管課の評価
【必須項目】

54

・新型コロナウイルスの影響を受けて、団体キャンセルや市外者自粛で厳しい状況となっている。
・大型連休前には近隣のホテルや博物館等にパンフレットや割引券を配布しているが、大きな集客には
繋がっていない。
・昨年度からインターネットのお出掛けサイトへの広告掲載を始め、検索数も増えており、体験教室の参
加人数が増 えた要因の一つ。
・施設管理面は、問題なく業務を遂行できている。

平均点数

【
総
括
Ⅰ

】

自主事業がある場合は必須項目

評価

R2年度

0

2 -42-



会計管理 3 3
収支計画 3 3
収支の改善 ― ―
【必須項目】 3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

４　実施体制に関する評価

法令順守【必須】 3 3

人員体制 3 3

【必須項目】 3 3

外部委託 3 3

【必須項目】 3 3

報告等 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

個人情報保護 3 3

【必須項目】 3 3

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

5 0 4 0 3

11：災害等緊急時の対応計画・マニュアルを作成しているか

評価基準

1：関係法令等を遵守しているか

7：点検、修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか

5 2

10：市又は関係団体等との連絡調整を適切に行っているか

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

評価 0

評価項目

6：業務日誌等を適切に作成・保管しているか

8：期限内に必要な報告書類（事業計画書、業務報告書、事業報告書等）を市に提出しているか

評価項目

評価基準

自己
評価

所管
課評
価

所管課の評価
【必須項目】

合計点数 15
平均点数 3.00

・経費削減のための努力はしているものの、非常に厳しい経営状態である。
・収入の約95％が指定管理料であるため、これ以上の収支改善は困難と感じている。

収
支
等
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅱ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 15
平均点数 3.00

・本年度は約８０万円の赤字となりました。これは消費税増税による指定管理料の増加と、利用率が下
がったことによる光熱費の減少が要因。
・収入は例年通り年間３０万円程で、管理費・人件費に大きな費用がかかっているため、指定管理料に
頼っている状況。
・今後も大きな収入が見込めないため、支出の削減以外に収支改善方法はなく、費用縮減に努める。

01

4：利用料金の徴収及び現金管理等を適切に実施しているか

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

トラブル、事件、
事故、災害等緊
急時

18：個人情報の滅失、損傷及び漏えいの防止に努めているか

13：災害等緊急時に必要な設備及び備品の日常的な点検を実施しているか

16：災害等緊急時が発生した際に、市と連携を図り、適切な対応を実施したか

17：個人情報を業務の目的以外の目的で収集し、又は使用していないか。

2：必要な人員（人数・有資格者等）を適切に配置しているか

4：業務の全部又は主たる業務を第三者に委託していないか

5：事前に市の承認を受け、外部委託を実施しているか

505評価 0

1 0

2：指定管理業務専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理処理を行っているか

5：事業計画に基づき、適正に支出しているか

0

6：収入増加又は経費縮減につながる具体的な取組を実施しているか

4

3：指定管理業務と自主事業を区別して適切に管理しているか（自主事業がある場合）

14：災害等緊急時の連絡体制を確立しているか

12：災害等緊急時に備えた職員の指導及び訓練を実施しているか

9：市に対して必要な事項を適宜報告し、情報の共有を行っているか

15：災害等緊急時に備え、必要とされる保険に加入しているか

3：必要な内容・頻度で教育・研修を実施しているか

所管
課評
価

自己
評価

1：指定管理に関する経費と団体の経費を区別して管理しているか

3 2
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3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

５　総合評価

備考

0評価 5 0 4 0 3

3.00

44
0
0
43

21 2 0 1

・毎月三館会議を行うことで、他のコレクション館２館との連携を図り事業を実施している。また、市や関
係団体であるかしわざき振興財団との連絡調整及び報連相が適切に行われている。

総合評価基準

所管課の評価
【必須項目】

合計点数
評価 5 0 4 0 3 21 2 0 1 0

0
0

総括Ⅰ～総括Ⅲの施設所管課の評
価結果に基づく総合評価
Ｓ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、１０点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ａ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、９点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ｂ評価：項目別評価に一つでも２点
があるもの

Ｃ評価：項目別評価に一つでも１点
があるもの

3.00

63

0
1

【特記事項】

改善が望まれる点
【必須項目】

特に評価される点
【必須項目】

15

総括Ⅱ

・光熱水費の削減など、費用縮減に努めている。
・初開催の「蚤の市」はコレクションビレッジならではのイベントで、大変好評であり、５月の利用人数が前
年度の130.7％増加していることから、今後も続けていただきたい。また、夏の体験イベントも周知方法を
見直したために、昨年度に比べ体験者人数が増加している。

・９月～１０月の集客が落ちていることから、秋の集客の取組方法を見直し、改善する必要がある。ま
た、「蚤の市」や夏の体験イベントなど、集客方法を見直すだけで変化が起こっていることから、コンテン
ツ自体には魅力があると思われるため、さらなる情報発信の取組にも努めると良いと思われる。
・現在館内の案内展示品の説明は、岩下氏の豊富な知識に頼る割合が大きく、後継者不在という問題
があるため、後継者育成の講座を開くなどの改善の取組を行う必要がある。

53

総括Ⅰ

項目数

５点

４点

３点

２点

１点

5
0

　 内　訳

2.94

合計点数

平均点数

00

平均点数

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅲ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 63
平均点数 3.00

・館内の案内展示品の説明は、経験・知識ともに豊富な岩下正雄氏に再委託して行い、現在、岩下氏の
豊富な知識に頼る割合が大きく、後継者不在という問題がある。
・初開催となった柏崎コレクションビレッジ「蚤の市」は大変好評だったため、毎年開催しコレクションビ
レッジの特徴を活かした集客を三館で知恵を出し合いたいと思っている。

20：個人情報の保護に関する規定を整備しているか

3.00

総括Ⅰ～Ⅲ 総合評価

8.94
B

2118

項　目

63

総括Ⅲ

131

17
1
0

5
0
0

0
0
21
0

19：市の承認なく、個人情報を第三者に提供していないか。

21：上記のほか、個人情報取扱特記事項に従い、適切に個人情報を管理しているか。
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第１5号様式

作成日
１　基本情報

施設名 № 41

指定管理者

指定期間 ～ 4 年目

施設所管課 部 課

２　サービス水準に関する評価
⑴　利用者数の状況

⑵　指定管理業務及び自主事業の実施状況（主なもの）

⑶　サービス水準に関する評価

基本事項 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

利用者対応 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

2 2

指定管理業務 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

令和2年3月31日

貯水槽点検保守

定期点検 月１回

7：分かりやすい案内及び十分な情報提供に努めているか（館内表示、ホームページの活用等）

9：意見、苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応しているか

8：意見、苦情、要望等を聞く体制を設けているか（アンケート実施、意見箱の設置等）

11：事業計画書に沿った事業を実施しているか

12：サービス向上、利用促進につながる具体的な取組を実施しているか

自己
評価

令和元（2019）年度　指定管理者モニタリングシート
令和2（2020）年　5月　28日

2：施設の公共性及び公平性が保たれているか

842 団体客数の減少

利用者数２

利用者数１

利用者数３

浄化槽点検保守月１回 月１回 月１回

３４件

区分
H28年度

平成28年4月1日

コレクション展示館　第２展示館（黒船館）

一般財団法人黒船館

産業振興 商業観光

区分
H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

平均 前年度からの増減理由等
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

1,049 743 898 677

利用者数４

利用者数５

合計 1,049 743 898 677 0 842

開館日

所蔵資料の貸出

常設展示、年３回の季節展示

消防設備点検

館内清掃

資料貸出 ５７件

法定点検 年２回 年２回 年２回

定期点検 年１回 年１回 年１回

常設展示・企画展 開館日 開館日

年１回

日常清掃業務 開館日 開館日

合計（計画・目標値）

備考
H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

(1,000) (1,000) (1,000) (1,000)

開館日

４１件 ３９件

評価項目

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

13：施設、設備の保守管理(点検・修繕)、定期清掃を計画的に実施しているか

3：施設及び設備の平等な利用が確保されているか

16：必要な修繕を適切に実施しているか

5：条例に基づき、施設の利用許可等を適切に実施しているか

4：職員の言葉遣い、態度、服装等の接遇は適切であるか

14：日常の清掃により、施設内が清潔に保たれているか

15：施設敷地内の保安、警備を適切に実施し、事件、事故等の未然防止に努めているか

所管
課評
価

開館日 開館日

1：施設の設置目的及び管理運営の基本方針を理解しているか

6：利用料金の徴収、減免を適切に実施しているか

10：利用者数の目標を達成しているか

評価基準

（単位：人）

年２回
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3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

自主事業

― ―

― ―

― ―

３　収支等に関する評価

指定管理料

利用料金

その他

小計

（予算）

人件費

光熱水費

修繕費

委託料

その他

小計

（予算）

差引

（予算）

⑵　自主事業の収支状況

自主事業収入

自主事業支出

差引

0

R2年度

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

所管課の評価
【必須項目】

53

・施設の維持管理は適切に実施した。
・常設展示の他に年３回春夏秋の特別展を開催。入館者は、前年の７５％に落とした。特に、団体客、夏
季の入館者を取り込めなかったことが結果に響いた。

平均点数

【
総
括
Ⅰ

】

17：備品台帳を整備し、備品等を適切に保管・管理しているか

18：市と指定管理者の備品等を明確に区別しているか

自主事業がある場合は必須項目

評価

4年目 5年目

2,600 2,600 2,600 2,600

1 1 117 184

2年目1年目
区分

H28年度

1,228 981 1,121

収
支

557

3年目 4年目 5年目

708 676 2,673

(3,287) (3,935) (500) (0) (8,083)

857 4,187 貸出、物品販売の増加

2,344 2,637 2,426

5

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
1年目 2年目

⑴　指定管理業務の収支状況
H30年度 R2年度

9,815 非２名

0

461 0

732

3,444

区分
H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

(4,400)

(3,900) (14,949)(3,531) (4,050)

収
入

支
出

0

(3,468)

3,698

3,574 3,905 0

03,531

(361)

14,141

収
支

0

（単位：千円）

503 455 353 342 1,653

3,468

0 0

自主事業の実施に関して、安全性及び補償体制が確保されていたか

303

3,829 3,582

0

0 0 0

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

0

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

【該当の場合、
必須項目】

施設の効用を最大限に発揮し、利用促進等につながる自主事業を実施したか

自主事業の実施により、指定管理業務を妨げていないか

2,408

14,890

0

(3,829) (6,818) (7,985) (23,032)

10,400

評価 05

2.94

平均点数 2.94

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
H29年度

（単位：千円）

11217304

合計点数
4 0 3 17 2 1 1 0

361 51

合計点数 53

749

0

3年目

・施設の維持管理業務は、問題なく実施されている。
・令和元（2019）年度は、コレクションビレッジならではの趣向を凝らした「蚤の市」の初開催など集客対策
を行い、春の期間の利用者数は増加しているが、６月以降は、利用者数が低下しているため、今後の年
間通しての集客方法及びさらなる情報発信の取組に努めていただきたい。

R1年度

△ 124

0

2 -46-



⑶　収支等に関する評価

会計管理 3 3

収支計画 3 3

収支の改善 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

４　実施体制に関する評価

法令順守【必須】 3 3

人員体制 3 3

【必須項目】 3 3

外部委託 3 3

【必須項目】 3 3

報告等 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

個人情報保護 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

14：災害等緊急時の連絡体制を確立しているか

12：災害等緊急時に備えた職員の指導及び訓練を実施しているか

9：市に対して必要な事項を適宜報告し、情報の共有を行っているか

19：市の承認なく、個人情報を第三者に提供していないか。

15：災害等緊急時に備え、必要とされる保険に加入しているか

3：必要な内容・頻度で教育・研修を実施しているか

所管
課評
価

自己
評価

1：指定管理に関する経費と団体の経費を区別して管理しているか

3 2605評価 0

1 0

2：指定管理業務専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理処理を行っているか

5：事業計画に基づき、適正に支出しているか

4

4：利用料金の徴収及び現金管理等を適切に実施しているか

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

トラブル、事件、
事故、災害等緊
急時

18：個人情報の滅失、損傷及び漏えいの防止に努めているか

13：災害等緊急時に必要な設備及び備品の日常的な点検を実施しているか

16：災害等緊急時が発生した際に、市と連携を図り、適切な対応を実施したか

17：個人情報を業務の目的以外の目的で収集し、又は使用していないか。

2：必要な人員（人数・有資格者等）を適切に配置しているか

4：業務の全部又は主たる業務を第三者に委託していないか

5：事前に市の承認を受け、外部委託を実施しているか

6：業務日誌等を適切に作成・保管しているか

8：期限内に必要な報告書類（事業計画書、業務報告書、事業報告書等）を市に提出しているか

評価項目

評価基準

自己
評価

所管
課評
価

所管課の評価
【必須項目】

合計点数 18
平均点数 3.00

収入の６割以上が指定管理料という状態であるため、入館者増加への対策に努めていただきたい。

収
支
等
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅱ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 18
平均点数 3.00

入館料収入は、入館者の減少に伴い減少したが、貸出、物品販売が前年度より増加した為、前年度より
収支が改善した。しかしながら、入館者が減少傾向にあるため、入館者の増加への対策を講じたい。

010

6：収入増加又は経費縮減につながる具体的な取組を実施しているか

評価項目

5 0 4 0 3

11：災害等緊急時の対応計画・マニュアルを作成しているか

評価基準

1：関係法令等を遵守しているか

7：点検、修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか

6 2

10：市又は関係団体等との連絡調整を適切に行っているか

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

評価 0

3：指定管理業務と自主事業を区別して適切に管理しているか（自主事業がある場合）

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの
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3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

５　総合評価

17
1
0

6
0
0

0
0
21
0

00

3.00

21：上記のほか、個人情報取扱特記事項に従い、適切に個人情報を管理しているか。

平均点数

総括Ⅲ

134

総括Ⅰ～Ⅲ 総合評価

8.94
B

2118

項　目

63

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅲ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 63
平均点数 3.00

・毎月開催している三館会議を通して意見交換や集客策を検討し、他のコレクション館との連携を図りな
がら事業を実施した。

20：個人情報の保護に関する規定を整備しているか

0
1

【特記事項】

改善が望まれる点
【必須項目】

特に評価される点
【必須項目】

18

総括Ⅱ

・光熱水費の削減など、費用縮減に努めている。
・初開催の「蚤の市」はコレクションビレッジならではのイベントで、大変好評であり、春の利用人数が前
年度の136％増加していることから、今後も続けていただきたい。

・夏以降の集客が落ちていることから、集客の取組方法を見直し、改善する必要がある。
・貸出件数が博物館や書籍、教科書など毎年多くあり、歴史的価値が高く、コンテンツ自体には魅力が
あると思われるため、歴史（近代）マニアなどターゲットを明確に情報発信方法を見直し、改善する取組
に努めると良いと思われる。

53

総括Ⅰ

項目数

５点

４点

３点

２点

１点

6
0

　 内　訳

2.94

所管課の評価
【必須項目】

合計点数
評価 5 0 4 0 3 21 2 0 1 0

0
0

総括Ⅰ～総括Ⅲの施設所管課の評
価結果に基づく総合評価
Ｓ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、１０点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ａ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、９点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ｂ評価：項目別評価に一つでも２点
があるもの

Ｃ評価：項目別評価に一つでも１点
があるもの

3.00

63
平均点数

合計点数

備考

0評価 5 0 4 0 3

3.00

45
0
0
44

21 2 0 1

実施体制に概ね問題はない。また、毎月三館会議を行うことで、他のコレクション館２館との連携を図り
事業を実施している。

総合評価基準
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第１5号様式

作成日
１　基本情報

施設名 № 42

指定管理者

指定期間 ～ 4 年目

施設所管課 部 課

２　サービス水準に関する評価
⑴　利用者数の状況

⑵　指定管理業務及び自主事業の実施状況（主なもの）

⑶　サービス水準に関する評価

基本事項 4 3

【必須項目】 4 3

3 3

3 3

利用者対応 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

指定管理業務 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

令和2年3月31日

浄化槽保守点検

清掃業務 毎日 　

7：分かりやすい案内及び十分な情報提供に努めているか（館内表示、ホームページの活用等）

9：意見、苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応しているか

8：意見、苦情、要望等を聞く体制を設けているか（アンケート実施、意見箱の設置等）

11：事業計画書に沿った事業を実施しているか

12：サービス向上、利用促進につながる具体的な取組を実施しているか

自己
評価

令和元（2019）年度　指定管理者モニタリングシート
令和2（2020）年5月28日

2：施設の公共性及び公平性が保たれているか

1,278 夏季展の入館者数減少利用者数

日常清掃、定期清掃毎日 毎日 毎日

区分
H28年度

平成28年4月1日

柏崎市コレクション展示館　第三展示館（同一庵藍民芸館）

一般財団法人　同一庵藍民芸館

産業振興 商業観光

区分
H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

平均 前年度からの増減理由等
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

1,055 1,279 1,489 1,290 　

合計 1,055 1,279 1,489 1,290 0 1,278

４～11月・3月

　

セキュリティシステムによる警備

自動ドア保守点検　消防設備等点検

コレクション展示公開・保存

自主事業

法定点検（2回/年） 2回 2回 2回 　

定期点検（10回/年） 12回 12回 12回

夜間機械警備 毎日 毎日

12回

展示館事業 ４～12月・3月４～12月・3月

合計（計画・目標値） (1,030) (1,030) (1,030) (1,200)

備考
H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

４～12月・3月

　

評価項目

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

13：施設、設備の保守管理(点検・修繕)、定期清掃を計画的に実施しているか

3：施設及び設備の平等な利用が確保されているか

16：必要な修繕を適切に実施しているか

5：条例に基づき、施設の利用許可等を適切に実施しているか

4：職員の言葉遣い、態度、服装等の接遇は適切であるか

14：日常の清掃により、施設内が清潔に保たれているか

15：施設敷地内の保安、警備を適切に実施し、事件、事故等の未然防止に努めているか

所管
課評
価

毎日 毎日

1：施設の設置目的及び管理運営の基本方針を理解しているか

6：利用料金の徴収、減免を適切に実施しているか

10：利用者数の目標を達成しているか

評価基準

（単位：人）

2回
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3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

自主事業

― ―

― ―

― ―

３　収支等に関する評価

指定管理料

利用料金

財産運用収入

その他

小計

（予算）

人件費

光熱水費

修繕費

委託料

その他

小計

（予算）

差引

（予算）

⑵　自主事業の収支状況

自主事業収入

自主事業支出

差引

0

R2年度

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

所管課の評価
【必須項目】

56

コレクションの展示公開・保管のほか、三館共同イベント蚤の市、布絵教室、夏休みこども体験教室等を
開催し、広く多くの方に施設を利用してもらえるよう努めた。利用者対応、指定管理業務についてはおお
むね出来ている。

平均点数

【
総
括
Ⅰ

】

17：備品台帳を整備し、備品等を適切に保管・管理しているか

18：市と指定管理者の備品等を明確に区別しているか

自主事業がある場合は必須項目

評価

4年目 5年目

0

2,600 2,600 2,600 2,600 　

309 377 1,057 592 　

2年目1年目
区分

H28年度

308 354 357

収
支

631

3年目 4年目 5年目

656 610 　 2,692

(2,246) (△ 955) (△ 1,009) (0) (1,197)

447 　 1,466 利用者減に伴う減少

3,356 3,315 3,335

5

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
1年目 2年目

⑴　指定管理業務の収支状況
H30年度 R2年度

13,445 正：2人、非：0人

0

△ 665 0

795

4,214

区分
H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

(3,224) (0)

(4,233) (0) (17,789)(4,572) (4,439)

収
入

支
出

1,798 1,322 609 0 3,729

　

(4,545)

4,281

4,713 3,549 0

04,473

(915)

17,222

収
支

　

0

（単位：千円）

184 322 310 269 　 1,085

4,254

0 0

自主事業の実施に関して、安全性及び補償体制が確保されていたか

2,335 基本財産運用収入減少

5,015 4,653

0

0 0 0

新電力導入の効果

0 0 0

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

0

　

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

【該当の場合、
必須項目】

施設の効用を最大限に発揮し、利用促進等につながる自主事業を実施したか

自主事業の実施により、指定管理業務を妨げていないか

3,439

17,930

　 0

0 0 0 0

(5,460) (6,818) (3,484) (18,986)

評価 05

3.11

平均点数 3.00

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
H29年度

（単位：千円）

合計点数

010218304

4 2 3 16 2 0 1 0

432761 180

合計点数 54

708

0

3年目

・施設の維持管理業務は、問題なく実施されている。
・令和元（2019）年度は、コレクションビレッジならではの趣向を凝らした「蚤の市」の初開催や、夏休み子
ども体験教室、塗り絵教室など、集客対策を行い、春～夏までの期間の利用者数が増加してはいるが、
新型コロナウイルスの影響もあってか、年間を通しては利用者数は、当初想定した数まで届かなかった
ため、今後の秋以降の集客方法及びさらなる情報発信の取組に努めていただきたい。

R1年度

10,400
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⑶　収支等に関する評価

会計管理 3 3

収支計画 3 3

収支の改善 ― ―

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

４　実施体制に関する評価

法令順守【必須】 3 3

人員体制 3 3

【必須項目】 3 3

外部委託 3 3

【必須項目】 3 3

報告等 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

【必須項目】 3 3

2 2

14：災害等緊急時の連絡体制を確立しているか

12：災害等緊急時に備えた職員の指導及び訓練を実施しているか

9：市に対して必要な事項を適宜報告し、情報の共有を行っているか

15：災害等緊急時に備え、必要とされる保険に加入しているか

3：必要な内容・頻度で教育・研修を実施しているか

所管
課評
価

自己
評価

1：指定管理に関する経費と団体の経費を区別して管理しているか

3 2505評価 0

1 0

2：指定管理業務専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理処理を行っているか

5：事業計画に基づき、適正に支出しているか

4

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

トラブル、事件、
事故、災害等緊
急時

13：災害等緊急時に必要な設備及び備品の日常的な点検を実施しているか

2：必要な人員（人数・有資格者等）を適切に配置しているか

4：業務の全部又は主たる業務を第三者に委託していないか

5：事前に市の承認を受け、外部委託を実施しているか

6：業務日誌等を適切に作成・保管しているか

8：期限内に必要な報告書類（事業計画書、業務報告書、事業報告書等）を市に提出しているか

評価項目

評価基準

自己
評価

所管
課評
価

所管課の評価
【必須項目】

合計点数 15
平均点数 3.00

・経費削減のための努力はしているものの、厳しい経営状態である。
・経費を抑制しているが、これ以上の収支改善は厳しく困難と感じている。

収
支
等
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅱ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 15
平均点数 3.00

入館料収入は対前年比101％と増加したが、予算計画の数字からは下回った。また世界経済情勢の悪
化により基本財産の運用方法を変更したため、運用収入が対前年比0％となり、その他の収入が大きく
減となった。全体の収入は対前年比75％と減少した。支出は新電力への切り替えにより光熱費（電気
料）削減、雑費、退職給付引当金等についても削減したが、対前年比98％にとどまり、全体の収支は赤
字となった。次年度からは職員1名について雇用形態を常勤から非常勤へ変更し、人件費の削減を行う
とともに、節電・節約に努め更に支出の削減を行いたい。

010

6：収入増加又は経費縮減につながる具体的な取組を実施しているか

評価項目

5 0 4 0 3

11：災害等緊急時の対応計画・マニュアルを作成しているか

評価基準

1：関係法令等を遵守しているか

7：点検、修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか

5 2

10：市又は関係団体等との連絡調整を適切に行っているか

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

評価 0

4：利用料金の徴収及び現金管理等を適切に実施しているか

3：指定管理業務と自主事業を区別して適切に管理しているか（自主事業がある場合）

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの
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3 3

個人情報保護 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

５　総合評価

18
0
0

5
0
0

0
0
20
1

00

2.95

19：市の承認なく、個人情報を第三者に提供していないか。

21：上記のほか、個人情報取扱特記事項に従い、適切に個人情報を管理しているか。

平均点数

総括Ⅲ

131

総括Ⅰ～Ⅲ 総合評価

8.95
B

2118

項　目

62

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅲ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 62
平均点数 2.95

法令順守、人員体制、外部委託、報告等、個人情報保護についてはおおむね出来ている。災害等緊急
時に備えた保険については当財団では未加入。

18：個人情報の滅失、損傷及び漏えいの防止に努めているか

20：個人情報の保護に関する規定を整備しているか

16：災害等緊急時が発生した際に、市と連携を図り、適切な対応を実施したか

17：個人情報を業務の目的以外の目的で収集し、又は使用していないか。

0
1

【特記事項】

改善が望まれる点
【必須項目】

特に評価される点
【必須項目】

15

総括Ⅱ

・光熱水費の削減など、費用縮減に努めている。
・初開催の「蚤の市」はコレクションビレッジならではのイベントで、大変好評であり、５月の利用人数が前
年度の120.8％増加していることから、今後も続けていただきたい。

・９月～１０月の集客が落ちていることから、秋の集客の取組方法を見直し、改善する必要がある。
・利用者の意見で、「宣伝不足」が表れており、高評価では「大変良かった」や「また来たい」などの声が
あることから、コンテンツ自体には魅力があると思われるため、情報発信方法を見直し、改善する取組に
努めると良いと思われる。
・災害等緊急時に備えた保険について、昔は加入していたが、支払いが厳しい等の経済的理由から辞
めてしまったことから、今後火災保険等の最低限の保険について入る必要性を協議する必要がある。

54

総括Ⅰ

項目数

５点

４点

３点

２点

１点

5
0

　 内　訳

3.00

所管課の評価
【必須項目】

合計点数
評価 5 0 4 0 3 20 2 1 1 0

0
0

総括Ⅰ～総括Ⅲの施設所管課の評
価結果に基づく総合評価
Ｓ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、１０点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ａ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、９点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ｂ評価：項目別評価に一つでも２点
があるもの

Ｃ評価：項目別評価に一つでも１点
があるもの

3.00

62
平均点数

合計点数

備考

0評価 5 0 4 0 3

2.95

44
0
0
43

20 2 1 1

法令順守、人員体制、外部委託、報告等、個人情報保護については概ね問題ない。また、毎月三館会
議を行うことで、他のコレクション館２館との連携を図り事業を実施している。
災害時に必要な保険等について、今後必要最低限である火災保険等検討する必要がある。

総合評価基準
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第１5号様式

作成日 令和2（2020）年5月18日
１　基本情報

施設名 № 43

指定管理者

指定期間 ～ 1 年目

施設所管課 部

２　サービス水準に関する評価
⑴　利用者数の状況

⑵　指定管理業務及び自主事業の実施状況（主なもの）

定期点検（10回/年）

清掃業務

⑶　サービス水準に関する評価

基本事項 4 4

【必須項目】 4 3

4 3

3 3

利用者対応 4 3

【必須項目】 4 3

3 3

3 3

4 3

3 4

指定管理業務 4 3

【必須項目】 3 4

4 3

4 3

4 3

4 3

令和4年3月31日

日常清掃

大掃除 １回

7：分かりやすい案内及び十分な情報提供に努めているか（館内表示、ホームページの活用等）

9：意見、苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応しているか

8：意見、苦情、要望等を聞く体制を設けているか（アンケート実施、意見箱の設置等）

11：事業計画書に沿った事業を実施しているか

12：サービス向上、利用促進につながる具体的な取組を実施しているか

自己
評価

令和元（2019）年度　指定管理者モニタリングシート

2：施設の公共性及び公平性が保たれているか

766 261人の増

（参考）H30年度は505人

利用者数

施設一斉掃除

区分
R1年度

平成31年4月1日

ふるさと体験村（荻ノ島）

荻ノ島ふるさと村組合

市民生活 高柳町事務所

区分
R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

平均 前年度からの増減理由等
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

766

合計 766 0 0 0 0 766

荻ノ島米販売、県DC事業、法人交流事業

浄化槽

消防設備、浄化槽

自主事業 ３事業

３回

毎日

法定点検（2回/年） 1回

合計（計画・目標値） (700)

備考
R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

評価項目

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

13：施設、設備の保守管理(点検・修繕)、定期清掃を計画的に実施しているか

3：施設及び設備の平等な利用が確保されているか

16：必要な修繕を適切に実施しているか

5：条例に基づき、施設の利用許可等を適切に実施しているか

4：職員の言葉遣い、態度、服装等の接遇は適切であるか

14：日常の清掃により、施設内が清潔に保たれているか

15：施設敷地内の保安、警備を適切に実施し、事件、事故等の未然防止に努めているか

所管
課評
価

1：施設の設置目的及び管理運営の基本方針を理解しているか

6：利用料金の徴収、減免を適切に実施しているか

10：利用者数の目標を達成しているか

評価基準

（単位：人）
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3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

自主事業

4 4

4 4

4 3

３　収支等に関する評価

指定管理料

利用料金

その他

小計

（予算）

人件費

光熱水費

修繕費

委託料

その他

小計

（予算）

差引

（予算）

⑵　自主事業の収支状況

自主事業収入

自主事業支出

差引

7,972

R5年度

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

所管課の評価
【必須項目】

77

新潟・山形庄内デスティネーションキャンペーン事業と連携、し「ふるさとの村」、「かやぶき施設」、「食」
をキーワードに「大人の休日倶楽部」で大きく紹介されるなどPRに努め、昨年度に大幅に落ち込んだ利
用者の回復に繋がった。また、市の支援を受けて、PR用リーフレットの作成を行ない利用者の増加に努
めてた。

平均点数

【
総
括
Ⅰ

】

17：備品台帳を整備し、備品等を適切に保管・管理しているか

18：市と指定管理者の備品等を明確に区別しているか

自主事業がある場合は必須項目

評価

4年目 5年目

582

2年目1年目
区分

R1年度

2,678

収
支

400

3年目 4年目 5年目

400

(0) (0) (0) (0) (157)

2,678 利用件数の増

5

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
1年目 2年目

⑴　指定管理業務の収支状況
R3年度 R5年度

7,972

706 正パート賃金の増

0

0 0

0

区分
R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

(3,188)

収
入

支
出

0

(3,188)

0

0 0 0

00

706

(157)

3,253

収
支

利用件数の増

8,074 8,074 米販売数量の減

（単位：千円）

1,772 1,772 利用件数の増

3,253

0 0

自主事業の実施に関して、安全性及び補償体制が確保されていたか

582 リーフレット市補助金の増+原子力給付金

3,260 0

314

0 0 102

利用件数の増

61

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

102

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

【該当の場合、
必須項目】

施設の効用を最大限に発揮し、利用促進等につながる自主事業を実施したか

自主事業の実施により、指定管理業務を妨げていないか

3,260

61 修繕箇所の増

314

(3,345) (3,345)

評価 05

3.67

平均点数 3.24

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
R2年度

（単位：千円）

合計点数

010216354

4 14 3 7 2 0 1 0

07 0

合計点数 68

7

0

3年目

施設管理は適正に行われており、接客対応やサービスもアンケート結果から満足度も高く一定の評価を
得ている。また、魅力発信事業の実施や情報発信など、積極的な誘客促進活動を行っている。今後も、
施設及び地域の特性を活かし、サービスの向上と更なる魅力・情報発信に努め、誘客促進に取り組んで
いただきたい。

R4年度

0
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⑶　収支等に関する評価

会計管理 3 3

収支計画 3 3

収支の改善 4 3

【必須項目】 4 3

4 3

4 3

その他

【任意項目】

４　実施体制に関する評価

法令順守【必須】 3 3

人員体制 3 3

【必須項目】 3 3

外部委託 3 3

【必須項目】 3 3

報告等 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

4 3

4 3

3 3

3 3

3 3

【必須項目】 4 3

4 3

14：災害等緊急時の連絡体制を確立しているか

12：災害等緊急時に備えた職員の指導及び訓練を実施しているか

9：市に対して必要な事項を適宜報告し、情報の共有を行っているか

15：災害等緊急時に備え、必要とされる保険に加入しているか

3：必要な内容・頻度で教育・研修を実施しているか

所管
課評
価

自己
評価

1：指定管理に関する経費と団体の経費を区別して管理しているか

3 2205評価 4

1 0

2：指定管理業務専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理処理を行っているか

5：事業計画に基づき、適正に支出しているか

4

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

トラブル、事件、
事故、災害等緊
急時

13：災害等緊急時に必要な設備及び備品の日常的な点検を実施しているか

2：必要な人員（人数・有資格者等）を適切に配置しているか

4：業務の全部又は主たる業務を第三者に委託していないか

5：事前に市の承認を受け、外部委託を実施しているか

6：業務日誌等を適切に作成・保管しているか

8：期限内に必要な報告書類（事業計画書、業務報告書、事業報告書等）を市に提出しているか

評価項目

評価基準

自己
評価

所管
課評
価

所管課の評価
【必須項目】

合計点数 18
平均点数 3.00

経費削減や収入増に向けた事業の実施により、収支も黒字であり良好な管理運営がされている。
引き続き、安定した経営とサービスの維持向上に努めていただきたい。

収
支
等
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅱ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 22
平均点数 3.67

集落と連携を図り、経費削減等経営努力を継続的に進めながら、財務的にも健全性を維持できるよう努
めている。

010

6：収入増加又は経費縮減につながる具体的な取組を実施しているか

評価項目

5 0 4 0 3

11：災害等緊急時の対応計画・マニュアルを作成しているか

評価基準

1：関係法令等を遵守しているか

7：点検、修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか

6 2

10：市又は関係団体等との連絡調整を適切に行っているか

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

評価 0

4：利用料金の徴収及び現金管理等を適切に実施しているか

3：指定管理業務と自主事業を区別して適切に管理しているか（自主事業がある場合）

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの
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4 3

個人情報保護 4 3

【必須項目】 3 3

4 3

3 3

4 3

その他

【任意項目】

　
５　総合評価

16
0
0

6
0
0

0
0
21
0

00

3.00

19：市の承認なく、個人情報を第三者に提供していないか。

21：上記のほか、個人情報取扱特記事項に従い、適切に個人情報を管理しているか。

平均点数

総括Ⅲ

149

総括Ⅰ～Ⅲ 総合評価

9.24
A

2121

項　目

63

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅲ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 71
平均点数 3.38

経営基盤の強化に向けて、若い人材の導入を進めており、今後もさらにこれを加速させて取組むことと
している。また、引き続いてトラブル等がないように丁寧に、きめ細かな対応を心掛けると共に、個人情
報保護にも万全を期している。

18：個人情報の滅失、損傷及び漏えいの防止に努めているか

20：個人情報の保護に関する規定を整備しているか

16：災害等緊急時が発生した際に、市と連携を図り、適切な対応を実施したか

17：個人情報を業務の目的以外の目的で収集し、又は使用していないか。

0
0

【特記事項】

改善が望まれる点
【必須項目】

特に評価される点
【必須項目】

18

総括Ⅱ

県事業を活用した「食・魅力」の提供により、リピーターだけでなく新規利用者の獲得につながる事業に
積極的に取り組んでおり、メディア等でも取り上げられるなど地域も含めた魅力発信の効果も高く、利用
者の増につながっている。
引き続き、茅葺き環状集落の特性を活かし、誘客促進に取り組んでいただきたい。

豪雪地域でもあることから、冬季利用が少ない状況にある。観光客ニーズを把握し、四季を通じた利用
者の獲得につながる事業の展開に期待したい。

68

総括Ⅰ

項目数

５点

４点

３点

２点

１点

6
0

　 内　訳

3.24

所管課の評価
【必須項目】

評価 5 0 4 0 3 21 2 0 1 0

0
5

総括Ⅰ～総括Ⅲの施設所管課の評
価結果に基づく総合評価
Ｓ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、１０点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ａ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、９点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ｂ評価：項目別評価に一つでも２点
があるもの

Ｃ評価：項目別評価に一つでも１点
があるもの

3.00

63
平均点数

合計点数

備考

0評価 5 0 4 8 3

3.00

48
0
5
43

13 2 0 1

適切な人員体制により、施設の良好な管理運営に努めていただいている。
引き続き、安定したサービスの確保と施設管理に向け、体制の強化とスタッフの資質向上に努めていた
だきたい。

総合評価基準
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第１5号様式

作成日
１　基本情報

施設名 № 44

指定管理者

指定期間 ～ 4 年目

施設所管課 部 課

２　サービス水準に関する評価
⑴　利用者数の状況

⑵　指定管理業務及び自主事業の実施状況（主なもの）

⑶　サービス水準に関する評価

基本事項 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 4

利用者対応 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

4 4

指定管理業務 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

（単位：人）

2回

所管
課評
価

4ヶ月 4ヶ月

1：施設の設置目的及び管理運営の基本方針を理解しているか

6：利用料金の徴収、減免を適切に実施しているか

10：利用者数の目標を達成しているか

評価基準

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

13：施設、設備の保守管理(点検・修繕)、定期清掃を計画的に実施しているか

3：施設及び設備の平等な利用が確保されているか

16：必要な修繕を適切に実施しているか

5：条例に基づき、施設の利用許可等を適切に実施しているか

4：職員の言葉遣い、態度、服装等の接遇は適切であるか

14：日常の清掃により、施設内が清潔に保たれているか

15：施設敷地内の保安、警備を適切に実施し、事件、事故等の未然防止に努めているか

評価項目

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

毎日

10回以上 10回以上

合計（計画・目標値） (41,500) (41,500) (41,500) (41,500)

備考
H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

毎日

ランチバイキング、ステーキフェア等

5月18日～9月30日3階監視テラスにて実施

エレベータ、自動ドア、消防設備機器

宿泊、食事、会議室、入浴

自主事業 10回以上

法定点検（2回/年） 2回 2回 2回

定期点検（10回/年） 12回 12回 12回

バーベキュー 4ヶ月 4ヶ月

12回

ホテル事業 毎日 毎日

合計 55,903 58,290 56,717 56,076 0 56,747

21,233 近隣温浴施設一時休館

海洋スペース利用者数 2,829 2,910 2,505 2,657 2,725

12,873 12,516 11,976 10,918

21,688 20,860 23,05119,332

区分
H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

平均 前年度からの増減理由等
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

（公財）かしわざき振興財団

産業振興 商業観光

柏崎海洋センター

令和元（2019）年度　指定管理者モニタリングシート
令和2（2020）年5月29日

2：施設の公共性及び公平性が保たれているか

12,071 新型コロナウイルス感染症の影響

日帰り宴会・会食 20,869 21,176 21,376 19,450 20,718 同上

宿泊利用者数

入浴、研修室利用者数

共用部日常清掃、客室清掃、ベッドメイク毎日 毎日 毎日

10回以上

区分
H28年度

平成28年4月1日

コ・ジェネ設備、エレベータ、自動ドア

清掃業務 毎日

7：分かりやすい案内及び十分な情報提供に努めているか（館内表示、ホームページの活用等）

9：意見、苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応しているか

8：意見、苦情、要望等を聞く体制を設けているか（アンケート実施、意見箱の設置等）

11：事業計画書に沿った事業を実施しているか

12：サービス向上、利用促進につながる具体的な取組を実施しているか

自己
評価

令和3年3月31日
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3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

自主事業

― ―

― ―

― ―

３　収支等に関する評価

指定管理料

利用料金

その他

小計

（予算）

人件費

光熱水費

修繕費

委託料

その他

小計

（予算）

差引

（予算）

⑵　自主事業の収支状況

自主事業収入

自主事業支出

差引

△ 1,881△ 319 △ 5,854

合計点数 56

△ 11,437 3月度収入の激減

0

3年目

職員の接遇は、利用者以外の方にも丁寧に対応されており好評である。また、レストラン部門では恒例となっているランチバイ
キングやステーキランチなどターゲットを意識した企画を展開し利用促進につなげるなど評価できる。

R1年度

0

010216324

4 1 3 17 2 0 1 0
合計点数

評価 05

3.06

平均点数 3.11

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
H29年度

（単位：千円）

73,557

681,917

7,376 緊急的な修繕の対応

13,164 12,959 12,661 1,727

(171,500) (174,268) (175,081) (695,253)

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

【該当の場合、
必須項目】

施設の効用を最大限に発揮し、利用促進等につながる自主事業を実施したか

自主事業の実施により、指定管理業務を妨げていないか

0 0

自主事業の実施に関して、安全性及び補償体制が確保されていたか

7,183

172,663 172,783

40,511

0 0 0

3月の利用者減少

1,771 1,437 1,523

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

0

(1,898)

693,354

収
支

清掃業務を直営化

0

（単位：千円）

65,271 69,847 69,074 65,738 269,930

172,982 食材費、光熱水費の減少

(173,594) (691,262)(173,431) (174,635)

収
入

支
出

0

(169,602)

173,948

172,067 164,404 0

0178,637

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
1年目 2年目

⑴　指定管理業務の収支状況
H30年度 R2年度

308,629 正：9人、非：27人(清掃員雇用)

0

△ 3,383 0

16,510

167,787

区分
H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

(174,404)

3年目 4年目 5年目

16,092 15,087 66,908

(837) (446) (810) (0) (3,991)

170,482 674,734 新型コロナウイルス感染症の影響

77,884 74,598 82,590

5

4年目 5年目

2,645

2,243 1,533 1,585 1,822

2年目1年目
区分

H28年度

170,420 171,250 162,582

収
支

19,219

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

所管課の評価
【必須項目】

55

利用者には、パンフレットに記載した料金を適正に運用し、公平に受け入れた。接遇は、おもてなしの心を持ち、お客様が満足
してお帰りいただけるようスタッフ一同が注意を払った。令和元(2019)年度より清掃係員を直接雇用することとなり、客室清掃は
今まで以上に目が行き届くようになり、お客様から清潔でよいと評価をいただいた。客室のアンケート用紙に記入された内容は
職員で共有し改善に努めた。夏季には3階テラスにてバーベキュー宴会を企画し、雷音の独自性をアピールした。また、ランチ
バイキング、ステーキランチなどお昼の女性を中心とした企画を開催して利用促進につなげた。

平均点数

【
総
括
Ⅰ

】

17：備品台帳を整備し、備品等を適切に保管・管理しているか

18：市と指定管理者の備品等を明確に区別しているか

自主事業がある場合は必須項目

評価

R2年度

0
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⑶　収支等に関する評価

会計管理 3 3

収支計画 3 3

収支の改善 ― ―

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

４　実施体制に関する評価

法令順守【必須】 3 3

人員体制 3 3

【必須項目】 3 3

外部委託 3 3

【必須項目】 3 3

報告等 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

【必須項目】 3 3

3 3

4：利用料金の徴収及び現金管理等を適切に実施しているか

3：指定管理業務と自主事業を区別して適切に管理しているか（自主事業がある場合）

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

5 0 4 0 3

11：災害等緊急時の対応計画・マニュアルを作成しているか

評価基準

1：関係法令等を遵守しているか

7：点検、修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか

5 2

10：市又は関係団体等との連絡調整を適切に行っているか

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

評価 0

評価項目

評価項目

評価基準

自己
評価

所管
課評
価

所管課の評価
【必須項目】

合計点数 15
平均点数 3.00

閑散期の宿泊・日帰りプランを工夫して宿泊者を中心に利用者数を維持するため努力をされている。新型コロナウイルス感染
症の拡大により、2月から3月において宿泊、宴会のキャンセルが相次ぎ、最終的には赤字経営となった。

収
支
等
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅱ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 15
平均点数 3.00

利用収入は、2月末時点で前年同月に対し400万円増であったが、新型コロナウイルスの感染拡大の影響で3月に見込んでい
た収入1,450万円の8割の予約がキャンセルとなり、結果、年間収入は▲772万円となった。支出は、対前年度比616万円削減
できた。令和元(2019)年度から清掃委託費を直接雇用に変更したことにより、委託料が減少した。調理員の欠員補充が進まず
実質の人件費は削減となった。また、食材原価の見直しを重点的に実施した効果で食材費を大きく削減できた。収支はプラス
を見込んでいたが、感染拡大の影響によるキャンセルで最終的には▲330万円の赤字となった。

010

6：収入増加又は経費縮減につながる具体的な取組を実施しているか

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

トラブル、事件、
事故、災害等緊
急時

13：災害等緊急時に必要な設備及び備品の日常的な点検を実施しているか

2：必要な人員（人数・有資格者等）を適切に配置しているか

4：業務の全部又は主たる業務を第三者に委託していないか

5：事前に市の承認を受け、外部委託を実施しているか

6：業務日誌等を適切に作成・保管しているか

8：期限内に必要な報告書類（事業計画書、業務報告書、事業報告書等）を市に提出しているか

所管
課評
価

自己
評価

1：指定管理に関する経費と団体の経費を区別して管理しているか

3 2505評価 0

1 0

2：指定管理業務専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理処理を行っているか

5：事業計画に基づき、適正に支出しているか

4

14：災害等緊急時の連絡体制を確立しているか

12：災害等緊急時に備えた職員の指導及び訓練を実施しているか

9：市に対して必要な事項を適宜報告し、情報の共有を行っているか

15：災害等緊急時に備え、必要とされる保険に加入しているか

3：必要な内容・頻度で教育・研修を実施しているか
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3 3

個人情報保護 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

５　総合評価

備考

0評価 5 0 4 0 3

3.00

44
0
2
42

21 2 0 1

関係法令を遵守されているとともに、職員の資質向上にむけた指導がなされており、月次報告及び緊急的な案件が発生した際
の報告についても適切に処理されており、迅速な対応につながっている。

総合評価基準

所管課の評価
【必須項目】

合計点数
評価 5 0 4 0 3 21 2 0 1 0

0
2

総括Ⅰ～総括Ⅲの施設所管課の評
価結果に基づく総合評価
Ｓ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、１０点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ａ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、９点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ｂ評価：項目別評価に一つでも２点
があるもの

Ｃ評価：項目別評価に一つでも１点
があるもの

3.00

63
平均点数

合計点数

【特記事項】

改善が望まれる点
【必須項目】

特に評価される点
【必須項目】

15

総括Ⅱ

スポーツ等の大会、合宿の宿泊施設として積極的な受入れに取り組んでいるなど事業計画どおりに管
理運営が行われている。また、ＥＳＣＯ事業の効果が表れてきており、今後の運転管理次第では更なる
効果が見込めると考える。新型コロナウイルス感染症の影響により、収支は赤字となったが、お客様の
満足度は高いものと考える。

新型コロナウイルス感染症の拡大により、４月１９日より閉館している状況にある。地域経済や観光誘客
について、通常の状態に回復するまでに時間を要すると考えるが、感染の状況を的確に把握するととも
に、感染予防など必要な対策、経営シュミレーションを進めながら、施設運営を行う必要があると考え
る。

56

総括Ⅰ

項目数

５点

４点

３点

２点

１点

5
0

　 内　訳

3.11

0
0

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅲ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 63
平均点数 3.00

関係法令を遵守し、組織の人員体制の適正化を図った。求人難により調理員の欠員補充が進まず苦労したが、2月に採用する
ことができた。委託業務は例年どおり必要最小限とし、令和元(2019)年度からは、清掃員と夜間フロント員を直接雇用とした。
緊急時の危機管理マニュアルは最新版を配備して日常の訓練、指導を実施し、個人情報の管理も適正に漏洩しないように管
理している。所管課への月次報告は適切に実施し、トラブル等の報告も遅延なく行った。

18：個人情報の滅失、損傷及び漏えいの防止に努めているか

20：個人情報の保護に関する規定を整備しているか

16：災害等緊急時が発生した際に、市と連携を図り、適切な対応を実施したか

17：個人情報を業務の目的以外の目的で収集し、又は使用していないか。

平均点数

総括Ⅲ

134

総括Ⅰ～Ⅲ 総合評価

9.11
A

2118

項　目

63

16
0
0

5
0
0

0
0
21
0

00

3.00

19：市の承認なく、個人情報を第三者に提供していないか。

21：上記のほか、個人情報取扱特記事項に従い、適切に個人情報を管理しているか。
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第１5号様式

作成日
１　基本情報

施設名 № 45

指定管理者

指定期間 ～ 4 年目

施設所管課 部

２　サービス水準に関する評価
⑴　利用者数の状況

⑵　指定管理業務及び自主事業の実施状況（主なもの）

⑶　サービス水準に関する評価

基本事項 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

利用者対応 3 3

【必須項目】 3 3

4 4

4 4

4 4

4 4

指定管理業務 3 3

【必須項目】 4 4

3 3

3 3

（単位：人）

1回

所管
課評
価

毎日 毎日

1：施設の設置目的及び管理運営の基本方針を理解しているか

6：利用料金の徴収、減免を適切に実施しているか

10：利用者数の目標を達成しているか

評価基準

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

13：施設、設備の保守管理(点検・修繕)、定期清掃を計画的に実施しているか

3：施設及び設備の平等な利用が確保されているか

5：条例に基づき、施設の利用許可等を適切に実施しているか

4：職員の言葉遣い、態度、服装等の接遇は適切であるか

14：日常の清掃により、施設内が清潔に保たれているか

評価項目

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

2回

13事業 19事業

合計（計画・目標値） (42,000) (41,400) (41,400) (41,400) (41,400)

備考
H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

2回

いい風呂の日イベント、ガラポン大会、手芸教室等

日常清掃、定期清掃

配管定期洗浄消毒

消防設備点検

振興事業 9事業

定期点検（ 1 回/年） 1回 1回 1回

法定・定期点検（ 1・2・6回/年）  1・2・6回  1・2・6回  1・2・6回

清掃業務 毎日 毎日

 1・2・6回

法定点検（ 2 回/年） ２回 2回

合計 40,384 38,482 45,728 49,165 0 43,440

1,528

34,900 33,598 39,688 43,048

1,220 1,559 1,7771,554

区分
H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

平均 前年度からの増減理由等
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

公益財団法人かしわざき振興財団

市民生活 西山町事務所

大崎温泉雪割草の湯

令和元（2019）年度　指定管理者モニタリングシート
令和2（2020）年５月29日

2：施設の公共性及び公平性が保たれているか

37,809 集客活動、イベント実施の効果

利用者数（小人） 3,930 3,664 4,481 4,340 4,104

利用者数（大人）

利用者数（幼児）

夜間機械警備毎日 毎日 毎日

19事業

区分
H28年度

平成28年4月1日

機械設備点検　詳細は事業報告書に記載

警備業務 毎日

7：分かりやすい案内及び十分な情報提供に努めているか（館内表示、ホームページの活用等）

9：意見、苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応しているか

8：意見、苦情、要望等を聞く体制を設けているか（アンケート実施、意見箱の設置等）

11：事業計画書に沿った事業を実施しているか

12：サービス向上、利用促進につながる具体的な取組を実施しているか

自己
評価

令和3年3月31日
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3 3

4 4

4 3

4 3

その他

【任意項目】 4 4

4 4

3 3

自主事業

― ―

― ―

― ―

３　収支等に関する評価

指定管理料

使用料・利用料

食事料

その他

小計

（予算）

人件費

消耗品費

光熱水費

修繕費

委託料

賃借料

食材費

売店商品仕入費

その他

小計

（予算）

差引

（予算）

⑵　自主事業の収支状況

30△ 3,762 △ 100

合計点数 71

△ 3,552

0

3年目

施設利用者の増については、夏季の海水浴客の他、集客方法を工夫し、リピーターを呼び込むための手法を取り入れている。
（①ゆうぎとの連携（ゆうぎ利用者は半額）②和島オートキャンプ場との連携（チケット販売）③ガラポンチケット抽選）また、新型
コロナウイルス感染症の拡大の影響も心配されたが、目標値を達成し、大きく評価できる。
施設の適正かつ安全な維持管理に努め、利用者の意見等を積極的に取り入れ、改善に努めていることについても、次年度以
降の利用者の確保に繋がると考えられる。

R1年度

14,070

010213384

4 10 3 11 2 0 1 0
合計点数

評価 05

3.48

平均点数 3.38

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
H29年度

（単位：千円）

1,525 1,226

16,032

143,184

28,027

822

3,557

1,778

828 408 642 2,700

1,805 3,440 3,474 12,276

1,648 1,807

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

【該当の場合、
必須項目】

16：必要な修繕を適切に実施しているか

施設の効用を最大限に発揮し、利用促進等につながる自主事業を実施したか

自主事業の実施により、指定管理業務を妨げていないか

15：施設敷地内の保安、警備を適切に実施し、事件、事故等の未然防止に努めているか

利用者の増加

自主事業の実施に関して、安全性及び補償体制が確保されていたか

13,202 売店収入の減少

34,389 32,636

20,031

利用者の増加

6,579 6,533 7,400

1,275

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

利用者の増加

4,677 4,432 5,508 5,414

(39,980) (40,404) (40,404) (201,551)

1,904 7,137

施設の老朽化に伴う修繕の増加

リネン経費の増加

(62)

146,736

売店収入減少のため

食事メニューの工夫により減少

（単位：千円）

2,026 1,846 2,028 2,264 8,164 消費税の増加

38,151

(40,373) (40,260) (201,297)(40,373) (40,373)

収
入

支
出

11,242 11,162 12,648 12,761 47,813

(39,918)

37,302

37,332 38,827 0

032,736

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
1年目 2年目

⑴　指定管理業務の収支状況
H30年度 R2年度

58,307 正：１人、非：７人

5,197

280 0

1,263

38,547

区分
H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

(40,404) (40,359)

3年目 4年目 5年目

1,119 1,360 4,897

(31) (31) (31) (99) (254)

1,171

17,729 68,099 利用者の増加

13,155 14,317 14,803

5

4年目 5年目

7,515

3,480 3,530 3,530 3,530

3,456 2,923 3,425 3,398

2年目1年目
区分

H28年度

16,211 15,021 19,138

収
支

1,155

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

所管課の評価
【必須項目】

73

新型コロナウィルス感染症拡大の影響がありながらも、利用者数は目標を大きく達成しました。他施設や関連団体と連携し、割
引サービスなどを実施したことやイベントの実施が集客に繋がりました。また、日常の取り組みとして、お客様とのコミュニケー
ションに重点を置き営業しました。

平均点数

【
総
括
Ⅰ

】

17：備品台帳を整備し、備品等を適切に保管・管理しているか

18：市と指定管理者の備品等を明確に区別しているか

利用者等に必要な情報を的確に周知しているか

地元住民、関係団体等との連携に取り組んでいるか

環境への配慮がなされているか（省エネルギー、CO2削減等）

自主事業がある場合は必須項目

評価

R2年度
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自主事業収入

自主事業支出

差引

⑶　収支等に関する評価

会計管理 4 4

収支計画 3 3

収支の改善 ― ―

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】

４　実施体制に関する評価

法令順守【必須】 3 3

人員体制 3 3

【必須項目】 3 3

外部委託 3 3

【必須項目】 3 3

報告等 3 3

【必須項目】 4 4

3 3

4 4

4 4

3 3

4：利用料金の徴収及び現金管理等を適切に実施しているか

3：指定管理業務と自主事業を区別して適切に管理しているか（自主事業がある場合）

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

5 0 4 1 3

11：災害等緊急時の対応計画・マニュアルを作成しているか

評価基準

1：関係法令等を遵守しているか

7：点検、修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか

4 2

10：市又は関係団体等との連絡調整を適切に行っているか

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

評価 0

0 0 0 0 00

収
支

0

評価項目

評価項目

評価基準

自己
評価

所管
課評
価

所管課の評価
【必須項目】

合計点数 16
平均点数 3.20

指定管理に関する経費は専用の口座で管理し、公益法人会計に則り適切に管理されている。
利用者の増加に伴い、消耗品費や光熱水費の増加は見られる。また、施設の老朽化による修繕費も増加している。
食事メニューの創意工夫より、食材費を削減出来たことは評価出来る。
新型コロナウイルス感染症拡大による影響も心配されたが、経費の削減努力により、収支全体では、276千円の黒字となり、安
定した経営に繋がった。

収
支
等
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅱ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 16
平均点数 3.20

指定管理に関わる経費は専用の口座で管理しています。公益法人会計に則り適切に管理しています。
利用者の増加に伴い、費用が増加しましたが、光熱水費をはじめ費用削減には重点的に取り組みました。
食事料収入は増加しましたが、メニューを工夫することなどで食材費は前年度に対して削減することができました。

010

6：収入増加又は経費縮減につながる具体的な取組を実施しているか

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

トラブル、事件、
事故、災害等緊
急時

2：必要な人員（人数・有資格者等）を適切に配置しているか

4：業務の全部又は主たる業務を第三者に委託していないか

5：事前に市の承認を受け、外部委託を実施しているか

6：業務日誌等を適切に作成・保管しているか

8：期限内に必要な報告書類（事業計画書、業務報告書、事業報告書等）を市に提出しているか

所管
課評
価

自己
評価

0

1：指定管理に関する経費と団体の経費を区別して管理しているか

3 2405評価 1

1 0

2：指定管理業務専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理処理を行っているか

5：事業計画に基づき、適正に支出しているか

4

9：市に対して必要な事項を適宜報告し、情報の共有を行っているか

3：必要な内容・頻度で教育・研修を実施しているか

3 -63-



3 3

3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

個人情報保護 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 3 3

3 3

５　総合評価

備考

0評価 5 0 4 3 3

3.13

49
0
12
37

20 2 0 1

施設や設備修繕については、台帳管理の他、機器等に直接シール等を貼付し、修繕履歴が一目で分かるよう工夫されてい
る。
市や関係機関と常に情報共有に努め、連絡調整を適切に行っていることが評価出来る。

総合評価基準

所管課の評価
【必須項目】

合計点数
評価 5 0 4 3 3 20 2 0 1 0

0
8

総括Ⅰ～総括Ⅲの施設所管課の評
価結果に基づく総合評価
Ｓ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、１０点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ａ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、９点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ｂ評価：項目別評価に一つでも２点
があるもの

Ｃ評価：項目別評価に一つでも１点
があるもの

3.20

72
平均点数

合計点数

飲食の提供に関する管理は適正に行われているか

【特記事項】

改善が望まれる点
【必須項目】

特に評価される点
【必須項目】

16

総括Ⅱ

温泉施設であることから、リピーターが飽きないようにイベントや企画、食事メニュー等を工夫しており、
また、常に利用客の要望や意見を傾聴し、サービスの改善に取り組んでいる点を特に評価する。

入浴施設であり、食事提供もしていることから、引き続き衛生管理の徹底に努めてほしい。また、利用者
から喜ばれるサービスを心掛け、新規利用者の開拓を研究してほしい。
今後も新型コロナウイルス感染症拡大による影響も懸念されることから、引き続き市との連携も含め、適
正な施設運営をお願いしたい。

71

総括Ⅰ

項目数

５点

４点

３点

２点

１点

4
0

　 内　訳

3.38

0
0

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅲ

】

トラブル、事件、
事故、災害等緊
急時

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 72
平均点数 3.13

修繕箇所には、修繕の記録をシールで張り、機器等の修繕履歴が分かるように管理しました。
柏崎市及び関係機関との連絡調整を行うことで、安定した施設管理と地域振興を図りました。

18：個人情報の滅失、損傷及び漏えいの防止に努めているか

13：災害等緊急時に必要な設備及び備品の日常的な点検を実施しているか

20：個人情報の保護に関する規定を整備しているか

公衆浴場等に関係する法令に適合するよう管理しているか

16：災害等緊急時が発生した際に、市と連携を図り、適切な対応を実施したか

17：個人情報を業務の目的以外の目的で収集し、又は使用していないか。

平均点数

総括Ⅲ

159

総括Ⅰ～Ⅲ 総合評価

9.71
A

2321

項　目

72

13
0
0

5
0
1

0
3
20
0

00

3.13

14：災害等緊急時の連絡体制を確立しているか

12：災害等緊急時に備えた職員の指導及び訓練を実施しているか

19：市の承認なく、個人情報を第三者に提供していないか。

21：上記のほか、個人情報取扱特記事項に従い、適切に個人情報を管理しているか。

15：災害等緊急時に備え、必要とされる保険に加入しているか
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第１5号様式

作成日
１　基本情報

施設名 № 46

指定管理者

指定期間 ～ 5 年目

施設所管課 部 課

２　サービス水準に関する評価
⑴　利用者数の状況

⑵　指定管理業務及び自主事業の実施状況（主なもの）

⑶　サービス水準に関する評価

基本事項 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

4 4

利用者対応 3 3

【必須項目】 3 3

4 4

4 4

4 4

2 2

指定管理業務 3 3

【必須項目】 3 4

消防設備点検

受水槽清掃業務

所管
課評
価

毎日 毎日 毎日

1：施設の設置目的及び管理運営の基本方針を理解しているか

6：利用料金の徴収、減免を適切に実施しているか

10：利用者数の目標を達成しているか

評価基準

法定点検（ 2 回/年）

法定点検（ １回/年）

2回

1回

2回 2回 2回 2回

1回 1回 1回 1回

（単位：人）

24回

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

3：施設及び設備の平等な利用が確保されているか

5：条例に基づき、施設の利用許可等を適切に実施しているか

4：職員の言葉遣い、態度、服装等の接遇は適切であるか

評価項目

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

２種類

6回

5事業 6事業

合計（計画・目標値） (11,000) (11,220) (11,444) (11,672) (11,905)

備考
H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

２種類 ２種類

郷土料理体験教室、星空観察会、秋まつりほか

夜間機械警備

合併処理施設保守点検

体験教室

振興事業（イベント） 7事業

定期点検（24回/年） 24回 24回 24回 24回

定期点検（6回/年） 6回 6回 6回

警備業務 毎日 毎日

6回

振興事業(体験教室) ４種類 ４種類

合計 11,825 10,165 10,551 11,200 11,166 10,981

679

その他 3,770 2,476 3,040 3,057 2,887 3,046 酒類販売の休止

5,988 5,886 5,946 6,202 6,689

858 706 699 709422

区分
H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

平均 前年度からの増減理由等
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

公益財団法人　かしわざき振興財団

市民生活 西山町事務所

西山自然体験交流施設(ゆうぎ）

令和元（2019）年度　指定管理者モニタリングシート
令和2（2020）年5月20日

2：施設の公共性及び公平性が保たれているか

6,142 広告宣伝の効果

加工体験講座 1,645 945 859 1,242 881 1,114 子供会利用の減少

キャンプ施設

バーベキュー

日常清掃・清掃委託業務適宜 適宜 適宜

5事業

区分
H27年度

平成27年4月1日

自家用電気工作物保安管理業務

清掃業務 適宜 適宜

6事業

7：分かりやすい案内及び十分な情報提供に努めているか（館内表示、ホームページの活用等）

9：意見、苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応しているか

8：意見、苦情、要望等を聞く体制を設けているか（アンケート実施、意見箱の設置等）

11：事業計画書に沿った事業を実施しているか

12：サービス向上、利用促進につながる具体的な取組を実施しているか

自己
評価

令和2年3月31日
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4 4

4 4

3 3

3 3

4 3

4 3

その他

【任意項目】 4 4

3 3

自主事業

― ―

― ―

― ―

３　収支等に関する評価

指定管理料

使用料

体験施設受講料

その他（売店・イベント他）

小計

（予算）

人件費

消耗品費

光熱水費

修繕費

委託料

賃借料

その他

振興事業費

小計

（予算）

差引

（予算）

⑵　自主事業の収支状況

746 723 729 776 860 3,834

3,247 3,374 3,917 3,459 3,535 17,532

△ 1,219724 432

合計点数 67

1,516

0

3年目

利用者数については、広告宣伝効果もあり利用者増に繋がったが、子供会利用の減少及び木工体験の未開催により、全体と
しては前年比減となった。今後もキャンプ施設集客方法の工夫や改善を講じ、利用者の増に努めてほしい。また、施設の清掃
や設備衛生管理については、屋外施設等もあることから、引き続き利用者の使いやすい、過ごしやすい施設づくりを行ってほし
い。木工体験のインストラクター確保のための情報収集と人材確保に努めていただきたい。職員の応対や、接遇については、
利用者からの意見や要望に積極的に対応していることから、利用者からの感謝の声も多く届いており、高く評価出来る。

H30年度

45,000

011211384

4 9 3 10 2 1 1 0
合計点数

評価 05

3.40

平均点数 3.35

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
H28年度

（単位：千円）

3,126 3,025

7,273

115,894

3,166 17,684 小売り電力事業者の変更

1,714 151 876 136

(21,330) (21,550) (21,774) (108,891)

サ
ー

ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

【該当の場合、
必須項目】

13：施設、設備の保守管理(点検・修繕)、定期清掃を計画的に実施しているか

16：必要な修繕を適切に実施しているか

施設の効用を最大限に発揮し、利用促進等につながる自主事業を実施したか

自主事業の実施により、指定管理業務を妨げていないか

14：日常の清掃により、施設内が清潔に保たれているか

15：施設敷地内の保安、警備を適切に実施し、事件、事故等の未然防止に努めているか

子供会利用の減少

自主事業の実施に関して、安全性及び補償体制が確保されていたか

4,353

22,954 22,706

3,247

3,714 3,621 3,735

3,092

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

(△ 104)

114,378

指定管理終了に伴う費用の増加

370

（単位：千円）

1,955 1,659 1,422 1,503 1,266 7,805
体験教室講師謝礼、イベント
用消耗品、広告掲載料他

22,230

(21,598) (21,624) (107,727)(21,498) (21,573)

収
入

支
出

759 498 479 662 429 2,827

9,950

(21,434)

23,826

22,607 22,924 24,703

23,97522,274

⑴　指定管理業務の収支状況
H29年度 R1年度

44,419 正：１人、非：４人

4,244 16,816

851 728

681

22,073

(22,002) (22,235)

748 573 584 3,041

(52) (201) (404) (611) (1,164)

3,329

12,278 14,330 63,714

9,040 9,307 8,849

5

4年目 5年目

3,448

9,000 9,000 9,000 9,000 9,000

821 809 850 929 944

2年目1年目
区分

H27年度

12,374 12,399 12,333

収
支

455

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

所管課の評価
【必須項目】

68

施設の清掃、環境整備については、外部への委託のみならず職員も日々巡回と清掃、整備を行っています。施設の清潔さに
はお客様からも定評があります。また、お客様からのご意見にはスピード感をもって対応いたしました。
利用者数につきましては、集客活動を積極的に行ったものの目標を達成できませんでした。
木工体験につきましては、インストラクターの確保ができず実施できませんでした。

平均点数

【
総
括
Ⅰ

】

17：備品台帳を整備し、備品等を適切に保管・管理しているか

18：市と指定管理者の備品等を明確に区別しているか

利用者等に必要な情報を的確に周知しているか

環境への配慮がなされているか（省エネルギー、ＣＯ２削減等）

自主事業がある場合は必須項目

評価
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自主事業収入

自主事業支出

差引

⑶　収支等に関する評価

会計管理 4 4

収支計画 3 3

収支の改善 ― ―

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】

４　実施体制に関する評価

法令順守【必須】 3 3

人員体制 3 3

【必須項目】 3 3

外部委託 3 3

【必須項目】 3 3

報告等 3 3

【必須項目】 4 4

3 3

4：利用料金の徴収及び現金管理等を適切に実施しているか

3：指定管理業務と自主事業を区別して適切に管理しているか（自主事業がある場合）

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

5 0 4 1 3

評価基準

1：関係法令等を遵守しているか

7：点検、修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか

4 2

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

評価 0

0 0 0 0 00

収
支

0

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
1年目 2年目

区分
H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

3年目 4年目 5年目

評価項目

評価項目

評価基準

自己
評価

所管
課評
価

所管課の評価
【必須項目】

合計点数 16
平均点数 3.20

指定管理に関する経費は、専用の口座で管理し、公益法人会計に則り適切に管理されている。
収入面では、体験施設受講料は、子供会利用の減少により減少したが、施設の宣伝効果によりキャンプ施設使用料は増加し
ている。支出面では、小売り電力事業者を変更し、光熱水費の削減に努めたことは評価できる。
指定管理業務終了に伴う経費の増額については、やむを得ないと考える。
新型コロナウイルス感染症拡大による影響も心配されたが、経費の削減努力により収支全体では、725千円の黒字となり、協
定で定めている水準のサービスが提供されている。

収
支
等
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅱ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 16
平均点数 3.20

指定管理に関わる経費は専用の口座で管理しています。公益法人会計に則り適切に管理しています。利用者の増加、指定管
理終了に伴う費用が増加しましたが、光熱水費の削減など、最大限に取り組みを行いました。

010

6：収入増加又は経費縮減につながる具体的な取組を実施しているか

R1年度

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

2：必要な人員（人数・有資格者等）を適切に配置しているか

4：業務の全部又は主たる業務を第三者に委託していないか

5：事前に市の承認を受け、外部委託を実施しているか

6：業務日誌等を適切に作成・保管しているか

8：期限内に必要な報告書類（事業計画書、業務報告書、事業報告書等）を市に提出しているか

所管
課評
価

自己
評価

0

1：指定管理に関する経費と団体の経費を区別して管理しているか

3 2405評価 1

1 0

2：指定管理業務専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理処理を行っているか

5：事業計画に基づき、適正に支出しているか

4

3：必要な内容・頻度で教育・研修を実施しているか
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4 4

4 4

3 3

3 3

3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

個人情報保護 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 2 2

５　総合評価

備考

0評価 5 0 4 3 3

3.09

47
0
12
33

18 2 1 1

関係法令を遵守し、人員体制、各種報告についても適切に行われている。特に点検や修繕においては、台帳管理だけでなく、
設備や機器本体に修繕等記録を貼付するなど管理方法を工夫している。
緊急案件や災害時の対処も含め、迅速に対応出来るような体制が取られていること、また、市や関係機関と常に情報共有に
努め、連絡調整を適切に行っていることが評価出来る。
インストラクターが確保出来ず、木工体験が出来ない点は、施設を有効利用していない点からも、早急に対応をお願いする。

総合評価基準

所管課の評価
【必須項目】

合計点数
評価 5 0 4 3 3 18 2 1 1 0

0
8

総括Ⅰ～総括Ⅲの施設所管課の評
価結果に基づく総合評価
Ｓ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、１０点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ａ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、９点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ｂ評価：項目別評価に一つでも２点
があるもの

Ｃ評価：項目別評価に一つでも１点
があるもの

3.20

68
平均点数

合計点数

11：災害等緊急時の対応計画・マニュアルを作成しているか

10：市又は関係団体等との連絡調整を適切に行っているか

【特記事項】

改善が望まれる点
【必須項目】

特に評価される点
【必須項目】

16

総括Ⅱ

施設内外の美化、整備に関しては、日頃の維持管理が適切に行われており、また、職員の接遇面も定
評があること、また、利用者からの意見等に迅速に対処するなど、利用者へのサービス目線での対応に
ついて高く評価する。

木工体験については、施設設備も完備していることから、引き続きインストラクターの確保について、早
急に情報収集し、整備をお願いする。
今後も新型コロナウイルス感染症拡大による影響も懸念されることから、引き続き市との連携も含め、適
正な施設運営をお願いしたい。

67

総括Ⅰ

項目数

５点

４点

３点

２点

１点

4
0

　 内　訳

3.35

0
2

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅲ

】

トラブル、事件、
事故、災害等緊
急時

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 68
平均点数 3.09

修繕箇所には、修繕の記録をシールで張り、機器等の修繕履歴が分かるように管理しました。
柏崎市及び関係機関との連絡調整を行うことで、安定した施設管理と地域振興を図りました。

18：個人情報の滅失、損傷及び漏えいの防止に努めているか

13：災害等緊急時に必要な設備及び備品の日常的な点検を実施しているか

20：個人情報の保護に関する規定を整備しているか

食品加工・陶芸等の体験講座が適切に実施されているか

16：災害等緊急時が発生した際に、市と連携を図り、適切な対応を実施したか

17：個人情報を業務の目的以外の目的で収集し、又は使用していないか。

平均点数

総括Ⅲ

151

総括Ⅰ～Ⅲ 総合評価

9.64
B

2220

項　目

68

11
1
0

5
0
1

0
3
18
1

00

3.09

14：災害等緊急時の連絡体制を確立しているか

12：災害等緊急時に備えた職員の指導及び訓練を実施しているか

9：市に対して必要な事項を適宜報告し、情報の共有を行っているか

19：市の承認なく、個人情報を第三者に提供していないか。

21：上記のほか、個人情報取扱特記事項に従い、適切に個人情報を管理しているか。

15：災害等緊急時に備え、必要とされる保険に加入しているか
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第１5号様式

作成日
１　基本情報

施設名 № 47-61

指定管理者

指定期間 ～ 4 年目

施設所管課 課

２　サービス水準に関する評価
⑴　利用者数の状況

⑵　指定管理業務及び自主事業の実施状況（主なもの）

⑶　サービス水準に関する評価

基本事項 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

利用者対応 3 3

【必須項目】 3 3

4 4

4 3

3 3

3 3

指定管理業務 3 3

【必須項目】 3 4

3 3

4 3

4 4

4 4

3 3

4 3

（単位：人）

一覧表

所管
課評
価

1：施設の設置目的及び管理運営の基本方針を理解しているか

6：利用料金の徴収、減免を適切に実施しているか

10：利用者数の目標を達成しているか

評価基準

サ
ー

ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

13：施設、設備の保守管理(点検・修繕)、定期清掃を計画的に実施しているか

3：施設及び設備の平等な利用が確保されているか

16：必要な修繕を適切に実施しているか

5：条例に基づき、施設の利用許可等を適切に実施しているか

4：職員の言葉遣い、態度、服装等の接遇は適切であるか

14：日常の清掃により、施設内が清潔に保たれているか

15：施設敷地内の保安、警備を適切に実施し、事件、事故等の未然防止に努めているか

評価項目

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

一覧表

合計（計画・目標値） (582,650) (589,550) (596,150) (602,650) (615,950)

備考
H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

一覧表

別紙2参照

別紙1参照

修繕実績 一覧表 一覧表 一覧表

体育施設業務 一覧表 一覧表

その他の施設 160,765 179,354 187,635 168,004 173,940

合計 616,381 631,430 638,756 597,892 0 447,175 R元年度の月別内訳は別紙４参照

43,792

武道館 23,546 22,265 22,045 19,976 21,958

217,787 217,563 223,766 212,665

44,211 48,346 41,08941,522

区分
H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

平均 前年度からの増減理由等
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

公益財団 かしわざき振興財団

教育委員会 スポーツ振興

体育施設（１５施設）

令和元（2019）年度　指定管理者モニタリングシート
令和2（2020）年5月29日

2：施設の公共性及び公平性が保たれているか

217,945

アクアパーク 172,761 168,037 156,964 156,158 163,480

総合体育館

スポーツハウス

区分
H28年度

平成28年4月1日

7：分かりやすい案内及び十分な情報提供に努めているか（館内表示、ホームページの活用等）

17：備品台帳を整備し、備品等を適切に保管・管理しているか

18：市と指定管理者の備品等を明確に区別しているか

9：意見、苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応しているか

8：意見、苦情、要望等を聞く体制を設けているか（アンケート実施、意見箱の設置等）

11：事業計画書に沿った事業を実施しているか

12：サービス向上、利用促進につながる具体的な取組を実施しているか

自己
評価

令和3年3月31日
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その他

【任意項目】 3 3

3 3

自主事業

― ―

― ―

― ―

３　収支等に関する評価

指定管理料

公益事業収益

収益事業収益

その他

小計

（予算）

公益事業費

収益事業費

その他

小計

（予算）

差引

（予算）

⑵　自主事業の収支状況

自主事業収入

自主事業支出

差引

△ 80420,194 1,368

合計点数 64

26,921 R元年度の施設別内訳は別紙５参照

0

3年目

年間の利用者数は前年比93.6％と減少しているが、R2（2020）2月末時点では前年比99.0％とほぼ同水準であったことから、減
少の要因は新型コロナウイルスの影響であると考えている。少子高齢社会の中で、児童生徒の運動への興味を高めるための取
組（アイスリンクの光による演出（エキサイトタイム）の充実、ダンス大会の新規実施等）と健康志向の高まる中高年向けの取組
（スポーツ教室の新規メニュー導入、パワーリハビリの実施等）を、積極的に並行展開している点は評価できる（設問12）。防犯カ
メラの新設・増設（設問15）やアクアパーク・総合体育館で英語表記案内板を設置（設問7）するなど、利用者が安心して利用でき
る体制づくりにも力を入れている。また、どの体育施設も老朽化が進む中、日常的なメンテナンスや適時適切な点検・修理に注
力し、2020東京オリパラを視野に積極的な施設維持修繕を実施してきた点（設問16）も評価できる。

R1年度

1,337,476

010216344

4 6 3 14 2 0 1 0
合計点数

評価 05

3.30

平均点数 3.20

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
H29年度

（単位：千円）

444,839

1,892,628

0

(474,299) (474,352) (470,206) (1,893,310)

サ
ー

ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

【該当の場合、
必須項目】

施設の効用を最大限に発揮し、利用促進等につながる自主事業を実施したか

自主事業の実施により、指定管理業務を妨げていないか

0 0

自主事業の実施に関して、安全性及び補償体制が確保されていたか

0

476,241 472,367

0

0 0 0

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

0

(13)

1,865,707

収
支

0

（単位：千円）

0

456,047

(478,762) (1,903,321)(478,350) (471,923)

収
入

支
出

14,025 13,647 13,005 14,871 55,548

(474,286)

470,981

470,177 473,843 0

0470,999

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
1年目 2年目

⑴　指定管理業務の収支状況
H30年度 R2年度

1,821,513

0

6,163 0

10,614

467,680

区分
H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

(474,453)

3年目 4年目 5年目

11,114 11,258 44,194

(△ 3,998) (△ 1,717) (△ 4,309) (0) (△ 10,011)

123,522 499,604

460,385 459,867 456,422

5

4年目 5年目

333,650 333,650 333,650 336,526

2年目1年目
区分

H28年度

128,566 125,070 122,446

収
支

11,208

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

所管課の評価
【必須項目】

66

体育施設全体の利用で前年に比べ約41,000人の減少となりました。これは新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽによる影響により、3月の利用者数は
対前年度32.9％となり、利用者数の落ち込みが顕著でした。ｱｸｱﾊﾟｰｸでは大規模改修の影響はあったものの、ｳｫｰﾀｰｽﾗｲﾀﾞｰの
復活や暖冬による少雪の影響でｱｲｽﾘﾝｸの利用が増加しました。水球ｾﾙﾋﾞｱ代表の事前合宿の受入れをはじめｵﾘﾝﾋﾟｯｸに向け
た関連事業への協力に努めました。また、ｱｸｱﾊﾟｰｸのﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室では引き続き市のﾊﾟﾜｰﾘﾊﾋﾞﾘ事業を受託して更なる市民の健
康作りや利用者増に努めました。市スポーツ振興課、柏崎観光協会、当財団の三者による「ｽﾎﾟｰﾂ合宿誘致推進連絡協議会」
において、スポーツ施設と宿泊施設の連携により合宿誘致を強化するとともにシティセールスに取り組みました。

平均点数

【
総
括
Ⅰ

】

ホームページやSNS等を使って誘客や施設の周知を図る取組みを行っているか

環境への配慮がなされているか（省エネルギー、ＣＯ２削減等）

自主事業がある場合は必須項目

評価

R2年度

0
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⑶　収支等に関する評価

会計管理 4 3

収支計画 4 3

収支の改善 ― ―

【必須項目】 4 3

3 3

4 3

その他

【任意項目】 4 4

４　実施体制に関する評価

法令順守【必須】 3 3

人員体制 3 3

【必須項目】 4 3

外部委託 3 3

【必須項目】 3 3

報告等 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

【必須項目】 3 3

3 3

4 4

4：利用料金の徴収及び現金管理等を適切に実施しているか

3：指定管理業務と自主事業を区別して適切に管理しているか（自主事業がある場合）

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

5 0 4 1 3

11：災害等緊急時の対応計画・マニュアルを作成しているか

評価基準

1：関係法令等を遵守しているか

7：点検、修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか

5 2

10：市又は関係団体等との連絡調整を適切に行っているか

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

評価 0

評価項目

評価項目

評価基準

自己
評価

所管
課評
価

所管課の評価
【必須項目】

合計点数 19
平均点数 3.17

記録的な暖冬・少雪が経費削減に大きく寄与したことは間違いないが、新型コロナウイルス感染防止のため体育施設の利用自
粛があった状況で、年間収入が増加し収支もプラスの転じさせたことは評価できる。

収
支
等
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅱ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 23
平均点数 3.83

新型コロナウイルスの影響により3月の利用料収入は前年の34％となりましたが、年間では対前年104.4％となり、支出も近年稀
にみる暖冬少雪による除雪費や光熱水費の削減等が図られ収支状況が改善されました。

010

6：収入増加又は経費縮減につながる具体的な取組を実施しているか

収入増加又は経費縮減につながる取組を実施し、収支の改善等成果があったか

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

トラブル、事件、
事故、災害等緊
急時

13：災害等緊急時に必要な設備及び備品の日常的な点検を実施しているか

16：災害等緊急時が発生した際に、市と連携を図り、適切な対応を実施したか

2：必要な人員（人数・有資格者等）を適切に配置しているか

4：業務の全部又は主たる業務を第三者に委託していないか

5：事前に市の承認を受け、外部委託を実施しているか

6：業務日誌等を適切に作成・保管しているか

8：期限内に必要な報告書類（事業計画書、業務報告書、事業報告書等）を市に提出しているか

所管
課評
価

自己
評価

1：指定管理に関する経費と団体の経費を区別して管理しているか

3 2105評価 5

1 0

2：指定管理業務専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理処理を行っているか

5：事業計画に基づき、適正に支出しているか

4

14：災害等緊急時の連絡体制を確立しているか

12：災害等緊急時に備えた職員の指導及び訓練を実施しているか

9：市に対して必要な事項を適宜報告し、情報の共有を行っているか

15：災害等緊急時に備え、必要とされる保険に加入しているか

3：必要な内容・頻度で教育・研修を実施しているか
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個人情報保護 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 4 4

５　総合評価

備考

0評価 5 0 4 3 3

3.09

48
0
7
41

19 2 0 1

安定的な施設運営を図るため、多岐にわたり実施体制がとられていることは評価できる。R元（2019）.6.18に発生した地震により
津波注意報が発令された時には、高台にある総合体育館を目指して避難行動をとった市民に対し、スポーツ振興課と速やかに
連絡・情報共有により臨機な対応をとることができた（設問16）。また、市、観光協会と連携して誘客促進を進めている「ｽﾎﾟｰﾂ合
宿誘致推進連絡協議会」では、少ないながらも新規顧客の獲得につながっており、誘致活動を通してシティセールスにも貢献し
ている（任意項目）。

総合評価基準

所管課の評価
【必須項目】

合計点数
評価 5 0 4 2 3 20 2 0 1 0

0
4

総括Ⅰ～総括Ⅲの施設所管課の評
価結果に基づく総合評価
Ｓ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、１０点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ａ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、９点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ｂ評価：項目別評価に一つでも２点
があるもの

Ｃ評価：項目別評価に一つでも１点
があるもの

3.17

68
平均点数

合計点数

【特記事項】

改善が望まれる点
【必須項目】

特に評価される点
【必須項目】

19

総括Ⅱ

体育施設は全般的に老朽化が進んでいるが、施設数も多く抜本的な改修が追い付いていないことは否
めないが、そうした状況下でも安定的に運営している点は高く評価できる。市民のみなさんから安全・快
適に施設を利用してもらうためには、日常の点検や目配り・気配りが欠かせないため、この間の施設管
理で蓄えた知見を活かし、引き続き利用者ファーストの施設運営を心がけてほしい。

少子高齢社会が進行する中、心身の健康維持や活発な地域づくりに、スポーツに求められる役割は大
きいものがある。運動離れが心配される児童生徒の健全育成、健康志向の高まる中高年のニーズへの
的確な対応など、世代ごとに要求される課題は多岐にわたる。新たな視点での事業メニューの提案・提
供を行うとともに、安定的な施設運営と更なる改善を継続し、より親しまれる体育施設になるよう努めて
ほしい。

64

総括Ⅰ

項目数

５点

４点

３点

２点

１点

5
0

　 内　訳

3.20

0
0

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅲ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 69
平均点数 3.14

危機管理ﾏﾆｭｱﾙに則り、防火対象施設においては法令で定められた消防訓練を年2回実施し、またＡＥＤの基本操作を含む心
肺蘇生訓練をするなど職員及び現場ｽﾀｯﾌの危機管理意識の向上に努めました。また、情報の公開や個人情報の保護の観点
からもﾃﾞｰﾀ管理の徹底を図りました。今後も、危機管理を徹底し、法令順守の徹底を図りながら公平性を保ち、公共性を維持し
ながら管理運営を実施してまいります。

18：個人情報の滅失、損傷及び漏えいの防止に努めているか

20：個人情報の保護に関する規定を整備しているか

関係団体等との継続的な連携強化の具体的な取組みを実施したか

17：個人情報を業務の目的以外の目的で収集し、又は使用していないか。

平均点数

総括Ⅲ

151

総括Ⅰ～Ⅲ 総合評価

9.46
A

2220

項　目

68

16
0
0

6
0
1

0
2
20
0

00

3.09

19：市の承認なく、個人情報を第三者に提供していないか。

21：上記のほか、個人情報取扱特記事項に従い、適切に個人情報を管理しているか。
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第１5号様式

作成日
１　基本情報

施設名 № 62

指定管理者

指定期間 ～ 1 年目

施設所管課 部 課

２　サービス水準に関する評価
⑴　利用者数の状況

⑵　指定管理業務及び自主事業の実施状況（主なもの）

⑶　サービス水準に関する評価

基本事項 3 3

【必須項目】 4 3

4 3

4 4

利用者対応 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

4 4

4 3

2 3

指定管理業務 3 3

【必須項目】 5 4

4 3

4 4

4 3

3 3

3 3

3 3

（単位：人）

所管
課評
価

1：施設の設置目的及び管理運営の基本方針を理解しているか

6：利用料金の徴収、減免を適切に実施しているか

10：利用者数の目標を達成しているか

評価基準

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

13：施設、設備の保守管理(点検・修繕)、定期清掃を計画的に実施しているか

3：施設及び設備の平等な利用が確保されているか

16：必要な修繕を適切に実施しているか

5：条例に基づき、施設の利用許可等を適切に実施しているか

4：職員の言葉遣い、態度、服装等の接遇は適切であるか

14：日常の清掃により、施設内が清潔に保たれているか

15：施設敷地内の保安、警備を適切に実施し、事件、事故等の未然防止に努めているか

評価項目

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

ロビーマルシェ

総合点検・外観機能点検

実施頻度は、業務内容による

実施頻度は、業務内容による

自主事業 １事業

定期清掃業務 １回/年～6回/年

機械警備保障業務

消防用設備点検業務 年２回

毎日

日常清掃業務 １回/日～１回/月

合計 76,848 0 0 0 0 76,848

合計（計画・目標値） (88,421) (88,521) (88,621) (88,721) (88,821)

備考
R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

R5年度
平均 前年度からの増減理由等

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

76,848

令和元（2019）年度　指定管理者モニタリングシート
令和2（2020）年5月18日

2：施設の公共性及び公平性が保たれているか

76,848

事業峻別により予算減のため
イベントを開催しないため、新
型コロナウィルス感染症によ
る利用減少のため

利用者数

月次点検、年次点検（受電・配電設備、非常用予備発電装置etc)

区分
R1年度

平成31年4月1日

ワークプラザ柏崎

公益社団法人　柏崎市シルバー人材センター

産業振興 商業観光

区分
R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

火災等の感知・通報、遠隔監視・緊急対応

自家用電気工作物保安管理業務 ２月/１回・年1回

7：分かりやすい案内及び十分な情報提供に努めているか（館内表示、ホームページの活用等）

17：備品台帳を整備し、備品等を適切に保管・管理しているか

18：市と指定管理者の備品等を明確に区別しているか

9：意見、苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応しているか

8：意見、苦情、要望等を聞く体制を設けているか（アンケート実施、意見箱の設置等）

11：事業計画書に沿った事業を実施しているか

12：サービス向上、利用促進につながる具体的な取組を実施しているか

自己
評価

令和6年3月31日
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その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

自主事業

5 4

4 3

5 3

３　収支等に関する評価

指定管理料

利用料金

その他

小計

（予算）

人件費

光熱水費

修繕費

委託料

その他

小計

（予算）

差引

（予算）

⑵　自主事業の収支状況

自主事業収入

自主事業支出

差引

960 0

合計点数 68

960

3

3年目

アンケートで７７％の人がスタッフの接客対応の良さを「満足」「やや満足」と回答している。
利用者数の目標は達成できなかったが、新型コロナウイルス感染症防止のため講座や会議のキャンセル、自粛が続いた影響
が大きい。
アンケートで７９％の人が施設の清潔度を「満足」「やや満足」と回答しているほか、新型コロナウイルス感染症予防による消毒
液の設置など迅速な対応をしていた。
自主事業についてアンケートで「野菜市もうれしい」との意見があり、利用促進につながっている。

R4年度

14,873

010216354

4 9 3 8 2 1 1 0
合計点数

1,553

8,566

(24,049) (24,049)

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

【該当の場合、
必須項目】

施設の効用を最大限に発揮し、利用促進等につながる自主事業を実施したか

自主事業の実施により、指定管理業務を妨げていないか

評価 05

3.67

平均点数 3.24

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
R2年度

（単位：千円）

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

4 0 0

自主事業の実施に関して、安全性及び補償体制が確保されていたか

23,673 0

8,566

0 0 4

1,553

(0)

22,713

収
支

180 180 ロビーマルシェ（野菜の無人販売）

（単位：千円）

1,450 1,450

22,713

0

収
入

支
出

315 315

(24,049)

0

0 0 0

00

5,734

23,673

5

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
1年目 2年目

⑴　指定管理業務の収支状況
R3年度 R5年度

5,734 正：１人　非：１人

0 0

0

区分
R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

5,410

(0) (0) (0) (0) (0)

8,485

(24,049)

4年目 5年目

14,873

2年目1年目
区分

R1年度

8,485

収
支

5,410

3年目 4年目 5年目

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

所管課の評価
【必須項目】

77

接客業の基本である親切丁寧な対応を心掛け、利用者の満足度の向上に努めた。
アンケート調査などは昨年まで郵送等、ご意見箱の設置をしていたが、今回は直接アンケート用紙を手渡しし、回答をいただい
たため昨年よりも多くの回答をいただいた。
そのうえで、ご意見で取り入れられるものについては直ぐに取り入れられるよう心掛けた。
ロビーマルシェを行い、利用者様へのサービス向上、利用促進につなげた。

平均点数

【
総
括
Ⅰ

】

自主事業がある場合は必須項目

評価

R5年度

176

ワークプラザ修繕費へ補填

176
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⑶　収支等に関する評価

会計管理 5 3

収支計画 5 3

収支の改善 5 3

【必須項目】 5 3

5 3

5 4

その他

【任意項目】

４　実施体制に関する評価

法令順守【必須】 3 3

人員体制 3 3

【必須項目】 3 3

外部委託 3 3

【必須項目】 3 3

報告等 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 4

4：利用料金の徴収及び現金管理等を適切に実施しているか

3：指定管理業務と自主事業を区別して適切に管理しているか（自主事業がある場合）

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

5 0 4 1 3

11：災害等緊急時の対応計画・マニュアルを作成しているか

評価基準

1：関係法令等を遵守しているか

7：点検、修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか

5 2

10：市又は関係団体等との連絡調整を適切に行っているか

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

評価 0

評価項目

評価項目

評価基準

自己
評価

所管
課評
価

所管課の評価
【必須項目】

合計点数 19
平均点数 3.17

担当者以外も確認を行い、適切に管理を行える体制を整えている。
削減できる経費を随時検証し、市に対して削減するための具体的な方法を提案をしている。

収
支
等
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅱ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 30
平均点数 5.00

担当者だけでなく、指定管理者として監査を行い、全体的には外部会計士にも確認をしてもらっている。
日ごろから経費節減を心掛け、委託費等の経費削減やロビーマルシェの開催により、修繕費経費縮小を行なった。
現金等は、複数のチェック体制を置き、間違いのないようにしている。

010

6：収入増加又は経費縮減につながる具体的な取組を実施しているか

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

トラブル、事件、
事故、災害等緊
急時

13：災害等緊急時に必要な設備及び備品の日常的な点検を実施しているか

16：災害等緊急時が発生した際に、市と連携を図り、適切な対応を実施したか

2：必要な人員（人数・有資格者等）を適切に配置しているか

4：業務の全部又は主たる業務を第三者に委託していないか

5：事前に市の承認を受け、外部委託を実施しているか

6：業務日誌等を適切に作成・保管しているか

8：期限内に必要な報告書類（事業計画書、業務報告書、事業報告書等）を市に提出しているか

所管
課評
価

自己
評価

1：指定管理に関する経費と団体の経費を区別して管理しているか

3 2065評価 0

1 0

2：指定管理業務専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理処理を行っているか

5：事業計画に基づき、適正に支出しているか

4

14：災害等緊急時の連絡体制を確立しているか

12：災害等緊急時に備えた職員の指導及び訓練を実施しているか

9：市に対して必要な事項を適宜報告し、情報の共有を行っているか

15：災害等緊急時に備え、必要とされる保険に加入しているか

3：必要な内容・頻度で教育・研修を実施しているか
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個人情報保護 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】

５　総合評価

備考

0評価 5 0 4 0 3

3.05

48
0
7
41

21 2 0 1

新型コロナウイルス感染症対策において、前例がない中で迅速かつ適切に対応している。

総合評価基準

所管課の評価
【必須項目】

合計点数
評価 5 0 4 1 3 20 2 0 1 0

0
5

総括Ⅰ～総括Ⅲの施設所管課の評
価結果に基づく総合評価
Ｓ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、１０点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ａ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、９点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ｂ評価：項目別評価に一つでも２点
があるもの

Ｃ評価：項目別評価に一つでも１点
があるもの

3.17

64
平均点数

合計点数

【特記事項】

改善が望まれる点
【必須項目】

特に評価される点
【必須項目】

19

総括Ⅱ

アンケートにおいて９９％の人が「今後も利用したい」と回答している。リピート率が高い施設であり、職員
の接遇の良さも好評を得ていることから、今後も同じように対応を続けていただきたい。

無し

68

総括Ⅰ

項目数

５点

４点

３点

２点

１点

5
0

　 内　訳

0
0

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅲ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 63
平均点数 3.00

市内関係団体と連絡を行い、市内の公共施設としての役割を考え管理を行っている。

18：個人情報の滅失、損傷及び漏えいの防止に努めているか

20：個人情報の保護に関する規定を整備しているか

17：個人情報を業務の目的以外の目的で収集し、又は使用していないか。

平均点数

総括Ⅲ

151

総括Ⅰ～Ⅲ 総合評価

9.45
A

2121

項　目

64

3.24

16
0
0

6
0
1

0
1
20
0

00

3.05

19：市の承認なく、個人情報を第三者に提供していないか。

21：上記のほか、個人情報取扱特記事項に従い、適切に個人情報を管理しているか。
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第１5号様式

作成日
１　基本情報

施設名 № 63

指定管理者

指定期間 ～ 4 年目

施設所管課 課

２　サービス水準に関する評価
⑴　利用者数の状況

⑵　指定管理業務及び自主事業の実施状況（主なもの）

⑶　サービス水準に関する評価

基本事項 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

4 4

利用者対応 3 3

【必須項目】 3 3

4 4

3 3

4 4

2 2

指定管理業務 3 3

【必須項目】 4 4

3 3

3 3

3 3

4 4

令和3年3月31日

指定管理仕様書のとおり

清掃業務 適正

7：分かりやすい案内及び十分な情報提供に努めているか（館内表示、ホームページの活用等）

9：意見、苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応しているか

8：意見、苦情、要望等を聞く体制を設けているか（アンケート実施、意見箱の設置等）

11：事業計画書に沿った事業を実施しているか

12：サービス向上、利用促進につながる具体的な取組を実施しているか

自己
評価

令和元（2019）年度　指定管理者モニタリングシート
令和2（2020）年　5月25日

2：施設の公共性及び公平性が保たれているか

19,511 利用団体による講演、研修の規模の減少

大ホール 4,600 18,867 21,234 19,668 16,092 利用団体の集客人数の減少及びコロナ感染防止の利
用自粛

文化ホール

会議室

〃適正 適正 適正

適正

区分
H28年度

平成28年4月1日

産業文化会館

公益財団法人　かしわざき振興財団

柏崎市教育委員会 文化・生涯学習

区分
H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

平均 前年度からの増減理由等
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

4,171 27,661 27,575 18,638

23,259 26,937 22,2664,838 19,325 官公庁及び企業研修の規模縮小による減少

展示室 720 4,290 3,548 2,768 2,832 展示販売会の利用減少

利用者数５

合計 14,329 74,077 79,294 63,340 0 57,760

３回

〃

〃

５８４人参加（延べ２３０９人）

９９３人参加（延べ２８５２人）

環境衛生管理 なし

カルチャー教室 ０回 １４６回 １２７回

各種保守点検 適正 適正 適正

警備業務 適正 適正

適正

主催公演等事業 ０回 ４回

合計（計画・目標値） (15,000) (91,100) (93,800) (93,800) (93,800)

備考
H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

２回

適正 適正

評価項目

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

13：施設、設備の保守管理(点検・修繕)、定期清掃を計画的に実施しているか

3：施設及び設備の平等な利用が確保されているか

16：必要な修繕を適切に実施しているか

5：条例に基づき、施設の利用許可等を適切に実施しているか

4：職員の言葉遣い、態度、服装等の接遇は適切であるか

14：日常の清掃により、施設内が清潔に保たれているか

15：施設敷地内の保安、警備を適切に実施し、事件、事故等の未然防止に努めているか

所管
課評
価

適正 適正

1：施設の設置目的及び管理運営の基本方針を理解しているか

6：利用料金の徴収、減免を適切に実施しているか

10：利用者数の目標を達成しているか

評価基準

（単位：人）

１３７回
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3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

自主事業

― ―

― ―

― ―

３　収支等に関する評価

指定管理料

主催事業収入

利用料金

その他

小計

（予算）

人件費

光熱水費

修繕費

委託料

その他

小計

（予算）

差引

（予算）

⑵　自主事業の収支状況

自主事業収入

自主事業支出

差引

0

R2年度

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

所管課の評価
【必須項目】

58

利用者数については、昨年度と比較して15,954人の減少となりましたが、その主な要因としては、ここ数年利用団体の構成人
数等の減少により会場規模を縮小して予約する傾向にあり、文化ホールや大ホールの利用回数や利用率が減少しました。会
議室の利用状況についても、プロジェクターを新たに設置したり利便性の向上を図りましたが、件数、人数とも昨年度を下回り
ました。特に２月以降については、新型コロナウイルス感染症拡大防止による利用自粛の影響も大きく、減少となっています。
しかし、振興事業においては、新規教室の開講や、次世代を担う子供たちに文化芸術活動を身近に感じ興味を持っていただけ
る事業などを開催するとともに、ホームページ、ＳＮＳ、施設料金プランのリーフレットなど活用し、常に新しい情報を発信し、利
用者の減少を抑える取り組みを行いました。。
また、財団独自でLED化の小修繕や、身障者用手すりを設置するなど施設設備の利便性の向上を図りました。利用者アンケー
トにおいても苦情は1件もなく、一層利用しやすい施設となるよう努力します。

平均点数

【
総
括
Ⅰ

】

17：備品台帳を整備し、備品等を適切に保管・管理しているか

18：市と指定管理者の備品等を明確に区別しているか

自主事業がある場合は必須項目

評価

4年目 5年目

1,295

23,000 53,079 53,079 53,281

571 2,167 2,068 2,075

2年目1年目
区分

H28年度

1,058 1,017

収
支

3,087

3年目 4年目 5年目

12,252 10,003 37,883

(0) (0) (124) (0) (124)

749 2,824 振興事業(文化講演会)のチケット収入による増加

25,325 30,378 31,052

5

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
1年目 2年目

⑴　指定管理業務の収支状況
H30年度 R2年度

104,029 正：5人、非：2人

0

465 0

12,541

70,717

区分
H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

(73,354)

(73,230) (241,668)(71,281) (71,281)

収
入

支
出

2,412 16,218 16,537 14,809 49,976

(25,876)

71,828

72,433 71,182 0

069,109

(0)

243,794

収
支

0

（単位：千円）

5,823 12,094 11,496 12,317 41,730

32,140

0 0

自主事業の実施に関して、安全性及び補償体制が確保されていたか

6,881

25,983 72,522

50,667

0 0 0

財団全体での電気契約の見直し及び文化ホール利用
回数減少による

3,047 3,407 1,736

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

0

イベントの減少及びコロナ感染防止の利用自粛による
施設・付帯設備料金の減少

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

【該当の場合、
必須項目】

施設の効用を最大限に発揮し、利用促進等につながる自主事業を実施したか

自主事業の実施により、指定管理業務を妨げていないか

17,274

242,120

9,485 財団費用により小規模修繕を行った結果

2,909 15,742 15,966 16,050

(25,876) (71,281) (71,281) (241,792)

評価 05

3.22

平均点数 3.22

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
H29年度

（単位：千円）

合計点数

011212354

4 5 3 12 2 1 1 0

605△ 6,157 3,413

合計点数 58

△ 1,674

0

3年目

サービス水準については仕様書や事業計画に沿って適正に実施している。利用団体の縮小化や新型コロナウイルス感染症の
影響により利用者数は伸び悩んだものの、新規の振興事業を立ち上げるなど、利用者の促進に努めており評価できる。また例
年開催している事業についても前年を上回る入場者となり、その内容もアンケートの結果では96％が「とてもよかった」「よかっ
た」と回答している。

R1年度

182,439
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⑶　収支等に関する評価

会計管理 3 3

収支計画 3 3

収支の改善 ― ―

【必須項目】 3 3

3 3

4 4

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

４　実施体制に関する評価

法令順守【必須】 3 3

人員体制 3 3

【必須項目】 4 4

外部委託 3 3

【必須項目】 3 3

報告等 4 4

【必須項目】 4 4

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

【必須項目】 3 3

3 3

4 4

14：災害等緊急時の連絡体制を確立しているか

12：災害等緊急時に備えた職員の指導及び訓練を実施しているか

9：市に対して必要な事項を適宜報告し、情報の共有を行っているか

15：災害等緊急時に備え、必要とされる保険に加入しているか

3：必要な内容・頻度で教育・研修を実施しているか

所管
課評
価

自己
評価

1：指定管理に関する経費と団体の経費を区別して管理しているか

3 2405評価 1

1 0

2：指定管理業務専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理処理を行っているか

5：事業計画に基づき、適正に支出しているか

4

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

トラブル、事件、
事故、災害等緊
急時

13：災害等緊急時に必要な設備及び備品の日常的な点検を実施しているか

16：災害等緊急時が発生した際に、市と連携を図り、適切な対応を実施したか

2：必要な人員（人数・有資格者等）を適切に配置しているか

4：業務の全部又は主たる業務を第三者に委託していないか

5：事前に市の承認を受け、外部委託を実施しているか

6：業務日誌等を適切に作成・保管しているか

8：期限内に必要な報告書類（事業計画書、業務報告書、事業報告書等）を市に提出しているか

評価項目

評価基準

自己
評価

所管
課評
価

所管課の評価
【必須項目】

合計点数 16
平均点数 3.20

収支管理については、事業計画及び年度計画に基づき適正に実施されている。また人感センサー機能付きのＬＥＤ電灯の導
入など、省エネルギー化に向けた取り組みを積極的に実施しており、経費節減についても効果を上げている。

収
支
等
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅱ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 16
平均点数 3.20

新型コロナウイルス感染症拡大防止による利用自粛の影響による収入の減少がありましたが、施設の利用状況等に合わせた
設備の適正運転を行うなど光熱水費の節減対策の取り組みや財団独自で修繕工事を行うことにより費用の縮減が出来まし
た。これらの結果、利用料金収入の減収を補い、最終的に当期経常増減額がプラスの決算となりました。

010

6：収入増加又は経費縮減につながる具体的な取組を実施しているか

評価項目

5 0 4 1 3

11：災害等緊急時の対応計画・マニュアルを作成しているか

評価基準

1：関係法令等を遵守しているか

7：点検、修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか

4 2

10：市又は関係団体等との連絡調整を適切に行っているか

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

評価 0

4：利用料金の徴収及び現金管理等を適切に実施しているか

3：指定管理業務と自主事業を区別して適切に管理しているか（自主事業がある場合）

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの
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個人情報保護 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

５　総合評価

12
1
0

5
0
1

0
4
17
0

00

3.19

19：市の承認なく、個人情報を第三者に提供していないか。

21：上記のほか、個人情報取扱特記事項に従い、適切に個人情報を管理しているか。

平均点数

総括Ⅲ

141

総括Ⅰ～Ⅲ 総合評価

9.61
B

2118

項　目

67

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅲ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 67
平均点数 3.19

利用者が安心・安全に利用できるよう維持管理業務点検はもとより、舞台機構操作など危険が伴う作業には、経験豊かな特定
職を配し、万全な体制で業務に当たりました。日常業務における設備点検等もマニュアルに従って行い、適切な維持保全に努
めました。

18：個人情報の滅失、損傷及び漏えいの防止に努めているか

20：個人情報の保護に関する規定を整備しているか

17：個人情報を業務の目的以外の目的で収集し、又は使用していないか。

0
1

【特記事項】

改善が望まれる点
【必須項目】

特に評価される点
【必須項目】

16

総括Ⅱ

新規事業を立ち上げ、好評を得ている点及び光熱水費の削減を目標とした施設の修繕など、施設の付
加価値の増強に積極的に取り組んでいる点が評価できる。
また新型コロナウイルス感染症の影響による利用者減少後を見据えた利用促進案を準備していること
から、計画的に施設を管理できている。

利用団体の規模縮小や、新型コロナウイルス感染症の影響による利用者減少に歯止めをかけるべく、
身近な文化団体等への積極的な働きかけや長期計画の立案について、更なる改善を期待する。

58

総括Ⅰ

項目数

５点

４点

３点

２点

１点

4
0

　 内　訳

3.22

所管課の評価
【必須項目】

合計点数
評価 5 0 4 4 3 17 2 0 1 0

0
5

総括Ⅰ～総括Ⅲの施設所管課の評
価結果に基づく総合評価
Ｓ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、１０点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ａ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、９点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ｂ評価：項目別評価に一つでも２点
があるもの

Ｃ評価：項目別評価に一つでも１点
があるもの

3.20

67
平均点数

合計点数

備考

0評価 5 0 4 4 3

3.19

44
0
10
33

17 2 0 1

仕様書及び事業計画に基づいた体制となっており、各設備の取り扱いに習熟した職員により適正に運営されている。また、開
館時から本施設を管理していることから、修繕箇所の予測や応急対応についても経験が活かされている。
災害等緊急時への備えも他の指定管理施設と連携した訓練を行う等、組織力を発揮しており安定している。

総合評価基準
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第１5号様式

作成日
１　基本情報

施設名 № 64

指定管理者

指定期間 ～ 3 年目

施設所管課 部 課

２　サービス水準に関する評価
⑴　利用者数の状況

⑵　指定管理業務及び自主事業の実施状況（主なもの）

⑶　サービス水準に関する評価

基本事項 3 3

【必須項目】 4 4

3 3

浴槽水検査 6回 4回 4回 冬期間大規模改修工事のため2回減

法定点検（1回/年） 1回 1回 1回
簡易専用水道検査、地下タンク漏洩検査、浄
化槽検査、マイクロバス車検

定期点検（営業期間中） 4回 4回 4回 索道施設（リフト）

定期点検 4回 4回 4回 遊具点検

所管
課評
価

（単位：人）

1：施設の設置目的及び管理運営の基本方針を理解しているか

評価基準

自己
評価

評価項目

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

6回

合計（計画・目標値） (90,070) (91,120) (92,200)

備考
H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

消防設備、空調設備、衛生設備、ボイラー、検
便

Ｇ.Ｗ.あそびフェスタ、風車アート、じょんのび
村共催夏祭り、みんなでプラネタリウム、秋の
児童館まつり、じょんのび村合同企画銀兵衛
イベント

自主事業

法定点検（2回/年） 2回 2回 2回

定期点検（12回/年） 12回 12回12回

特別企画事業 6回 5回

スキー場（学校等） 1,605 1,691 146 1,147 〃

合計 90,067 105,781 109,345 0 0 100,584

1,536 猛暑等により学校利用減少

スキー場（一般） 4,121 6,273 1,851 4,082 暖冬少雪により、索道運航日数0日

431

67,205

8,040

378

77,503

12,350 12,910

86,701

571

5,200 4,750 4,513

1,551 1,4451,613

区分
H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

平均 前年度からの増減理由等
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

株式会社　生態計画研究所　（柏崎事業所）

子ども未来 子育て支援

平成29年4月1日

新潟県立こども自然王国

令和元（2019）年度　指定管理者モニタリングシート
令和2（2020）年5月26日

2：施設の公共性及び公平性が保たれているか

4,821
11月から3月迄大規模改修工事
のため宿泊なし

宿泊者（県外） 1,852 1,285 1,208 1,448 〃

宿泊者（県内）

入館者（キャンプ県内）

日常清掃の他、定期大清掃年3回、貯水槽・
貯湯槽・源泉槽清掃年1回

毎日 毎日

区分
H29年度

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

3：施設及び設備の平等な利用が確保されているか

令和4年3月31日

460

77,136

11,100

県外客アウトドア志向増加

イベント・広報効果により増

〃

入館者（キャンプ県外）

入館者（その他県内）

入館者（その他県外）

番神自然水族館 ー 14日間 13日間
　天候不順により2日間中止（R元年度実施計
画15日間）

エレベーター、合併処理浄化槽

清掃業務 毎日
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3 4

利用者対応 4 4

【必須項目】 4 4

4 4

4 3

3 4

2 3

指定管理業務 3 3

【必須項目】 4 4

4 3

4 4

4 3

3 3

4 4

4 3

その他

【任意項目】 4 4

3 3

4 3

自主事業

― ―

― ―

― ―

３　収支等に関する評価

指定管理料

利用料金

飲食売り上げ

その他

前期繰越収支差

小計

（予算）

人件費

113104

4 13 3 7 2 1 1 0

合計点数 73

0

3年目

・新潟県による、施設・設備の大規模改修工事（令和元年度は3か年計画の2年目として実施）が進められる中で、利用客の施
設利用に支障が生じないよう動線の確保を行いながらサービス水準の維持を図る努力をしてきた点は評価できる。
・じょんのび村との連携について、当該指定管理者・市との協議の場を設け、イベントの共同企画、じょんのび村の一部施設を
借受けての飲食の提供等、こども自然王国指定管理者によるじょんのび村の支援も実施した。

R2年度

230,800

0102

6：利用料金の徴収、減免を適切に実施しているか

10：利用者数の目標を達成しているか

合計点数

15：施設敷地内の保安、警備を適切に実施し、事件、事故等の未然防止に努めているか

7：分かりやすい案内及び十分な情報提供に努めているか（館内表示、ホームページの活用等）

17：備品台帳を整備し、備品等を適切に保管・管理しているか

18：市と指定管理者の備品等を明確に区別しているか

9：意見、苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応しているか

8：意見、苦情、要望等を聞く体制を設けているか（アンケート実施、意見箱の設置等）

ホームページやSNS等を使って誘客や施設の周知を図る取組みを行っているか

環境への配慮がなされているか（省エネルギー、ＣＯ２削減等）

「じょんのび村との連携を深める」（事業峻別での指摘事項）について具体的な取組を実施したか

自主事業がある場合は必須項目

11：事業計画書に沿った事業を実施しているか

12：サービス向上、利用促進につながる具体的な取組を実施しているか

消費税増税のため増加

70,832

454,656

(165,554) (160,674) (161,700) (487,928)

評価 05

3.57

平均点数 3.48

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
H30年度

（単位：千円）

評価 5

〃

自主事業の実施に関して、安全性及び補償体制が確保されていたか

4,685

160,441 151,672

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

収
入

支
出

33,606 29,792 26,280 89,678

142,543 0 0

⑴　指定管理業務の収支状況
R1年度 R3年度

207,456
正：14人、非：17人　　中退者あ
り、大規模改修工事・少雪・新型
コロナの影響により減少

20,960 77,400
大規模改修工事・少雪・新型コ
ロナの影響により減少

71,143 65,481

4年目 5年目

77,200 76,450 77,150

1,792 1,514 1,379

2年目1年目
区分

H29年度

30,663 25,777

【
総
括
Ⅰ

】

サ
ー

ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

【該当の場合、
必須項目】

13：施設、設備の保守管理(点検・修繕)、定期清掃を計画的に実施しているか

16：必要な修繕を適切に実施しているか

5：条例に基づき、施設の利用許可等を適切に実施しているか

4：職員の言葉遣い、態度、服装等の接遇は適切であるか

施設の効用を最大限に発揮し、利用促進等につながる自主事業を実施したか

自主事業の実施により、指定管理業務を妨げていないか

14：日常の清掃により、施設内が清潔に保たれているか

17,180 18,139 16,774 52,093 〃

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

所管課の評価
【必須項目】

75

・若い社員が増えてきており、接遇研修等随時実施しているが、コンビニ言葉などが抜けきれない場面もあります。
・お客様目線で考え、表示物やＨ.Ｐ.などわかりやすく常に改善を図っています。
・苦情等に関しては、第三者委員会を設け適切に行っています。
・事業計画を随時見直し、改善に取り組み実行目標に掲げています。
・Ｈ.Ｐ.だけではなく、チラシの配布や割引券配布・サービスデーなどを企画し、利用促進に努めています。また、各種社員研修
を積極的に行い、サービス向上に努めています。
・定期的に塩素消毒を実施しています。また食品衛生管理では、保健所等と連携し積極的に各事業に取り組んでいます。
・毎日施設巡回を実施、定期的に警備会社に委託しています。また地元交番の警察官と連携し、パトロールや情報交換で事件
未然防止に取り組んでいます。

平均点数
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光熱水費

修繕費

委託料

事業費（イベント
費用、広告等）

その他

小計

（予算）

差引

（予算）

⑵　自主事業の収支状況

自主事業収入

自主事業支出

差引

⑶　収支等に関する評価

会計管理 4 3

収支計画 4 3

収支の改善 ― ―

【必須項目】 4 3

4 3

3 3

その他

【任意項目】 3 3

― ―

― ―

1,132

4：利用料金の徴収及び現金管理等を適切に実施しているか

3：指定管理業務と自主事業を区別して適切に管理しているか（自主事業がある場合）

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

1,514 1,379 4,025

5 0 4 0 3 6 2評価 0

3,355 5,798

13,427
前年度第一期設備改修工事が
完了したことにより、修繕箇所が
減り経費も減少

17,057 13,523 14,804

0 0

45,384

0 0 0

大規模改修工事・少雪・新型コ
ロナの影響等により減少

4,531 4,860 4,036

6,281

0

(24)

450,631

収
支

Ｈ.Ｐ.改善のため経費増

物価等の上昇により、契約料
増加

0

（単位：千円）

45,097 39,476 37,737 122,310
大規模改修工事・少雪・新型コ
ロナの影響等により減少

158,927

(487,904)(160,674) (161,700)

支
出

(165,530)

141,411 0150,293

18,055

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
1年目 2年目

15,434

0 0

15,493

0

区分
H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

3年目 4年目 5年目

13,072 46,620

(0) (0) (0) (0) (24)

収
支

評価項目

評価基準

自己
評価

所管
課評
価

所管課の評価
【必須項目】

合計点数 18
平均点数 3.00

・新潟県による大規模改修工事の実施、異常少雪によるスキー場オープンの見合わせ等、営業への懸念材料が多かった年度
であったにも関わらず、厚生労働省委託事業「児童館等における遊びのプログラムの開発・普及方策を検討するための調査研
究」の実施、創意工夫を凝らしたイベント・体験プログラムの企画、経費節減等により、黒字を計上することができた点は。評価
できる。

収
支
等
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅱ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 22
平均点数 3.67

・夏の猛暑、暖冬少雪、大規模改修工事、新型コロナウィルス等様々な要因によって影響を受けました。
・今後の改善として、屋内で簡単にできるプログラム開発、オリジナル商品のネット販売、テイクアウト商品の充実、お客様への
素早い情報発信など、様々な困難に対応できる体制・メニュー開発に取り組みます。
・じょんのび村との共同見積もりや仕入れ等、また共同企画事業をさらに進めます。
・会計管理は主務者のみが実施し、指紋認証式の金庫等２台により現金管理を行っています。また宿泊料につき、一部クレ
ジットカード決済ができるよう機器配備しました。さらに、新年度は全てのカードが使用可能となるようにします。
・定期的に税理士により会計・財務管理を実施しています。
・「番神自然水族館体験業務」をはじめとする柏崎市主催事業では、積極的に受託をし売り上げ増に努めました。

010

6：収入増加又は経費縮減につながる具体的な取組を実施しているか

収入増加又は経費縮減につながる取組を実施し、収支の改善等成果があったか

R3年度

0

1：指定管理に関する経費と団体の経費を区別して管理しているか

3 2205評価 4

1 0

2：指定管理業務専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理処理を行っているか

5：事業計画に基づき、適正に支出しているか

4
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４　実施体制に関する評価

法令順守【必須】 4 3

人員体制 3 3

【必須項目】 4 3

外部委託 4 3

【必須項目】 4 3

報告等 4 3

【必須項目】 4 3

4 3

3 3

3 4

4 3

4 3

3 3

【必須項目】 4 3

3 3

3 3

個人情報保護 4 3

【必須項目】 4 3

4 3

4 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

0評価 5 0 4 14 3 7 2 0 1

・社員の定着率が比較的低いので、新人教育に力を入れる等、定着率の向上を図っていただきたい。
・大型児童館として、これまで行政（柏崎市）が担当していた「新潟県児童館連絡協議会」の事務局を平成29年度から引き受け
ており、全国規模で児童館との連携を図っている。

所管課の評価
【必須項目】

合計点数
評価 5 0 4 1 3 20 2 0 1 0

64
平均点数

11：災害等緊急時の対応計画・マニュアルを作成しているか

評価基準

1：関係法令等を遵守しているか

7：点検、修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか

10：市又は関係団体等との連絡調整を適切に行っているか

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

評価項目

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅲ

】

トラブル、事件、
事故、災害等緊
急時

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 77
平均点数 3.67

・事前に社員研修計画を立て、定期的に実施している。また、防災訓練やその会議についても定期的に実施しています。
・新潟県児童館児童クラブ連絡協議会事務局として、研修会の計画や実施、各児童クラブ等との連携を行っています。
・全国の大型児童館や児童センターなどと連携、情報交換を常に実施しています。また定期的に各地で行われる研修や視察に
も出席しています。
・各種報告書等については、できるだけ早く柏崎市へ提出・連絡するよう心掛けています。
・各種規定は随時改善し、また配備不足がないか確認を行っています。（規定・規則・細則・フローチャート・計画・連絡網等）
・AEDの点検を毎日実施、また常備薬等の備品の状態を、定期的に確認している。
・各種賠責保険、自動車保険に加入、また適宜傷害保険をかけています。
・個人情報については、就業規則及び各規定配備の他に、パソコン移動禁止（チェーンロック）や書類の持ち出し禁止、誓約書
の記入などを講じています。

18：個人情報の滅失、損傷及び漏えいの防止に努めているか

13：災害等緊急時に必要な設備及び備品の日常的な点検を実施しているか

20：個人情報の保護に関する規定を整備しているか

16：災害等緊急時が発生した際に、市と連携を図り、適切な対応を実施したか

17：個人情報を業務の目的以外の目的で収集し、又は使用していないか。

2：必要な人員（人数・有資格者等）を適切に配置しているか

4：業務の全部又は主たる業務を第三者に委託していないか

5：事前に市の承認を受け、外部委託を実施しているか

6：業務日誌等を適切に作成・保管しているか

8：期限内に必要な報告書類（事業計画書、業務報告書、事業報告書等）を市に提出しているか

所管
課評
価

自己
評価

3.05

14：災害等緊急時の連絡体制を確立しているか

12：災害等緊急時に備えた職員の指導及び訓練を実施しているか

9：市に対して必要な事項を適宜報告し、情報の共有を行っているか

19：市の承認なく、個人情報を第三者に提供していないか。

21：上記のほか、個人情報取扱特記事項に従い、適切に個人情報を管理しているか。

15：災害等緊急時に備え、必要とされる保険に加入しているか

3：必要な内容・頻度で教育・研修を実施しているか

4 -84-



５　総合評価

備考

3.05

48
0
11
37

総合評価基準

0
10

総括Ⅰ～総括Ⅲの施設所管課の評
価結果に基づく総合評価
Ｓ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、１０点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ａ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、９点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ｂ評価：項目別評価に一つでも２点
があるもの

Ｃ評価：項目別評価に一つでも１点
があるもの

3.00

合計点数

【特記事項】

改善が望まれる点
【必須項目】

特に評価される点
【必須項目】

18

総括Ⅱ

・新潟県による大規模改修工事の実施による施設の使用制限、少雪によるスキー場オープンの断念
等、営業への懸念材料が多かった年度であったが経営努力により、赤字を回避することができた。

・特に指摘事項はないが、令和２年度も新潟県による大規模改修工事が継続されること、新型コロナウ
イルス感染拡大による一部営業制限がかかる中で、経営努力によりこの難局を乗り切っていただきた
い。

73

総括Ⅰ

項目数

５点

４点

３点

２点

１点

6
0

　 内　訳

3.48

0
0

平均点数

総括Ⅲ

155

総括Ⅰ～Ⅲ 総合評価

9.52
A

2121

項　目

64

11
0
0

6
0
0

0
1
20
0

00
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第１5号様式

作成日
１　基本情報

施設名 № 65

指定管理者

指定期間 ～ 5 年目

施設所管課 部 課

２　サービス水準に関する評価
⑴　利用者数の状況

⑵　指定管理業務及び自主事業の実施状況（主なもの）

⑶　サービス水準に関する評価

基本事項 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

利用者対応 3 3

（単位：人）

毎日

所管
課評
価

1回 1回 1回

1：施設の設置目的及び管理運営の基本方針を理解しているか

評価基準

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

3：施設及び設備の平等な利用が確保されているか

5：条例に基づき、施設の利用許可等を適切に実施しているか

4：職員の言葉遣い、態度、服装等の接遇は適切であるか

評価項目

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

４回

２回

毎日 毎日

合計（計画・目標値） (5,220) (5,220) (5,220) (5,220) (5,220)

備考
H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

４回 ４回

一般公衆回線による防犯及び火災監視（セコム）

貯水槽清掃

日常清掃

全般清掃～ワックス掛け（窓ガラス、トイレは年２回）

保安・警備 毎日

清掃業務 毎日 毎日 毎日 毎日

保守・点検 ２回 ２回 ２回

保守・点検 １回 1回

２回

清掃（業者） ４回 ４回

３月 362 302 251 138 0 211

合計 4,548 3,826 3,211 2,562 730 2,975

275

８月 399 352 265 229 91 267

404 329 298 254 156

342 295 245 118376

区分
H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

平均 前年度からの増減理由等
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

社会福祉法人　西山刈羽福祉会

福祉保健 介護高齢

西山町いきいきデイサービスセンター

令和元（2019）年度　指定管理者モニタリングシート
令和2（2020）年6月9日

2：施設の公共性及び公平性が保たれているか

288

５月 376 317 311 265 137 281

４月

６月

雨水中水ろ過装置保守毎月 毎月 毎月

毎日

区分
H27年度

平成27年4月1日

空調設備（室内機　年１回　　室外機 年1回）

保守・点検 毎月 毎月

毎日

自己
評価

令和2年3月31日

１２月 376 327 261 186 0 230

１月 349 263 217 190 0 204

２月 351 266 203 171 0 198

９月 382 331 279 211 52 251

１０月 407 328 270 230 44 256

１１月 368 321 272 208 0 234 令和元年11月から休止

７月 398 348 289 235 132 280

保守・点検 3回 3回 3回 3回 3回 自動ドア

保守・点検 毎月 毎月 毎月 毎月 毎月 厨房（害虫駆除）

保守・点検 ２回 ２回 ２回 ２回 ２回 消防設備

保安・警備 毎月 毎月 毎月 毎月 毎月 自家用電気工作物
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【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

指定管理業務 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 3 3

3 3

― ―

自主事業

― ―

― ―

― ―

３　収支等に関する評価

指定管理料

利用料金

その他

小計

（予算）

人件費

事業費

事務費

減価償却費

特別積立金取崩金

その他

小計

（予算）

差引 1,610△ 3,983 △ 2,916

合計点数 60

△ 10,152

0

3年目

全般的なサービスに関しては水準をクリアしていた。施設休止に伴う入所者の移行により、令和元年11月から施設休止となっ
た。

H30年度

0

010220304

4 0 3 20 2 0 1 0

6：利用料金の徴収、減免を適切に実施しているか

10：利用者数の目標を達成しているか

合計点数

評価 05

3.00

平均点数 3.00

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
H28年度

（単位：千円）

△ 727 △ 596

31,830

135,347

2,320 18,824 令和元年11月から休止

1,275 1,015 600 607

(48,623) (42,464) (36,681) (179,733)

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

【該当の場合、
必須項目】

13：施設、設備の保守管理(点検・修繕)、定期清掃を計画的に実施しているか

16：必要な修繕を適切に実施しているか

施設の効用を最大限に発揮し、利用促進等につながる自主事業を実施したか

自主事業の実施により、指定管理業務を妨げていないか

14：日常の清掃により、施設内が清潔に保たれているか

15：施設敷地内の保安、警備を適切に実施し、事件、事故等の未然防止に努めているか

自主事業の実施に関して、安全性及び補償体制が確保されていたか

0

40,352 33,003

3,497

令和元年11月から休止

5,545 4,128 3,596

△ 351

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

145,499

0

0

44,335

(34,292) (14,958) (177,018)(42,464) (36,681)

収
入

支
出

0

6,503

(48,623)

28,331

29,941 24,773 7,278

9,90435,919

⑴　指定管理業務の収支状況
H29年度 R1年度

105,230 正：0人、非：5人

0 △ 2,025

△ 2,237 △ 2,626

4,639

27,010

(34,292) (17,673)

4,033 3,808 1,081 19,973

△ 351

29,941 7,278 135,347 令和元年11月から休止

26,733 20,453 19,711

5

4年目 5年目

3,235

0 0 0 0 0

2年目1年目
区分

H27年度

40,352 33,003 24,773

収
支

6,412

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

所管課の評価
【必須項目】

60

・協定等で定められた水準のサービスは提供できたが、利用者数の減少、移行に伴い、令和元年11月から施設休止となった。

平均点数

【
総
括
Ⅰ

】

7：分かりやすい案内及び十分な情報提供に努めているか（館内表示、ホームページの活用等）

17：備品台帳を整備し、備品等を適切に保管・管理しているか

18：市と指定管理者の備品等を明確に区別しているか

9：意見、苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応しているか

8：意見、苦情、要望等を聞く体制を設けているか（アンケート実施、意見箱の設置等）

ホームページやSNS等を使って誘客や施設の周知を図る取組みを行っているか

環境への配慮がなされているか（省エネルギー、ＣＯ２削減等）

自主事業がある場合は必須項目

11：事業計画書に沿った事業を実施しているか

12：サービス向上、利用促進につながる具体的な取組を実施しているか

評価
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（予算）

⑵　自主事業の収支状況

自主事業収入

自主事業支出

差引

⑶　収支等に関する評価

会計管理 3 3

収支計画 3 3

収支の改善 ― ―

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

４　実施体制に関する評価

法令順守【必須】 3 3

人員体制 3 3

【必須項目】 3 3

外部委託 ― ―

【必須項目】 ― ―

報告等 3 3

【必須項目】 3 3

4：利用料金の徴収及び現金管理等を適切に実施しているか

3：指定管理業務と自主事業を区別して適切に管理しているか（自主事業がある場合）

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

5 0 4 0 3

評価基準

1：関係法令等を遵守しているか

7：点検、修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか

5 2

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

評価 0

0 0 0 0 00

(0)

収
支

0

（単位：千円）

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
1年目 2年目

区分
H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

3年目 4年目 5年目

(0) (0) (0) (2,715) (2,715)

評価項目

収
支

評価項目

評価基準

自己
評価

所管
課評
価

所管課の評価
【必須項目】

合計点数 15
平均点数 3.00

令和2年4月から指定管理期間の終了に併せていきいきデイサービスセンターを休止することとなり、その移行措置もあり利用
者は減少した。令和元年11月より休止し、本体のにしかりの里デイサービスセンターのみの受け入れとなった。

収
支
等
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅱ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 15
平均点数 3.00

・利用者数の減少により、収入も減った。経費縮減に努めたが、令和元年１１月には休止となった。

010

6：収入増加又は経費縮減につながる具体的な取組を実施しているか

R1年度

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

2：必要な人員（人数・有資格者等）を適切に配置しているか

4：業務の全部又は主たる業務を第三者に委託していないか

5：事前に市の承認を受け、外部委託を実施しているか

6：業務日誌等を適切に作成・保管しているか

所管
課評
価

自己
評価

0

1：指定管理に関する経費と団体の経費を区別して管理しているか

3 2505評価 0

1 0

2：指定管理業務専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理処理を行っているか

5：事業計画に基づき、適正に支出しているか

4

3：必要な内容・頻度で教育・研修を実施しているか
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3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

個人情報保護 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

５　総合評価

備考

0評価 5 0 4 0 3

3.00

44
0
0
44

19 2 0 1

・協定等で定められた水準のサービス、マニュアルや計画に沿った業務を実施されており、問題はないと考える。

総合評価基準

所管課の評価
【必須項目】

合計点数
評価 5 0 4 0 3 19 2 0 1 0

0
0

総括Ⅰ～総括Ⅲの施設所管課の評
価結果に基づく総合評価
Ｓ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、１０点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ａ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、９点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ｂ評価：項目別評価に一つでも２点
があるもの

Ｃ評価：項目別評価に一つでも１点
があるもの

3.00

57
平均点数

合計点数

11：災害等緊急時の対応計画・マニュアルを作成しているか

10：市又は関係団体等との連絡調整を適切に行っているか

【特記事項】

改善が望まれる点
【必須項目】

特に評価される点
【必須項目】

15

総括Ⅱ

令和元年度でデイサービスセンターを休止するにあたり、その準備を進めながら利用者の受け入れ先
の調整を問題なく行った。

施設自体が休止するため、利用者数に関しては積極的に拡大を進めることができなかったが、本体での
デイサービス事業については地域の受け皿として重要な役割があることから、今後も安定的な運営をお
願いしたい。

60

総括Ⅰ

項目数

５点

４点

３点

２点

１点

5
0

　 内　訳

3.00

0
0

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅲ

】

トラブル、事件、
事故、災害等緊
急時

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 57
平均点数 3.00

・協定等で定められた水準のサービス、マニュアルや計画に沿った業務を実施できた。

18：個人情報の滅失、損傷及び漏えいの防止に努めているか

13：災害等緊急時に必要な設備及び備品の日常的な点検を実施しているか

20：個人情報の保護に関する規定を整備しているか

16：災害等緊急時が発生した際に、市と連携を図り、適切な対応を実施したか

17：個人情報を業務の目的以外の目的で収集し、又は使用していないか。

8：期限内に必要な報告書類（事業計画書、業務報告書、事業報告書等）を市に提出しているか

平均点数

総括Ⅲ

132

総括Ⅰ～Ⅲ 総合評価

9.00
A

1920

項　目

57

20
0
0

5
0
0

0
0
19
0

00

3.00

14：災害等緊急時の連絡体制を確立しているか

12：災害等緊急時に備えた職員の指導及び訓練を実施しているか

9：市に対して必要な事項を適宜報告し、情報の共有を行っているか

19：市の承認なく、個人情報を第三者に提供していないか。

21：上記のほか、個人情報取扱特記事項に従い、適切に個人情報を管理しているか。

15：災害等緊急時に備え、必要とされる保険に加入しているか
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第１5号様式

作成日
１　基本情報

施設名 № 66

指定管理者

指定期間 ～ 2 年目

施設所管課 部 課

２　サービス水準に関する評価
⑴　利用者数の状況

⑵　指定管理業務及び自主事業の実施状況（主なもの）

⑶　サービス水準に関する評価

基本事項 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

利用者対応 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 4

― ―

指定管理業務 3 3

自動ドア点検 1回 1回

電気設備点検 2回 2回

浄化槽清掃 3回 3回

空調設備点検 4回 4回 室外機1回・フィルター清掃2回・増圧ポンプ1回

消防設備点検 1回 1回

浄化槽点検 6回 6回

令和5年3月31日

火災通報・緊急通報

定期清掃業務 2回

7：分かりやすい案内及び十分な情報提供に努めているか（館内表示、ホームページの活用等）

9：意見、苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応しているか

8：意見、苦情、要望等を聞く体制を設けているか（アンケート実施、意見箱の設置等）

11：事業計画書に沿った事業を実施しているか

自己
評価

評価項目

令和元（2019）年度　指定管理者モニタリングシート
令和2（2020）年5月27日

2：施設の公共性及び公平性が保たれているか

258 空室の増加

交流室 2,155 2,001 2,078 サロン利用者の減少

居住部門

調理室

床清掃・窓ガラス清掃2回

区分
H30年度

平成30年4月1日

高齢者生活支援施設　結の里

社会福祉法人　柏崎市社会福祉協議会

福祉保健 介護高齢

区分
H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

平均 前年度からの増減理由等
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

269 247

1,9221,997 1,960 サロン利用者の減少

集会室2階 2,062 2,480 2,271
入居者が自発的に集う時間（15：30）を設

定したことで利用者が増加

集会室3階 2,202 1,532 1,867 3階の入居者の減少

合計 8,685 8,182 0 0 0 6,567

月次点検・年次点検

エレベーター点検 12回 12回

セコム点検 12回

日常清掃業務 週3回 週3回

12回

電気工作物保守 7回 7回

合計（計画・目標値）

備考
R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

3：施設及び設備の平等な利用が確保されているか

5：条例に基づき、施設の利用許可等を適切に実施しているか

4：職員の言葉遣い、態度、服装等の接遇は適切であるか

所管
課評
価

1：施設の設置目的及び管理運営の基本方針を理解しているか

6：利用料金の徴収、減免を適切に実施しているか

10：利用者数の目標を達成しているか

評価基準

（単位：人）
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【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

自主事業

― ―

― ―

― ―

３　収支等に関する評価

指定管理料

利用料金

その他

小計

（予算）

人件費

光熱水費

修繕費

委託料

保守料

その他

小計

（予算）

差引

（予算）

⑵　自主事業の収支状況

自主事業収入

R4年度

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

所管課の評価
【必須項目】

51

・身体、認知面の機能低下があり、今後の生活が心配な入居者が多くなってきている。入院し、その後死亡また独居生活が困
難となり施設への転居等が続き、利用者数が大幅に減となった。所管課と協議し、広報かしわざきでの利用PR、関係機関団体
へのPRを実施し利用者が増加できるようにしていきたい。
・生きがいと健康づくりを目的に四季おりおりの行事を企画運営している。また1日2回の巡回による安否確認等入居者の心身
の観察に努め、安定した生活が維持継続できるように支援している。

平均点数

【
総
括
Ⅰ

】

17：備品台帳を整備し、備品等を適切に保管・管理しているか

18：市と指定管理者の備品等を明確に区別しているか

自主事業がある場合は必須項目

12：サービス向上、利用促進につながる具体的な取組を実施しているか

評価

4年目 5年目

18,658 18,908

24 22

2年目1年目
区分

H30年度

4,168 3,875

収
支

2,908

3年目 4年目 5年目

5,378

(18) (0) (0) (0) (36)

8,043 延べ入居者数の減少

14,219

5

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
1年目 2年目

⑴　指定管理業務の収支状況
R2年度 R4年度

28,851 契約職員1名、非常勤職員2名、嘱託職員2名

4,798

0 0

2,470

0

区分
H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

収
入

支
出

46,771

収
支

0

(23,167)

0

0 0 0

023,017

2,239 2,559

14,632

45,655

2,079 2,198 4,277

23,754

22,850 22,805

3,138

256 73

1,498

(23,185) (23,291) (46,476)

(18)

自主事業の実施に関して、安全性及び補償体制が確保されていたか

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
関
す
る
評
価

【該当の場合、
必須項目】

13：施設、設備の保守管理(点検・修繕)、定期清掃を計画的に実施しているか

16：必要な修繕を適切に実施しているか

施設の効用を最大限に発揮し、利用促進等につながる自主事業を実施したか

自主事業の実施により、指定管理業務を妨げていないか

14：日常の清掃により、施設内が清潔に保たれているか

15：施設敷地内の保安、警備を適切に実施し、事件、事故等の未然防止に努めているか

329

1,640

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

3.06

5年間の
合計

前年度からの増減理由等
R1年度

（単位：千円）

0

46

評価 05

0

（単位：千円）

(46,440)

0

(23,273)

合計点数

010216314

4 0 3 17 2 0 1
3.00

平均点数

△ 904 △ 212

合計点数 52

△ 1,116

0

3年目

利用者の対応としては、入居者の高齢化と重度化が進んでいる状況は、把握している。入居者の支援や相談対応業務を丁寧
に行っており、入居者が安心して生活できていることは評価できた。
指定管理業務は、保守、点検、清掃等計画どおり実施していた。
退去により、居住部分の利用者が減少し、目標は達成できなかった。広報や関係機関への周知に努める必要がある。

R3年度

37,566
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自主事業支出

差引

⑶　収支等に関する評価

会計管理 3 3

収支計画 3 3

収支の改善 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

４　実施体制に関する評価

法令順守【必須】 3 3

人員体制 3 3

【必須項目】 3 3

外部委託 3 3

【必須項目】 3 3

報告等 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 312：災害等緊急時に備えた職員の指導及び訓練を実施しているか

9：市に対して必要な事項を適宜報告し、情報の共有を行っているか

3：必要な内容・頻度で教育・研修を実施しているか

所管
課評
価

自己
評価

0

1：指定管理に関する経費と団体の経費を区別して管理しているか

3 2605評価 0

1 0

2：指定管理業務専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理処理を行っているか

5：事業計画に基づき、適正に支出しているか

4

4：利用料金の徴収及び現金管理等を適切に実施しているか

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

トラブル、事件、
事故、災害等緊
急時

2：必要な人員（人数・有資格者等）を適切に配置しているか

4：業務の全部又は主たる業務を第三者に委託していないか

5：事前に市の承認を受け、外部委託を実施しているか

6：業務日誌等を適切に作成・保管しているか

8：期限内に必要な報告書類（事業計画書、業務報告書、事業報告書等）を市に提出しているか

評価項目

評価基準

自己
評価

所管
課評
価

所管課の評価
【必須項目】

合計点数 18
平均点数 3.00

入居者の減少により、利用料金収入が減少したが、支出を抑えて収支の均衡をはかっていた。

収
支
等
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅱ

】

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 18
平均点数 3.00

法人総務課が経理会計窓口となり、結の里の会計管理を行っている。関連する収支については適切に対応している。また計画
に沿った支出管理も月次報告書により管理し対応している。

010

6：収入増加又は経費縮減につながる具体的な取組を実施しているか

評価項目

収
支

0 0 0 0 00

5 0 4 0 3

11：災害等緊急時の対応計画・マニュアルを作成しているか

評価基準

1：関係法令等を遵守しているか

7：点検、修繕等の履歴を適切に整備・保管しているか

6 2

10：市又は関係団体等との連絡調整を適切に行っているか

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの

評価 0

3：指定管理業務と自主事業を区別して適切に管理しているか（自主事業がある場合）

５：優良/協定等で定めた水準以上のサービス提供がされ、且つ、独自の新たなサービスが提供されている
４：良/協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている
３：普通/協定等で定めた水準のサービスが提供されている
２：やや劣る/概ね協定等で定めた水準のサービス提供がされているが、一部提供されていない部分がある
１：劣る/協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されておらず、早急に改善が必要である
―：施設の特性等により該当がないもの
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3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

個人情報保護 3 3

【必須項目】 3 3

3 3

3 3

3 3

その他

【任意項目】 ― ―

― ―

― ―

５　総合評価

16
0
0

6
0
0

0
0
21
0

00

3.00

14：災害等緊急時の連絡体制を確立しているか

19：市の承認なく、個人情報を第三者に提供していないか。

21：上記のほか、個人情報取扱特記事項に従い、適切に個人情報を管理しているか。

15：災害等緊急時に備え、必要とされる保険に加入しているか

総括Ⅲ

133

総括Ⅰ～Ⅲ 総合評価

9.06
A

2117

項　目

63

実
施
体
制
に
関
す
る
評
価

【
総
括
Ⅲ

】

トラブル、事件、
事故、災害等緊
急時

施設所管課等において評価する点等を任意で記載

指定管理者の
自己評価
【必須項目】

合計点数 63
平均点数 3.00

緊急時に備えて、避難訓練を年2回実施し、避難経路の確認や防火扉の開閉を行い入居者の防火意識の向上を図っている。
また救急搬送時には、病院までの付き添い、家族への連絡等の適切な対応を行っている。

18：個人情報の滅失、損傷及び漏えいの防止に努めているか

13：災害等緊急時に必要な設備及び備品の日常的な点検を実施しているか

20：個人情報の保護に関する規定を整備しているか

16：災害等緊急時が発生した際に、市と連携を図り、適切な対応を実施したか

17：個人情報を業務の目的以外の目的で収集し、又は使用していないか。

【特記事項】

改善が望まれる点
【必須項目】

特に評価される点
【必須項目】

18

総括Ⅱ

・交流部門では、行事等による入居者同士の交流や地域との交流が図られ、余暇や引きこもり防止に効果をあげ
ている。サロンやコツコツ貯筋体操の実施は、介護予防につながり、評価できる取り組みである。
・居住部門では、高齢化と重度化している入居者の支援や相談対応業務を丁寧に行っており、入居者が安心して
生活できていることは評価できた。

・日常生活動作が可能な高齢者が対象の施設であるが、入居者の高齢化により、身体機能、認知機能の低下が
顕著である。支援が必要で介護サービスを利用している入居者が増えている。
・今後も関係機関との情報共有を行い、緊急時に迅速に対応可能な体制が必要である。
・入居者が安心して生活できる環境づくりに努めてほしい。

52

総括Ⅰ

項目数

５点

４点

３点

２点

１点

0

　 内　訳

3.06

0
0

平均点数

6

所管課の評価
【必須項目】

合計点数
評価 5 0 4 0 3 21 2 0 1 0

0
1

総括Ⅰ～総括Ⅲの施設所管課の評
価結果に基づく総合評価
Ｓ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、１０点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ａ評価：総括Ⅰ～Ⅲの平均点数の合
計が、９点以上であり、項目別評価
に２点又は１点がないもの

Ｂ評価：項目別評価に一つでも２点
があるもの

Ｃ評価：項目別評価に一つでも１点
があるもの

3.00

63
平均点数

合計点数

備考

0評価 5 0 4 0 3

3.00

44
0
1
43

21 2 0 1

・入居者の高齢化により、災害時の早期対応が重要であるため、日頃から備えと訓練が必要である。（地域や関係機関との連
携が必要である）
・月報の提出により、入居者に関する情報共有が図られている。

総合評価基準
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